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序

当社では、島根原子力発電所 3号機の増設にあわせ、特別高圧送電線島根原子力線新設

工事を進めています。

本送電線の新設工事に際しては、埋蔵文化財の保護に充分必要な調査の実施、記録の保

存につとめるものとし、島根県孜育委員会をはじめ関係各位のご協力をいただき、平成16

年度から発掘調査を実施 してまいりました。

本報告書は平成16年度から平成18年度に実施 した発掘調査の結果をまとめたものです。

本報告書が郷土の歴史貌育等のため広く活用されることを期待 します。

最後に、今回の発掘調査及び報告書の取りまとめにあたり、ご指導ご協力いただきまし

た関係者各位に深く感謝申し上げます。

平成20年 3月

中国電力株式会社

管財部門長 福  本  和  久



島根県教育委員会では、中国電力株式会社の委託を受けて、平成16年度から、島根原子

力線送電鉄塔建設予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施 しておりますが、この

たび報告書第 1集を刊行する運びとなりました。

本報告書は、平成16年度から平成18年度に実施した、松江市内の遺跡の発掘調査の記録

であります。今回の調査では弥生時代の四隅突出型墳丘墓や古代の経塚などが発見される

など貴重な発見が相次ぎました。これらの調査結果は、出雲地方の古代史の一端を明らか

にしただけではなく、全国的な歴史の究明にも貴重な資料を提供 したものと思われます。

本報告書が地域の歴史を解明していく糸口となり、郷上の歴史と文化財に対する理解や関

心を高める一助となれば幸いに思います。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり、ご協力いただきました地元松江市民の

方々、中国電力株式会社、松江市教育委員会をはじめ関係の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成20年 3月

島根県教育委員会

荻 育 長 藤 原 義 光



例  言

1.本書は中国電力中国支社の委託を受けて、島根県教育委員会が平成16年度から18年度にかけて

実施した島根原子力線新設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2.本書で扱うおもな遺跡は次のとおりである。

島根県松江市鹿島町北講武字恵谷1241-Jまか … … …… ……恵谷古墳
島根県松江市鹿島町上講武字赤田2285-2ほ か ― …… … … 岩鼻古墳群
島根県松江市鹿島町上講武字七田瀧ノ谷2490ほ か… …… ………殿山城跡
島根県松江市東持田町字砥石1648-2ほ か ―… … …Ⅲ … …Ⅲ砥石遺跡
島根県松江市東持田町字常熊1463-1ほ か …… … … … … … 沢下遺跡
島根県松江市川原町字元宮 ― … … … …… …… …… …元宮遺跡
3.調査組織は次のとおりである。

調査主体 島根県教育委員会

(平成16年度)

事 務 局 山根正巳 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (同副所長)、
永島静司 (同総務グループ課長)、 川原和人 (同調査第 2グループ課長)

調 査 員 椿 真治 (同企画員)、 神柱靖彦 (同主事)、 山根 肇 (同 (兼)文化財保護主事)、
安達誠一郎 (同 (兼 )主事)、 渡邊真二 (同調査補助員)、 井谷朋子 (同調査補助

員)

(平成17年度)

事 務 局 卜部吉博 (同所長)、 永島静司 (同総務グループ課長)、 川原和人 (同調査第 1グ
ループ課長)

調 査 員 神柱靖彦 (同主事)、 安達誠一郎 (同 (茉)文化財保護主事)、 井谷朋子 (同調査

補助員)

(平成18年度)

事 務 局 卜部吉博 (同所長)、 坂本憲一 (同総務グループ課長)、 宮澤明久 (同調査 2グル
ープ課長)

調 査 員 宮澤明久 (同 )、 角田徳幸 (同主幹)、 伊藤 智 (同文化財保護主任)、 竹下浩充

((兼)文化財保護主任)、 井谷朋子 (同調査補助員)、 阿部賢治 (同 )、 寺本和明

(同 )、 油利 崇 (同 )

調査指導 (五〇音順、敬称略)

田中義昭 (島根県文化財保護審議委員)、 渡邊貞幸 (島根大学法文学部教授)

4。 現地調査及び資料整理に際しては、以下の方々から有益なご指導 。ご助言・ご協力をいただい

た。帰して感謝の意を表す。(五〇音順、敬称略)

赤澤秀則 (松江市教育委員会)、 阿部賢治 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 久保智康 (京都

国立博物館)、 中村唯史 (島根県立三瓶自然館サヒメル)



5。 挿図中の方位は測量法による軸方位を示し、レベル高は海抜高を示す。

6.第 1～ 3、 43図は、国土交通省国土llL理院|の ものを使用した。

7.本書に掲載した写真は各調査員が撮影したα

8。 本書に掲載した実測図は各調査員が作成した。

9,本書の執筆および編集は各調査員が分担して行った。

10,本書掲載の遺跡出土遺物および実測図、写真などの資料は、島根県毅育庁埋蔵文化財調査セン

ター (松江市打出町33番地)で保管している。
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図 版 目次
図版 1

1 恵谷古墳群 遠景 (南より)
2 恵谷古墳群 調査前状況 (南より)
図版 2

1 恵谷古墳群 調査前石棺露出状況 (東より)
2 恵谷古墳群 第 1主体部検出状況 (1)(南 より)
図版 3

1 恵谷古墳群 第 1主体部検出状況 (2)(北 より)
2 恵谷古墳群 第 1主体部土層堆積状況 (1)

(東より)

図版 4

1 恵谷古墳群 第 1主体部上層堆積状況 (2)
(南より)

2 恵谷古墳群 第 1主体部粘土残存状況 (西より)
図版 5

1 恵谷古墳群 第 1主体部内部完掘状況 (西より)
2 恵谷古墳群 第 2主体部内部完掘状況 (東より)
図版 6

1 恵谷古墳群 第 3主体部粘土貼り状況 (東より)
2 恵谷古墳群 第 4主体部土層断面 (東より)
図版 7

1 恵谷古墳群 第 1主体部完掘状況 (1)

(手前から第 1・ 3・ 4主体部)(南より)

2 恵谷古墳群 第 1主体部完掘状況 (2)

(手前から第 4・ 3・ 1主体部)(北より)

図版 8

1 恵谷古墳群 主体部付近完掘状況 (】しより)
2 恵谷古墳群 調査終了時状況 (北より)
図版 9

1 岩鼻古墳群 遠景 (南より)
2 岩鼻古墳群 調査前状況 (1号墳、北より)
図版10

1 岩鼻 1号墳 (東墳裾部、東より)
2 岩鼻 1号墳 墳丘検出状況 (区画溝付近、東より)
3 岩鼻 1号墳 主体部検出状況 (北東より)
図版11

1 岩鼻 1号墳 主体部検出状況 (西より)
2 岩鼻 1号墳 第 1～ 3主体部検出状況 (北西より)
図版12

1 岩鼻 1号墳 第 1主体部木棺完掘状況 (南西より)
2 岩鼻 1号墳 第 1主体部木棺内遺物状況 (北東よ

り)

図版13

1 岩鼻 1号墳 第 2主体部棺痕跡 (北西より)

2 岩鼻 1号墳 第 2主体部棺内状況 (北西より)
3 岩鼻 1号墳 第 2主体部横断土層堆積状況 (北西
より)

図版14

1 岩鼻 1号墳 第 3主体部蓋石接合関係
2 岩鼻 1号墳 第 3主体部蓋石状況 (南東より)
3 岩鼻 1号墳 第 3主体部棺身検出状況 (北西より)

図版15

1 岩鼻 1・ 2号墳間溝土層堆積状況 (東 より)
2 岩鼻 2号墳 西溝土層堆積状況 (北 より)
3 岩鼻 2号墳 完掘状況 (北より)
図版16

1 岩鼻 2号墳 主体部検出状況 (東より)
2 岩鼻 2号墳 主体部完掘状況 (西より)
3 岩鼻 2号墳 主体部横断土層堆積状況 (東 より)
図版17

1 岩鼻 3号墳 墳丘検出状況 (手前が 3号墳、北よ

り)

2 岩鼻 3号墳 墳項部上師器出土状況 (北より)
3 岩鼻 3号墳 墳項部土層堆積状況 (南より)
図版18

1 岩鼻 1号墳・ 3号墳出土遺物
2 岩鼻 3号墳出土遺物
3 岩鼻古墳群墳丘外出土遺物
4 岩鼻 1号墳第 1主体部および岩鼻古墳群墳丘外出
土遺物

図版19

1 上講武殿山城跡 遠景 (西より)
2 上講武殿山城跡 鉄塔下調査風景 (南東より)
図版20

1 上講武殿山城跡 被熱土坑 (SK-01)(北 より)
2 上講武殿山城跡 炭化物群 (SX-01)検 出状況

(東 より)

3 上講武殿山城跡 須恵器出土状況 (SD-01)

(北東より)

図版21

1 上講武殿山城跡 道路状遺構 (SD-01)

(北東より)

2 上講武殿山城跡 出土土器
3 上講武古城山城跡より見た講武平野 (東より)
図版22

1 砥石遺跡 遠景
2 砥石遺跡 調査前全景 (北より)



図版23

1 砥石遺跡 調査前全景 (南 より)
2 砥石遺跡 甑 -01検出状況 (北より)
図版24

1 砥石遺跡 SX-01完 掘状況
2 砥石遺跡 1号墳調査終了時状況 (北より)
図版25

1 砥石遺跡 2号J_t調査終了時状況 (東より)
2 砥石遺跡 3号墳調査終了時状況 (南より)
図版26

1 砥石遺跡 調査終了時状況 (南より)
2 沢下遺跡 遠景 (北 より)

図版27

1 沢下遺跡 I区 調査前状況 (南より)
2 沢下遺跡 1号墓 検出状況 (南より)
図版28

1 沢下遺跡 1号墓 墓壊縦断土層堆積状況 (南より)
2 沢下遺跡 1号墓 墓羨横断土層堆積状況 (西より)
図版29

1 沢下遺跡 1号墓 墓羨完掘状況 (西より)
2 沢下遺跡 1号墳 調査後状況 (北より)
図版30

1 沢下遺跡 1号墳 墳項部調査状況 (東より)
2 沢下遺跡 1号墳 周溝土層堆積状況 (東より)
図版31

1 沢下遺跡 Itt SB-01周 辺状況 (西 より)
2 元宮遺跡 遠景 (北 より)

図版32

1 元宮遺跡 調査前状況 (北より)
2 元宮遺跡 和鏡出土状況 (1)(南 より)
図版33

1 元宮遺跡 和鏡出土状況 (2)(西 より)
2 元宮遺跡 葺石検出状況 (南より)
図版34

1 元宮遺跡 経塚確認状況 (北より)
2 元宮遺跡 経塚断面 (東 より)
図版35

1 元宮遺跡 鉄製品出土状況 (1)(東 より)
2 元宮遺跡 鉄製品出土状況 (2)(東 より)
図版36

1 元宮遺跡 小壼出土状況 (1)(東 より)
2 元宮遺跡 小壷出土状況 (2)(東 より)
図版37

1 元宮遺跡 合子出土状況 (南より)
2 元宮遺跡 経塚完掘状況 (南 より)
図版38

1 元宮遺跡 2号墳石棺完掘状況 (1)(西 より)

2 元宮遺跡 2号墳石棺完掘状況 (2)(南 より)

図版39

1 元宮遺跡 3号墳完掘状況 (東より)
2 元宮遺跡から嵩山を望む (南より)
図版40

1 元宮遺跡出土鉄製品
2 元宮遺跡出土土器

図版41

1 元宮遺跡出土磁器
2 元宮遺跡出土遺物

図版42

1 沢下遺跡Ⅱ区 調査前風景 (北より)
2 沢下遺跡 2号墓 完掘状況 (西より)
図版43

1 沢下遺跡 3号墓 主体部東西土層堆積状況

(南より)

2 沢下遺跡 3号墓 主体部南北土層雄積状況

(東 より)

図版44

1 沢下遺跡 3号墓 完掘状況 (北より)
2 沢下遺跡 3号墓 主体部完掘状況 (北より)

図版45

1 沢下遺跡 4号墓 第 1主体部遺物出土状況

(南より)

2 沢下遺跡 4号墓 第 1主体部東西土層堆積状況

(南 より)

図版46

1 沢下遺跡 4号墓 南溝土層堆積状況 (西から)
2 沢下遺跡 5号墓 主体部木棺痕検出状況 (北より)
図版47

1 沢下遺跡 5号墓 主体部南北土層堆積状況

(東 より)

2 沢下遺跡 5号墓 主体部東西土層堆積状況

(北より)

図版48

1 沢下遺跡 5号墓 主体部木棺部分完掘状況

(北より)

2 沢下遺跡 5号墓 主体部完掘状況 (西より)

図版49

1 沢下遺跡 5号墓 完掘状況 (北より)
2 沢下遺跡 5号墓 完掘状況 (南西より)
図版50

1 沢下遺跡 5号墓 西側列石検出状況 (南西より)
2 沢下遺跡 5号墓・ 6号墓 検出状況 (北西より)

図版51

1 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部遺物出土状況

(北東より)



2 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部遺物出土状況

(東 より)

図版52

1 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部南北土層堆積状況

(南東より)

2 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部東西土層堆積状況

(1)(南 より)

図版53

1 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部自色粘土検出状況

(】ヒより)

2 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部木棺痕完掘状況

(】しより)

図版54

1 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部東西土層堆積状況

(2)(南 より)

2 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部水銀朱検出状況

(全体)(北より)

図版55

1 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部水銀朱検出状況 (1)

(北より)

2 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部水銀朱検出状況 (2)

(北より)

3 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部水銀朱・管玉検出状

況 (北 より)

図版56

1 沢下遺跡 6号墓 第 1主体部完掘状況 (南より)
2 沢下遺跡 6号墓 第 2主体部遺物出土状況

(西より)

図版57

1 沢下遺跡 6号墓 第 2主体部南北土層堆積状況

(西より)

2 沢下遺跡 6号墓 第 2主体部東西土層堆積状況

(南より)

図版58

1 沢下遺跡 6号墓 第 2主体部完掘状況 (北より)
2 沢下遺跡 6号墓 北側列石検出状況 (北西より)

図版59

1 沢下遺跡Ⅱ区 墳丘墓検出状況 (北東より)
2 沢下遺跡Ⅱ区 墳丘墓検出状況 (南より)

図版60

1 沢下遺跡 (上空より)
2 沢下遺跡 (北より)
3 沢下遺跡 (東より)
4 沢下遺跡 (北西より)
5 沢下遺跡 (北東より)
6 沢下遺跡 (西より)

図版61

1 沢下遺跡 5号墓 (上空より)
2 沢下遺跡 6号墓 (上空より)
図版62 沢下遺跡 2・ 3号墓及び周辺出土遺物 (1)

図版63 沢下遺跡 2・ 3号墓及び周辺出土遺物 (2)

図版64 沢下遺跡 4号墓及び周辺出土遺物

図版65 沢下遺跡 5号墓出土遺物

図版66 沢下遺跡 6号墓第 1主体部出土遺物 (1)

図版67

1 沢下遺跡 6号墓第 1主体部出土遺物 (2)
2 沢下遺跡 6号墓第 2主体部出土遺物 (1)

図版68

1 沢下遺跡 6号墓第 2主体部出土遺物 (2)
2 沢下遺跡 5・ 6号墓周辺出土遺物

図版69

1 沢下遺跡 6号墓第 2主体部出土遺物
2 沢下遺跡Ⅱ区出土遺物 (生産関連遺物)
3 沢下遺跡 6号墓出土石製品
4 沢下遺跡 6号墓第 1主体部出土石製品

図版70

l No 8鉄塔 調査前 (伐採後、北より)
2 配 8鉄塔 道路跡調査状況 (第 1・ 2ト レンチ、

】ヒより)

3 No 8鉄 塔 調査状況 (第 3・ 4ト レンチ完掘時、

】しより)

図版71

l No16鉄塔 調査前 (伐採後、南より)
2 No16鉄 塔 基本層序 (第 3ト レンチ、西より)
3 No16鉄塔 調査状況 (ト レンチ完掘時、北より)

図版72

l No20鉄塔 調査前 (伐採後、北より)
2 No20鉄 塔 基本層序 (第 2ト レンチ、東より)
3 No20鉄 塔 調査状況 (ト レンチ完掘時、北より)

図版73

l No27鉄塔 遠景 (後方は沢下遺跡、南より)
2 No27鉄塔 第 2ト レンチ北壁断面

図版74

l No28鉄 塔 遠景 (後方は嵩山、北より)
2 No28鉄塔 第 1ト レンチ南壁

図版75

l No30鉄塔 遠景
2 No30鉄 塔  トレンチ完掘状況 (南より)

図版76

l No45鉄塔 調査前 (伐採後、東より)
2 No45鉄塔 調査前状況 (第 2ト レンチ、西より)
3 配45鉄塔 斜面調査状況 (第 6ト レンチ、西より)



第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯
平成12年 8月 、中国電力株式会社では、国の電源開発基本計画に組み入れられた島根原子力発電

所 3号機の増設に伴い、この発生電力を送るため、島根原子力線新設工事および第二島根原子力幹

線増強工事を計画した。送電ルー トは原子力発電所から北松江変電所までの約10kmの 区間で、後者

は送電線の張り替えで対応するが、前者は新たな送電用鉄塔を、すでに設置されている1号機用の

鉄塔箇所に重複して拡大再建設されるものが大半である。また、一部は県立自然公園等を迂回する

ために新たなルー トとなった箇所も存在する。以下、分布調査から発掘調査に至る経緯を日付ごと

に述べる。

(平成11年度〉 7月 19日 、中国電力より県教委文化財課に口頭依頼 (路線内に松江市常熊古墳が

存在するかどうかの現地確認調査)。 9月 10日 、中国電力より口頭依頼 (鉄塔42基建設予定地の分布

調査)。 その後、調査は延期となる。

(平成12年度〉 平成13年 2月 28日 、中国電力より松江市荻委に分布調査の正式依頼。県文化財課

には口頭で分布調査協力の依頼。同年 3月 28日 、中国電力より分布調査の時期について協議。

(平成13年度〉 4月 23、 24日 、中国電力・県教委 。市孜委による松江市内 (鉄塔配20～ 29、 36～

41号)の分布調査を実施。 5月 25日 、市教委から中国電力に調査結果を正式報告 (沢下遺跡の確認

と要注意箇所の指摘)。 平成14年 3月 8日 、中国電力が鹿島町教委に分布調査を正式依頼。

く平成14年度〉 4月 15、 22日 、鹿島町内 (鉄塔胞 5～ 17)の分布調査実施。 4月 25日 町荻委から

中国電力に調査結果を正式報告 (恵谷古墳群、岩鼻古墳群の確認と要注意箇所の指摘など)。 7月 4

日、中国電力と県荻委で発掘調査範囲について協議 (実際の工事の影響の及ぶ範囲がほぼ用地全域

となることが判明)。 平成15年 1月 27日 、中国電力より県教委に鹿島町内 (鉄塔配 1～ 4)の分布調

査を正式依頼。同年 2月 24日 、同じく松江市内 (鉄塔No30～ 32)の分布調査を正式依頼。同年 2月

27日 、町毅委と鹿島町地内の分布調査を実施。同年 3月 5日 、市教委と松江市内の分布調査を実施。

(平成15年度〉 5月 27日 、鹿島町の分布調査を実施。 5月 29、 30日 、松江市の分布調査を実施。

く平成16年度〉 4月 1日付けで中国電力と県教委が島根原子力線新設工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査委託契約を締結 し、発掘調査事業が開始される。平成16年 7月 16日 、中国電力より松江市川原

町地内 (鉄塔配30、 31)における、鉄塔建設地の変更に伴う分布調査の正式依頼。その後、現地分

布調査を実施。同年 8月 4日 、中国電力に試掘確認調査の必要性を報告。同年 8月 10日 、中国電力

より鉄塔No30、 31の確認調査の追加依頼。

第 2節 調査の経過
く平成16年度〉 中国電力と県教委は、平成16年 4月 1日付けで発掘調査の委託契約を締結し、県

埋蔵文化財調査センターが現地調査を開始した。調査は、センター調査第 1グループ第4サブグル

ープが担当し、調査員4名 (専門職員 2、 教員 2)、 調査補助員 2名で構成される二つの調査班によ
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って実施された。

実際の現地調査は、事業地が広域に及び、且つ用地が未買収の状態であったことから、多数の関

係自治会や地権者への事前・事後の挨拶、周辺小中学校への周知など、また、休憩所や調査車両の

駐車場確保、作業道の整備、現地の伐採など、通常の調査に比 して調査周辺業務に多くの手を割い

た。これら周辺業務については、事業者である中国電力と県埋文センターとが連携 して対応したが、

猛禽類の営巣時期に調査ができなかったり、事業地の定まらない箇所もあったため、調査計画の変

更を余儀なくされる状態でのスター トであった。

調査事務所は、鹿島町上講武地内に建設し、現地キャンプまでの移動は公用車で対応した。しか

し、現地キャンプは実際には山頂のテント対応がほとんどで、 トイレの設置箇所も現地からほど遠

い場所を選定せざるを得なかった。当然ながら、用地は比高差が最大120mも あることから、全員が

調査用具を背負子に背負っての最大30分の登山調査が連続した。大半の調査地は既設鉄塔の真下で

行われたため、作業の安全確保には万千を期したが、写真撮影には多くの支障が生じた。また、調

査によって生じる排土は、周辺への流出防止のため、全て土裏袋に入れて積み上げる方式をとった

ことから、最終的な埋め戻 し作業は極めて困難なものとなった。このように山中高所 。鉄塔下での

調査作業は、これまでにない過酷なものであった点は、今後の調査のために強調しておきたい。

個々の調査地点の調査期間等は、以下のとおりである。

平成16年 5月 12日 ～ 5月 26日 、松江班が鉄塔配28地点の確認調査実施。 5月 12日 ～松江班が鉄塔

No29地点の確認調査を実施。 6月 10日 ～ 6月 30日 鹿島班が鉄塔配45地点の確認調査を実施。 5月 26

日～ 8月 ■日松江班が鉄塔No26地点の調査を実施。 7月 12日 島根大学法文学部の渡邊貞幸教授によ

る調査指導。 8月 3日 ～ 8月 26日鹿島班が鉄塔配 8地点の確認調査を実施。 8月 19日 ～10月 28日 鹿

島班が鉄塔配12地点 (岩鼻古墳群)の調査を実施。10月 14日 島根大学法文学部の渡邊貞幸教授によ

る調査指導。 8月 24日 ～■月 5日 松江班が鉄塔No21(砥石遺跡)の調査を実施。10月 18日 ～12月 3

日鹿島班が鉄塔配15(上講武殿山城跡)の調査を実施。■月26日鹿島町文化財保護審議委員の石井

悠氏 (当時美保関中学教頭)に よる調査指導。11月 19日 ～12月 3日 鹿島班が鉄塔配16地点の確認調

査を実施。11月 2日 ～ 1月 7日松江班が鉄塔配32地点 (元宮遺跡)の一次調査を実施。 2月 28日 ～ 3

月16日鹿島班が鉄塔h20地点の確認調査を実施。 2月 28日 ～ 3月 16日 松江班が元宮遺跡の二次調査

を実施。

(平成17年度〉 平成17年度は旧鹿島町内の恵谷古墳群の本調査を行った。希少などミ類 (サ シバ)

の営巣時期を避け、調査地点への往来ルー トの安全対策工事 (転落防止の手すり、仮設階段の設置)

や伐採工事を実施した後に、 9月26日 より発掘調査を開始した。

10月 中旬までに トレンチ調査の結果により、調査区域を南側の古墳と見込まれる地点に絞り込み、

北側の区画は廃土を詰めた土裏置き場とした。その後の調査で、■月の中旬に古墳の主体部の位置

や規模、総数が判明し、第 1主体の石棺の覆土もほぼ除去できたことから、■月21日 には島根大学

の渡邊貞幸教授に調査指導を受けた。

その後も指導内容を受け調査を進め、12月 9日 には第 1主体の石棺を完掘し、12月 15日 には他の

主体部もすべて完掘した。12月 19日 には、調査区内の埋め戻 し作業を終了し、恵谷古墳群の調査を

すべて終了した。

1月 より3月 には、屋内での整理作業を実施した。また、同時期に開催された「新発見 !と っと
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り。しまね発掘速報展」に元宮遺跡の出土遺物を出品し、鳥取、島根両県の会場での展示を行った。

(平成18年度〉 配28号鉄塔新設箇所 (沢下遺跡)については平成16年 に調査を実施したが、鉄塔

敷設工事のための工事用道路部分の埋蔵文化財発掘調査は平成17年度の中国電力株式会社と島根県

の協議により平成18年度に行われることが決定した。平成16度調査箇所の丘陵頂部を沢下遺跡 I区

とし、平成18年度調査を行う調査 I区に続く丘陵尾根部分 (約800ド )を沢下遺跡Ⅱ区とした。

平成18年 6月 に調査地の伐採を実施し、 6月 27日 に調査を開始し、弥生時代後期及び古代の遺物

が確認された。その後貼石を伴う墳丘墓が存在することが確認され、最終的に四隅突出型墳丘墓 2

基を合む 5基の墳丘墓が検出された。10月 28日 に現地説明会を開催し、■月16日 に調査を終了した。
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第 1図 鉄塔位置図 (S■/50,000)
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第2章 遺跡の位置と環境

歴史的環境

鹿島地区 (鉄塔No l～21)

縄文時代 国指定史跡である佐太講武貝塚 (6)では、縄文時代前期の貝塚が検出され、海水産の

魚介類よりもヤマ トシジミをはじめする汽水産の魚介類が多く確認されており、当時遺跡周辺に汽

水域が広がっていたことが想定されている。佐太講武貝塚の低湿地部の調査では、貝層に対応する

層とそれ以後の中期、後期、晩期、弥生時代、古墳時代の遺物包合層が確認されている。堀部第 1

遺跡 (20)で は、多数の後期土器、突帯文土器が出土しており、南東約100mに 位置する北講武氏元

遺跡 (21)で は、突帯文土器、石器が出土している。

弥生時代 北講武氏元遺跡 (21)で は、縄文時代FIn期系の上器とともに遠賀川系の弥生土器が出土

している。堀部第 1遺跡 (20)で は、弥生時代前期の標石木棺墓群が検出されている。名分塚田遺

跡 (8)、 南講武大日遺跡 (■)では弥生時代中期の遺物が出上している。南講武小廻遺跡 (14)で

は後期の四隅突出型墳丘墓と考えられる墳丘墓の列石が確認されている。南講武草田遺跡 (15)で

は、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての多くの在地土器と後期の吉備系土器、後期末葉から

古墳時代にかけての畿内系土器が確認されている。同遺跡の弥生時代から古墳時代前期にかけての

土器編年は出雲地域における編年の指標となっている。

古墳時代 講武平野を望む周辺の丘陵部及び周辺には、多くの古墳、横京墓が確認されている。平

野中央に面した丘陵にある堀部古墳群 (17)は 、70m級の前期前方後円墳の可能性のある1号墳を

はじめ、中期と推定される造出付きの方墳や円墳、後期の前方後方墳が連綿と築造されており、こ

の地域の首長墓域とされる。奥才古墳群 (10)は前期から後期の古墳が調査されており、礫床の箱

式石棺や木棺を主体部とする。礫敷きの木棺を2～ 3室に区切った「奥才型木棺」は、日本海沿岸

西部地域の交流を示すとされる。礫床は鵜灘山古墳群 (7)、 名分丸山古墳群 (4)な どでも確認され

ており、この地域の特徴と言える。後期では石棺式石室の岩屋古墳 (24)、 横穴式石室を備えていた

向山古墳 (23)が知られており、向山古墳では須恵器の子持壼、円筒埴輪が出上している。また、寺

の奥横穴群 (32)、 恵谷横穴群 (25)な ど多くの横水墓群が確認されている。

古代 『出雲国風土記』が編纂された奈良時代には講武平野周辺は秋鹿郡と島根郡に属していたと

考えられ、佐太川の左岸、三笠山の麓に所在する佐太神社は秋鹿郡佐太御子社に比定されている。ま

た同社は『延喜式』神名帳の秋鹿郡佐胞神社に比定されている。古代の遺構・遺物が検出された遺

跡としては古代及び中世の水田面他、古代の硯、転用硯などが出上した北講武氏元遺跡 (21)、 奥才

古墳群 (10)、 名分塚田遺跡 (8)が知られている。

中世 当地は中世には加賀荘及び佐陀荘に及ぶ地域に比定されている。佐太前遺跡 (34)で は、掘

立柱建物跡、井戸跡が検出され、また大量のかわらけ他、輸入陶磁、唐津焼が出土している。名分

塚田遺跡 (8)では中世前半の柱状高台付邪もしくは皿が多く出上しており、さらに輸入陶磁、中世

須恵器等も出上している。奥才古墳群 (10)で は中近世と考えられる五輪塔が出土している。また

講武平野周辺の丘陵部には中世の城郭跡が確認されており、毛利氏・尼子氏の合戦の戦場になった
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第 2図 周辺の遺跡 (鉄塔No l～ 21)
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1 恵谷古墳群
2 岩鼻古墳群
3 上講武殿山城跡
4 名分丸山古墳群
5 面目古墳群
6 佐太講武貝塚
7 鵜灘山古墳群
8 名分塚田遺跡
9 嵐廻古墳群
10 奥才古墳群
11 南講武大日遺跡
12 中尾谷山古墳群
13 南講武小廻第2遺跡
14 南講武小廻遺跡
15 南講武草田遺跡

16 多久神社裏山古墳群
17 堀部古墳群
可8 堀部第5遺跡
19 堀部第2遺跡
20 堀部第 1遺跡
21 北講武氏元遺跡
22 雉ヶ崎荒神古墳
23 向山古墳
24 岩屋古墳
25 恵谷横穴群
26 尾坂古墳群
27 的松古墳
28 秋棄山古墳群
29 御津貝塚横穴群
30 御津茶畑横穴群

31 御津中の津古墳
32 寺の奥横穴群
33 寺の奥古墳群
34 佐太前遺跡
35 芦山横穴群
36 面目横穴群
37 かまの古墳群
38 かまの横穴
39 藤山古墳 藤山遺跡
40 田中の奥横穴
41 峯谷寺の上古墳
42 峯谷寺の奥横穴群
43 峯谷寺の横穴群
44 -矢横穴
45 御津経塚

46 御津宝饉印塔
47 寺床谷古墳
48 有丸山古墳群
49 中広手古墳
50 銭神古墳
51 松尾山城跡
52 大城城跡
53 高渋山城跡
54 真山城跡
55 白鹿城跡
56 芦山城跡
57 月ヽ国山城跡
58 大石山城跡
59 大勝問城跡
60 海老山城跡

真山城跡 (54)、 白鹿城跡 (55)な どが築かれている。

近世 奥才古墳群 (10)で は近世もしくはそれ以前に施設された可能性がある道路跡が検出され
ている。また18世紀後半には佐太川の開削が行われ、近年の市の調査でその痕跡が確認されている。

松江地区 (鉄塔No22～46)

砥石遺跡は松江市東持田町、沢下遺跡は東持田町及び坂本町、27号鉄塔予定地は東持田町、29号

鉄塔予定地は下東川津町、元宮遺跡は川原町にそれぞれ所在し、川津 。持田平野に突き出た丘陵上

に立地している。

川津・持田平野は松江市街の北東に位置 し、屁島町の講武平野や松江市南部の意宇平野とならび、

かなりまとまった耕地面積をもつ平野である。縁辺には人手状に派生した細長い丘陵がいくつもあ

り、そこには古墳が点々と築かれているなど、この地域は生活に適した平野や丘陵に恵まれ、古代

の遺跡が多く分布する県内でも遺跡の密集した所である。

この地は奈良時代においては出雲国府から隠岐国に至る幹線道路があったとされ、日本海に抜け

るルー トとして古代では交通の要衝になっていたと考えられている。

[旧石器時代]

遺跡周辺の地形は現在とは大きく異なり谷間になっていたと考えられ、今のところ明確な旧石器

時代の遺跡はまだ発見されていない。しかし、西川津遺跡 (83)や タテチョウ遺跡 (85)か ら、旧石

器時代から縄文時代初頭にかけてのものと思われる尖頭器や細石刃核等の石器が出土しており、既

にこの頃には人々の営みがあったことが想像される。

[縄文時代]

前期以降は気候が温暖な時期にあたり、海水面が上昇して宍道湖は西川津遺跡付近まで広がって

いたと推定される。縄文時代の遺跡は朝酌川流域の低湿地帯に存在することが知られており、西川津

遺跡、原の前遺跡 (84)、 タテチョウ遺跡からは縄文時代早期末～晩期にかけての多量の遺物が発見

され、この頃には既に定住的な集落が存在していたと考えられる。その他、島根大学構内遺跡 (87)

からは縄文時代前期の丸木舟、金崎遺跡 (86)及び城の越遺跡 (64)か らは後期と晩期の土器が出

土している。

また、貝崎古墳群 (72)が存在する丘陵の北側斜面より縄文時代早期末～前期初頭のスクレイパ
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―、柴尾遺跡 (75)及び金崎古墳群 (86)の墳丘下からは早期と晩期の上器が発見され、この時期

に朝酌川流域の低湿地帯だけでなく、丘陵上でも人々の生活の営みがあったことが推定される。

[弥生時代]

縄文時代の終わりの頃には宍道湖の湖岸線が伸びて、弥生時代になると宍道湖の汀線がタテチョ

ウ遺跡付近まで後退していたことが確認されている。そのため、周辺一帯は湿地帯となり、水田農

耕に適していたと想像される。遺跡は、西川津遺跡やタテチョウ遺跡をはじめ貝崎遺跡、橋本遺跡

(93)、 坂本中遺跡 (39)な どが知られている。西川津遺跡では前期から中期にかけての水田耕作に

使用したと思われる多量の木製農耕具や石器、骨角器が土器と共に出土し、遺構としては前期の貝

塚、中期の掘立柱建物跡等が検出されている。このようなことから朝酌川流域の周辺には大きな集

落があった可能性が考えられる。

[古墳時代]

朝酌川流域の低丘陵には多くの古墳が分布 し、出雲地方における古墳の密集地の一つとなってい

る。しかし古い時期のものは少なく、中流域で山崎 1号墳 (126)や 柴尾古墳群 (75)、 大佐遺跡

(68)、 上流域で中嶺 1号墳 (27)カミ知られているに過ぎず、その規模も小さい。

中期以降になると朝酌川中流域周辺部の丘陵に多くの古墳が確認されており、馬込山古墳群 (4

基)(89)、 金崎古墳群 (■基)(86)、 上浜弓古墳群 (9基)(88)、 柴古墳群 (3基)(90)、 住吉神

社裏古墳 (82)な ど、一辺20m以下の中小規模方墳が多く築造されている。これらの古墳群の中で

も、規模が大きいのが金崎古墳群である。 1号墳は全長35mの前方後方墳で、主体部構造・副葬品

などから周辺一帯の首長的存在の墓であったと推測される。

後期に入ると古墳の築造の中心は朝酌川中流域から持田地区に移動し、横穴式石室二つを内部主

体とする、全長50mの前方後方墳である薄井原古墳 (44)の築造を契機に、太田古墳群 (5基)(60)

に代表される、各壁を一枚石で構成する石棺式石室をもつ古墳も出現する。これらの古墳の被葬者

は、後に出雲国府の置かれた意宇川流域の古墳群の勢力には及ばないものの、有力な首長であるこ

とがうかがえる。その他、城の越横穴墓群 (63)な どの横穴墓も作られるようになる。

一方、集落については、柴Ⅱ遺跡 (92)や堤廻遺跡 (94)が知られている。柴Ⅱ遺跡は小さな谷

間の奥部に所在し、前期竪穴住居が2棟確認されている。堤廻遺跡は低丘陵地の斜面に位置し、前

期から中期にかけての竪穴住居跡21棟、堀立柱建物跡 2棟からなり、多量の上器類をはじめ、滑石

製品や玉の未製品など、その生活の一端をうかがい知る好資料が出上した。なお、西川津追跡、タ

テチョウ遺跡、原の前遺跡の河ナ|1堆積物中に古墳時代の上師器や須恵器、木製品などの遺物が大量

に発見された。この時代の集落が川沿いにいくつも存在し、洪水時にその一部が川に押し流された

ことを示している。

[古代]

733(天平 5)年に作成された『出雲国風土記』によれば、この地域は島根郡山口郷に属していた

と考えられ、川津・持田平野には条里制が施されていた。この時代の集落跡である鏡谷遺跡 (52)で

は、炊飯用の竃片や祭祀に使用された土馬が出土している。更に元宮遺跡南東にそびえる嵩山 (124)

には峰が置かれており、奈良時代においては交通及び政治的に重要な地域であったと思われる。

島根郡の『郡家』の所在地には諸説があるが、松江市福原町の芝原遺跡 (25)で は規則性をもっ

た大規模な堀立柱建物が検出され、陶硯、墨書土器等も出土していることから、この遺跡が『島根
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郡家どである可能性が指摘されている。更に、芝原遺跡の南に位置する東前田遺跡 (29)、 大谷口遺

跡 (28)、 中嶺遺跡 (27)か らも堀立柱建物跡が検出され、仏具、墨書土器、付札木簡、滑石製子持

勾玉、権など特徴的な遺物が出土していることから、芝原遺跡も合めてこの遺跡群の内容、性格を

考えることは重要である。

平安時代に新たに建立されたと思われる寺院として坊床廃寺 (32)、 往生院廃寺 (31)、 澄水寺 (30)

がある。坊床廃寺跡からは、セット関係にある軒丸瓦、軒平瓦と延喜通宝が入った蔵骨器が出上し

ている。往生院遺跡からは、石積基壇や五輪塔、土師質土器、布目瓦が採集されている。澄水寺跡

では、澄水山の頂上 (標高507m)か らわずかに降ったゆるやかな斜面に多数の堂宇伽藍配置が確認

され、常滑大甕、陶器、磁器が採集されている。

[中世]

古代、東川津・西川津地域は持田地域とともに山口郷に属していた。これに対し、中世では川津

地域は持田地域と区別して「長田郷」と呼ばれるようになった。遺跡としては、和久羅城跡 (123)

がある。和久羅城跡は、朝酌町の西北に位置する小高い山上で、上束川津町の嵩山に連なっている。

南は大橋川地帯に臨み、西は白鹿山、新山を望み、山下に川津・持田平野をもち、本庄、美保関へ

の通路があり、天瞼であるとともに交通、輸送を押さえる要点である。戦国に大規模な戦が行われ

るようになってからは、いち早く重要な役割をする城として築かれていたと思われる。一の段 。三

の段・三の段と分かれ、山腹には馬乗馬場跡と思われる場所が残存している。
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刊 砥石遺跡
2 沢下遺跡
3 元宮遺跡
4 横屋前遺跡
5 三大寺遺跡
6 鎌ヤガ尾根古墳群
7 川上遺跡
8 金比羅古墳群
9 京殿遺跡
10 中西古墳群
11 小馬枝古墳群
12 荒神古墳群
13 原ノ後遺跡
14 松音字遺跡
15 扇ノ平遺跡
16 前田遺跡
17 荒船遺跡
18 荒船古墳群
19 石浦遺跡
20 玉野寺跡
21 平田古墳群
22 金クソ谷遺跡
23 夏目遺跡
24 上の堂横穴群
25 芝原遺跡
26 山根古墳
27 中嶺遺跡
28 大谷口遺跡
29 東前田遺跡
30 澄水寺跡
31 坊生院遺跡
32 坊床廃寺

33 小川善之助裏山古墳群  65 松の前古墳群
34 古妙見古墳      66 小丸山古墳群
35 安土山城跡      67 日吉垣の内古墳
36 坂本館跡       68 大佐遺跡

37 153古墳       69 大源古墳群

38 159遺跡       70 宮垣古墳群

39 坂本中遺跡      71 前田古墳
40 流田遺跡       72 貝崎古墳

41 小林古墳群      73 西宗寺古墳
42 中久路古墳      74 嵩山麓遺跡
43 香ヶ廻古墳群     75 柴尾遺跡
44 薄井原古墳      76 」31経塚

45   124古墳群            77  」26古墳群

46 118遺跡       78 葉佐馬古墳

47 川原吉墳       79 祖子分長池古墳

48 後谷古墳群      80 -の 谷古墳

49 川原後谷横穴群    81 刈捨古墳
50 小松谷古墳      82 住吉神社裏古墳
51 持田川流域条里制遺跡  83 西川津遺跡
52 鏡谷遺跡       84 原の前遺跡

53 石野遺跡       85 タテチョウ遺跡

54 常熊古墳       86 金崎古墳群

55 149古墳       87 島根大学構内遺跡

56 石野古墳群      88 上弓浜古墳
57 原の空遺跡      89 馬込山古墳群
58 納佐池古墳      90 柴古墳群
59 立花横穴       91 柴III遺跡

60 太田古墳群      92 柴‖遺跡
61 中尾古墳群      93 橋本遺跡
62 八色谷古墳群     94 堤廻遺跡
63 城の越横穴      95 川津城跡
64 城の越遺跡      96 川津城跡

97 種葉城跡
98 岩汐窯跡
99   N41〒 常蓮き

100岩汐窯跡

101 米坂古墳群

102米坂遺跡

103山辺遺跡

104廟所古墳群

105観音山1号墳

106観音山2号墳

107間谷遺跡

108松ヶ鼻遺跡

109新山遺跡

1ヽ0朝酌小学校校庭古墳
111 朝酌小学校前古墳

112朝酌岩屋古墳

113朝酌上神社跡古墳

114廻原古墳群

115遅倉横穴群

116九 日宮古墳群

117領田遺跡

118荒神谷遺跡

119薦沢A遺跡

120薦沢の山遺跡

121 薦沢B遺跡

122別所遺跡

123和久羅山城跡

124布自根美峰跡

125薬師山古墳

126山崎古墳

127梅面遺跡

123 G25窯跡
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第 4図 恵谷古墳群調査区位置図 (Si1/4,000)
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第 5図 恵谷古墳群調査前地形測量図 (S:1/200)
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第 6図 恵谷古墳群遺構配置図 (Si1/200)

遺跡の概要

恵谷古墳は松江市屁島町北講武の丘陵尾根

部に位置しており、標高は約97mを測る。丘陵

裾部には恵谷横穴墓群が存在している。

横穴墓群は発掘調査は実施されていないが、

少なくとも3基の存在が確認されている。報告

によれば、「玄室は家の棟や軒までが彫刻され

る整正家形と呼ばれる入念に作られた横穴で

あり1、 2号穴は平入り、3号穴は妻入りの屋

根の形をとる」との事である。また、「古くに

遺物が出土 したと伝えられるがその所在は不

明である」と報告されている。

既設の鉄塔建設工事の際に、削平や盛土とい

った地形の改変が加えられており、分布調査時

に古墳の石棺材が露出していることが確認さ

れ、今回の発掘調査の契機となっている。鉄塔

肱F部の周辺は4脚共に掘削されており、特に南

西の脚周辺は大規模に掘肖1さ れ、周辺はコンク

リー トの壁が構築されている。北側の 2脚は墳

丘状の高まりをまたまたぐように据えられて

いる。この、】ヒ側の2脚に挟まれるように残っ

た部分で石棺材は確認されていた。

発掘調査着手前に実施した地形観察により、

北側の尾根部にも小規模な古墳が存在する可

能性があると判断したために、尾根上の約510

ドを対象に発掘調査を実施した。しかし、実際

に発掘調査を実施 したところ尾根の北側の部

分では遺構および、遺物の存在が確認できなか

った。このため、今報告では既設鉄塔下で検出

した古墳の調査結果について述べることとす

る。

遺構と遺物

墳 丘

前述したように、 1号墳周辺は既設鉄塔建設工事により大規模に地形が改変を受けている。墳丘

の南半分は4本の鉄塔脚部を設置するために削平されている。このため墳形や墳丘規模等の詳細は

判断しかねるが、直径もしくは一辺が10m程度の円墳もしくは方墳であったと想定される。
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第 7図 恵谷古墳群 1号主体部実測図 (Si1/20)
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第0図 恵谷苦墳群2号主体部案測図 (S11/20)

粘土貼り検出状況

第0図 恵各古墳群a号主体部実測図
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②黄褐色土層 (白 色の石粒を含む)
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第10図 恵谷古墳群 4号主体部実測図 (Si1/30)

主体部

主体部は合計 4基確認した。いずれも東西軸方向に長辺をとるものであった。検出した順に第 1

から第 4号主体とした。このうち 1号主体のみが石相を有しており、そのほかの主体部は素堀りの

土坑状を呈している。 1・ 2・ 4号主体部は鉄塔建設時に一部を破壊されていた。

1号主体 (第 7図 )

1号主体は、墳丘の最高所に築かれており、今回検出した4基の主体部で唯一箱式棺が採用され

ており、小口と側壁は厚さ10cm前後の板状の石材を用いる。現状で北側の側壁 7枚の板石で、南側

の側壁は6枚の側壁で東側の小口を挟みこむ構造をとるが、西側の小日は失われている。床面は板

石や礫を用いず素掘りの棺床となっている。

現状で合計で長さ1.79mを測る蓋石は、厚さ10cm以内の板石 5枚で構成されているが、西側の数枚

は失われている。西から2枚目と3枚 目の蓋石は棺幅を15cmか ら20cm程度超える幅を有しているが、

他の蓋石はほぼ棺の幅に沿った幅の石材が使用されている。また、側壁の外側には粘土張りが確認

された。東側から2枚 目の蓋石と3枚目の蓋石の上に 1枚板石が検出されたが、これは石棺本来の

状態か後世の改変の結果か判断がつかなかった。副葬品などの出土遺物は確認できなかった。

2号主体 (第 8図 )

2号主体は検出した主体部の中で最も南寄りで検出されている。形状は素堀の土坑状を呈してお

り、堀肩の東西端は後世の掘削により失われている。堀肩は長辺残存長104cmで、幅は64cmで ある。

縮
峰

′円
め
盤
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括総

基底部は不正楕円形を呈 し、長さ1.2m、 幅0,8m、 深さは0。3mである。出土遺物は確認できなかっ

た。

3号主体 (第 9図 )

3号主体は 1号主体の北隣、4号主体の南隣に位置し、両主体部に挟まれるような格好で検出さ

れている。平面形は西側に向けてすばまる長楕円形を呈している。堀方は長さ約2.7m、 幅約1.Omを

測る。墓坑底までの深さは検出時に約10cmであった。基底部の平面形は長さ約2.9m、 幅0。36mを 測

り。墓坑底周縁部では、幅15cm程度の浅い溝状の掘り込みが確認された。この溝状の掘り込みは西

側に向け主体部外に突き抜ける様にして伸びている。また、同様の位置で厚さ10cm程度の粘土帯を

基底部縁辺周辺で確認した。この粘土帯は、類例から埋葬で用いられた木棺の目張り由来ものであ

る可能性が想定される。副葬品等の出土遺物は認められなかった。

4号主体 (第10図 )

平面形は小判状を呈していたと推定されるが西側の端部が後世の掘削により失われている。小判

形の墓坑の中央部に長楕円形の堀り込みを有し、いわゆる「2段墓坑」状を呈している。堀肩の現

状での規模は幅約3.3m、 長さ5。4m、 深さ90cmを測る。墓坑中央部の掘り込r/1は約25cm、 長さ48cm、

幅約70cmの長楕円形を呈している。副葬品等の出土遺物は認められなかった。

出土遺物

調査区南端付近から、土師器片及び須恵器片等を採取している。

恵谷古墳は副葬品の検出を見なかったたことから詳細な時期を判定することは難しいが、古墳時

代の小規模な地方集団の首長墓であると考えられる。当古墳の近隣に位置する奥才古墳群では、箱

式石棺や礫床を有する古墳が多数確認されており、同様の埋葬方法が周辺地域の特徴とされている。

当古墳においては礫床こそ有さないものの、 1号主体においては比較的大型の箱式石棺を用いてい

る。これは奥才古墳群で見られた整一制に列するものといえる。今回の恵谷古墳の調査結果は松江

市鹿島町周辺の古墳の埋葬主体のあり方を考える上で貴重な成果を得ることとなった。
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第 2節 岩鼻古墳群
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第11図 岩鼻古墳群調査区位置図 (S:1/3000)
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遺跡の概要

この古墳群は今回の分布調査によって発見されたもので、講武平野から北東に続く谷平野に面し

た北側丘陵部に所在する。古墳群の立地する丘陵は、南側の標高約63mと北側の標高約68mの二つ

のピークをもち、尾根筋は平面F字形を呈している。古墳群は、上述の南側ピークを起点に構成さ

れるグループと、北側ピークを起点に構成されるグループの二つに大きく分かれるが、さらに細か

い尾根地形から、それぞれ 3支群、 2支群の計 5支群に分離することが可能である。調査範囲は南

側ピーク部分で、ちょうど第 1～ 3支群の分岐点を中心に実施している。(第■図)

第 1支群は、南側ピークから南西方向に緩やかに下降する尾根上にあり、不確かなものも合めて

総数約10基を確認している。調査した 1号墳と4号墳は、それぞれ一辺15m、 7mの方墳で、それ

ら以外はいずれも10m前後を測る墳形不明の小墳である。第2支群は、南側ピークから南東方向に

急下降する尾根上にあり、総数3基を確認している。調査した2号墳は1辺10mの方墳で、他は10

mに満たない墳形不明の小墳である。第3支群は南側ピークから北束方向に緩やかに下降する尾根

え
ゝ
虫
逸
ゞ
ヽた惧る

笠鵡ド
蓼
・∬
／

第12図 岩鼻古墳群調査前地形測量図
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上にあり、総数3基を確認している。調査した3号墳は1辺 7mの小規模な方墳で、他は10m未満

の小墳である。第4支群は北側ピークに所在する古墳群であるが、東側を中心に後世の改変が著し

く、西側部分で古墳の残丘らしき高まりが認められるものである。残丘西側は墳裾らしき直線的な

地形変換点が約30mほ ど確認できるが、何基存在しているかは不明瞭である。尾根上空間からみて、

2、 3基の古墳が存在していたものと推定しているが、直線部分が一体のものであれば、南北30m級

の方墳となる可能性もある。第5支群は北側ピークから南東方向に緩やかに下降する尾根上にあり、

総数3基を確認している。墳形は不明で、規模10m前後の小墳で構成される。

調査対象となった南側ピーク部分は、南側に展開する谷平野が一望できる好位置で、3つの支群

の最高所かつ分岐点となっている。既存鉄塔は、調査区のほぼ中央に位置し、結果的には1号墳の

北半部分と2号墳の西墳端部分に建設されている。調査前の状況では2、 3、 4号墳は確認できた

が、最大の 1号墳については2基の古墳を想定していた。また、 1号墳と3号墳の間にわずかな空

間が認められたため、これも古墳の可能性を考慮していた。

たゝ
φｕ協）

ズ

JS

0                   10m

(Si1/300)第13図 岩鼻古墳群調査後地形測量図
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遺構と遺物

1.岩鼻 1号墳

発掘調査は、既存鉄塔に倒壊等の影響が出ない範囲で行う必要があるため、事前・調査中・事後に

中国電力側と現地協議・検査を行った。事前協議では、建設当時の設計図より割り出した、地下の

埋設基礎の平面範囲 (1箇所 2× 2m)を表示し、この部分では発掘を実施しないこととした。ま

た、基礎に掛かる荷重にも制限があるため、掘削土は全て土裏袋に充填して基礎部分を中心に、で

きるだけ鉄塔近くに積み置く方法をとった。調査範囲もできるだけ最小限に抑えぎるを得なかった。

なお、調査の結果、既存鉄塔の建設時に墳丘の北半を改変されているが、掘削消失した部分は脚基

礎部分のみで、他は造成土下に残されていることが判明した。

A

l i                  n

第14図 岩鼻 1号墳調査後測量図 (Si1/150)
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〈墳丘〉(第14・ 16図 )

前記したように、当初は2基の古墳

を想定していたため、尾根方向に長軸

をとる平面キの字状に土層観察用の畦

を設定して調査を開始した。鉄塔建設

時の造成上やその直下の旧表土を取り

除くと、想定以上の規模の一つの古墳

であることが明らかとなった。墳丘は

尾根方向に長軸をとる方墳で、北東高

所側 と南西低所側は溝によって画 さ

れ、他の両側は墳端が不明瞭となって

いる。立地的には、南側ピークの最高

所を避けた場所に占地 しているため、

全体にやや山寄せ風の墳丘となってい

る。よって、区画溝についても、高所

側の溝は断面逆台形を呈し、上端で幅

1.7m前後、底面で0.9m前後、検出面か

らの深さ約50cmを 波よる、比較的規模の

大きなものである。低所側は浅く小規

模な清があるが、これは後述する4号

墳によって再掘削されたものと考えら

れる。墳丘規模は、墳端で長軸15mを

測り、短軸は推定で12m程度と推定さ

れ、墳頂部では見かけ上10× 8mの平

坦部を計測できる。

墳丘築造方法については、土層観察

からは明瞭な墳丘盛土は確認できず、

大半は地山削り出しによっていると考

えられるが、区画溝の掘削規模から、当

初は存在していたものと推定される。

0                   10m

第15図 岩鼻 1号墳墳丘出土遺物
実測図 (Si1/3)

題|

第16図 岩鼻 1号墳墳丘断面上層図 (S:
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く主体部〉(第17図 )

主体部の検出作業は、表土及びその直下の風化上の除去後に、地山面において行った。検出開始

時には、約 5× 4mの範囲に地山ブロックを含む土が確認され、墳丘規模に比して巨大な墓羨が存

在するものと思われた。その後、墓羨輪郭線が明確になるまで検出作業を継続した結果、北側コー

ナー部に張り出し部分が確認され、さらに墳丘土層観察用のサブトレンチ内において、板石の一分

が検出されたことから、二つ以上の主体部が存在するものとして、土層観察用の畦を設定、順次水

平に掘り下げていった。そして、最終的に3基の主体部を検出し、東側の約4分の 1が鉄塔基礎に

より削平されていることが確認できた。第 1主体部は最も規模が大きく、墳頂部のほぼ中央に位置

している。第2主体部は第 1主体部の北東側に隣接し、墓羨同士は重複している。第3主体部は第

2主体部の北東側に隣接し、これも墓羨同士が重複している。埋葬順位は、墓羨の斬り合い関係か

_十 ~~¬

鉄塔基礎 (地下)

0                1m

第17図 岩鼻 1号墳主体部配置図 (Si1/30)
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ら、第 1主体部→第 2主体部→第 3主体部となっていることが判明しており、墓羨底レベルもこの

順で徐々に上昇している。埋葬された棺は第 1主体部と第 2主体部が木棺、第 3主体部が石棺であ

り、墓羨は重複しているが、棺自体は重複していない。

第 1主体部 (第18・ 19図 )

墳丘中央に尾根方向に直交して造られた埋葬施設である。規模は検出面で長さ4.95m、 復元幅3.2

m、 深さ80cmあ り、墓娠の堀方は底面から約25cmの高さで、長さ4.05m、 幅1.05mの長楕円形を呈す

る二段墓羨の型式をとる。墓羨は平面の約1/4強が鉄塔基礎により失われているが、残存部の形状か

ら元の形状は概ね推定可能である。墓羨の床面から約15～ 18cmの 高さで検出された木棺痕跡は、残

存長1,3m(推定複元長3.3m)、 幅50～ 55cm、 断面土層観察による高さ約37cm以上を測り、断面形が

5
6

7

8
9
10

11

12

1 表土 (腐植土)
2 灰責掲色土 (地山ブロックを含む)
3 黒責灰色土 (根の痕跡)
4 2と 同じ (やや柔らかい)
暗黄掲色土 (地山ブロックを多く合む。やや柔らかい)
暗黄褐色土 (地山ブロックを少し含む。やや柔らかい)
暗責掲色土 (地山大ブロックを多く含む。やや柔らかい)
赤責褐色シルト質粘土 (棺材の痕跡と推定)
暗黄灰掲色土 (地山ブロックを含む)
明責灰褐色土 (地山大ブロックを多く含む)
緑黄褐色粘質土 (地山ブロックを含む)
明責灰褐色土 (地山小ブロックを多く含む)

§|

625m

一(Si1/40)

17

18

19

20
21

22
23
24

13 責褐色地山ブロック土
14 赤褐色地山ブロック土 (固 くしまる。地山ブロックを多く含む)
15 赤掲色地山ブロック土 (地山ブロックを僅かに含む)
16 暗灰責色粕質土
灰黄掲色粘質土 (地山ブロックを少し含む)
赤責褐色土 (地山ブロックを多く含む)
責灰掲色土 (地山大ブロックを多く含む)
責褐色土 (地山大ブロックを多く含む)
20層 と同じ
責灰掲色土 (地山微小ブロックを多く含む)
20層 と同じ
黄赤掲色地山ブロック土 (鉄塔基礎埋土)

||

8

第18図 岩鼻 1号墳第 1主体部実測図
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0               1m

第19図 岩鼻 1号墳第 1主体部相痕跡実測図 (S:1/30)

半正円に近い到り抜きタイプの木棺が安置さ

れていたことが判明している。また、北西端

側では棺材が腐食してゆく際に置換したと考

えられる粘土層が検出されている。また、小

日側の断面では小口版の痕跡と推定される粘

土層が観察され、その状況から棺の崩壊状況

を示 しているものと考えている。土層の堆積

状況から、■層上面が棺身の設置時の埋葬面

と推定している。棺と棺床の接地面には炭化

物の薄層がほぼ全面に渡って検出され、棺材

底面は表皮が付いたままの状況であったのか

もしれない。床面からやや浮いた状態で、人

為的に曲げられたと考えられる鈍が 1点出土

している。棺上に置かれていた可能性がある。

出土した鈍 (第20図)は中央付近で捻れな

がら緩 くカーブした状態に曲げられている。

所々に布の痕跡が残されており、その状況か

ら当初は全面が布で巻かれていたものと考え

~く

勢
騨

0                           10cm

岩鼻1号墳第1主体部出土遺物実測図
(Sl1/2)

第20図
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られる。大きさは、復元全長19.5cm、 刃部は長さ4 cm前後、幅 l cmあ る。

第 2主体部 (第21図 )

本主体部は、第 1主体部の墓壊北東側を切り込み、第 3主体部の墓娠によって切られた状態でこれ

らと重複して検出され、墓娠内に木構を安置するものである。墓羨の規模は南東側を鉄塔基礎によっ

て失われているが、残存長2.25m(復元長3.3m)、 幅1.15m、 深さ55cmあ る。墓娠底より約18cmの高

さで帯状に走る黄～青白色の良質な粘土層が検出され、木棺の被覆、あるいは棺材固定に使用された

ものと考えられる。この粘土の内法によって

推定される木棺痕跡の規模は、残存長1.57m、

幅32～ 43cmあ り、北西小日側は極端に狭いも

のとなっている。この粘土層は調査の最終段

階に輪切りしながら断面観察と写真撮影 (本

報告に非掲載)を行ったところ、板状の粘土

ブロックによって形成 されている可能性が

高いことを指摘しておきたい。また、幅が広

くなっている北東側は砂粒を含む不良な粘

上を使用しており、良質な粘土は部分的には

数mmの薄層としてしか検出できていない。さ

らに木棺横断面の形状も上開きの形状で、木

棺の形状を反映しているとすると、通常とは

異質な感がする。底面の粘土は一部断面にお

いて側板被覆粘土との接合痕が認められ、全

体を通じてみれば、粘土椰あるいは粘土「箱」

とでもいうべき状況である。いずれにせよ、

木棺の型式は固定的にイメージせず、今後の

類例調査によってより詳細に検討されるべ

きであろう。

遺物は棺内、墓媛内とも出土していない。

第 3主体部 (第22図 )

本主体部は、主体部検出開始時に、サブト

レンチによってその石材の存在が確かめら

れていたものである。墓羨は最終的に第 2主

体部を切 り込んで造られていることが判明

しており、3つの主体部の中では最後に追葬

されていることになる。墓壊内には組合せ式

の箱形石棺を安置しており、墓娠北側は鉄塔

基礎によってわずかに削平されている。

墓羨は平面形が小判形を呈しており、規模

は検出面で残存長2.48m(復元長約2.7m)、 幅

B
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の
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」Ｗオ

Luと 39
IO

0               1m

l 赤掲色粘質土 (地山小ブロックを多く合む)
2 赤褐色粘質土 (地山微小小ブロックを含む)
3 責赤褐色地山ブロック土
4 青白色粘土
5 責掲色粕土 (一部に青白色粘上が混じる)
6 明黄赤掲色地山ブロック土
7 責褐色地山ブロック土
8 暗黄灰掲色土 (地山大ブロックを多く合む)
9 明責掲色土 (地山ブロックを含む)

第21図 岩鼻 1号墳第2主体部実測図
(Si1/30)
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1.lm、 深さ35cmを測る。墓羨の底面には個々の石棺石材を設置するための溝や段が造られている。

設置された石棺は、肉眼観察では全て「大芦御影」と呼ばれる地元石材を板状に小割したものを使

用している。一部には接合関係も確認できている (図版14-1)。 規模は、内法で長さ1.7m、 幅は北

西側で45cm、 南東側で25cm、 深さ20cmを測り、北西側が頭位を示していると見てよいであろう。石

材の組合せ方は、小日板で側壁を挟むタイプで、蓋石は接合部の隙間を塞ぐために部分的に二重と

なっている。第2主体側の側壁はややずれ落ちた状態になっており、第2主体の木棺が腐朽したこ

との影響と考えている。床石は無く、土を入れて整地された床面と判断している。

棺内、墓羨内とも全く遺物は出土していない。

E

悪|

0               1m

第22図 岩鼻 1号墳第 3主体部実測図 (Si1/30)
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L

2.岩鼻 2号墳

本墳は、1号墳の東側に隣接し、南東方向に下降する尾根筋の最高所部分に位置する。 1号墳ほ

どではないが、鉄塔の基礎工事によって一部削平されており、また、後述するように後世の墳墓に

よる改変も行われているが、墳形も主体部も確認できた点は大きな成果であった。

(墳丘〉(第23～20図 )

分布調査時に明確なマウンド地形を確認でき、地形測量の結果からも径約 7mの円墳と判断して

いたが、最終的には方墳であることが判明した。この墳形の読み間違いは、既存鉄塔の工事による

影響よりも、むしろ後述する土羨墓群による影響が大きいものと考えている。墳丘は高所側にコの

字形の周溝を廻らせることによって区画され、規模は東西9.5m、 南北は南側墳端が判然としないが

6.5m以上を測る。周溝は断面が整然とした逆台形を呈し、底面の幅は30cm前後を測る。北辺溝の上

層から高邦と考えられる土師器の細片が出土している。また、一見すると1号墳と共有しているよう

に見える周溝の上層断面の観察 (第26図)により、1号墳の溝を構築後に2号墳の溝が掘り込まれて

いるものと判断している。その場合の2号墳の西辺墳裾の推定ラインが、第23図の2点破線となる。

(主体部〉(第27図 )

墳頂部では、検出面ができるだけ水平になるように、徐々に掘り下げていったところ、既存鉄塔

のアース線とその埋設溝や、近世と推定される土羨墓などの遺構が発見された。主体部はこれらと

重複して検出されたため、当初は本棺痕跡も輪郭線を見間違うなどしたが、最終的には形態・規模

を把握することができた。墓羨は墳頂部の中心よりやや西よりに位置し、長さ3.5m、 幅1.65m、 検

出面からの深さ35cmあ る。内部では長さ1.41m、 幅41cmの棺痕跡が検出されており、平面的には小口

側がやや先細りとなり、横断面はほぼ半正円に近い弧状を呈している。全体から舟形木棺の一種を

第23図 岩鼻 2号墳調査後測量図 (Si1/150)
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く主体部〉(第32図参考)

埋葬施設の検出作業は、小墳であ

ることから、表土直下で遺物が出土

することも想定して、慎重に行った。

表土 (腐植土)を除去すると、土師

器甕の小片が数点認められたが、明

確な墓羨や棺痕跡は検出できなかっ

たため、1～ 2 cmずつ水平になるよ

うに掘り下げていった。その結果墳

頂部を中心にl cm角程度の地山ブロ

0             約 lm

第26図 岩鼻 2号墳南西周溝断面模式図 (S:1/30)

―

―

/た

1 暗灰黄掲色土 (地山ブロックを多く含む)
2 灰黄褐色土 (地山ブロックを多く合む)
3 黒灰掲色土 (地山ブロック・炭化粒を少し含む)
4 灰黄褐色粘質土 (地山ブロックを僅かに含む)
5 黄褐色粘質土 (地山ブロックを多く含む)
6 灰黄掲色粘質土 (地山ブロックを含む。国くしまる)
7 灰黄掲色粘質土 (地 山ブロックを多く含む)

9         .         110m

第27図 岩鼻 2号墳主体部実測図 (S:1/30)

＼~弐

(_´´

雲畢薄譲
地山ブロック土

 鉄塔排水溝  ォ
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ック土の混入上が認められたため、墓羨内の埋土と判断して、墓娠輪郭線の検出に努めたが、その境

界ラインは一部直線的であるが、外縁部に行くほどそのラインを検出することはできなくなり、別

の灰黒色系の上が検出される状態となった。比較的明瞭な直線ラインを線引きすると、方墳の主軸

に斜行するほぼ正方形の形に見えること、土師器片はほぼこの中に納まることなどから、これを主

体部と仮定して数cmずつ掘 り下げることした。その結果、一旦は主体部を想定したものの、地山ブ

ロック土は上層のみに認められること、灰黒色系の土層は横方向に延びるように見受けられること

などから、最終的には墳丘盛土と旧表土を主体部と見間違えていたものと判断した。ただし、厳密

にはこの地山ブロック上の範囲を明確に押さえることができていないため、この部分が木棺痕跡の

一部であった可能性も捨てきれない。いずれにせよ、主体部はほとんど盛土中に納まるタイプであ

るう。その場合、墳頂部出土の上師器片は墳丘造成前の祭万巳的行為に伴うものと考えられよう。

〈遺物〉(第29・ 30図 )

墳頂部出土土師器甕のほか、墳丘裾から出土した土器 3点で、いずれも底部のみの破片である。 1

は青灰色を呈した須恵器の邦で、底面は回転糸切りである。 2'3は いずれも比較的厚手で、同一

タイプの上師器郷である。高台の形態などから10世紀頃のものと考えておきたい。墳頂部の旧表土

上面から出上した土師器の甕片は、口縁端部が平坦につくられ、日縁部外面にアクセントが残る点

や、肩部に縦方向のハケメ痕跡が認められる点、図示できていないが、同一個体と考えられる体部

片に横方向のハケメが全く認められない点などから、定形化した須恵器の出現後に伴うものと考え

ておきたい。古墳の築造時期を示す手がかりは、墳頂部出土土師器甕と古墳の周溝の切り合い関係

である。土師器甕は前述したように、 6世紀初頭に下ってよいものであり、直接的な遺物でもある

ことから、この時期に古墳は築かれたことになる。また、切り合い関係からは 1号墳→ 2号墳→ 3

号墳と判断されているので、5世紀末頃の須恵器の出土した 1号墳との関係も矛盾はないであろう。

4.4 号 墳

本墳は 1号墳の西側に延びる尾根上に位置する。

が、中央部分に山道が走っていることや、既設

鉄塔建設時の残土で覆われている可能性もあ

り、断定はできない状況であった。また、調査

対象地には古墳の東端部分が約 lm程度ほど

かかるのみで、大半は調査対象外であった。こ

分布調査時には、わずかな高まりを認識できた

うした状況から、実際の発掘調査においては、 T
古墳であるかどうかを主眼に置いたものとな

った。

(墳丘〉(第13・ 14図 )

上述したように、調査できた範囲が狭小であ

ったため、古墳の全体像は明確にできていな

い。墳形は 1号墳との境に4号墳のものと推定

される溝が検出されており、墳形は方墳である

ことは間違いない。墳丘規模は、地形から一辺

0                        5m

第28図 岩鼻 3号墳調査後浪I量図 (Si1/150)

-32-



7m前後と推定され、3号墳と同規模程度と考えられる。調査で検出した墳丘高所側の済は、土層観

察では分離できていないが、地形の状況から考えて明らかに4号墳に伴うものと判断している。土

層観察用のサブトレンチでは墳丘部分に盛り上は確認できていないが、 1号墳同様に築造当初はわ

ずかながら盛り上をもっていたものと考えている。溝底面からの高さは現状で約20cmを測る。

(主体部〉

埋葬施設については、調査区内では全く検出できていないが、その位置関係から調査区外に存在

する可能性は高いものと考えられる。

(遺 物〉

遺物は溝内、周辺部とも全く検出できなかった。よって本墳の明確な時期は不明であるが、周辺

の古墳の状況から、 1号墳にほど近い時期に造られたものと考えられる。

5.その他の遺構・遺物

今回の調査では、4基の古墳を対象としたが、

古墳と重複した土羨墓や土坑、表土内出土遺物な

どがあるため、ここで一括して扱うこととする。

(遺構〉(第13・ 33図 )

2号墳の墳丘や主体部と重複 して 3基の土坑

や土頻墓が検出されている。他の古墳で同様な遺

構が検出されていないのは、この地点が全体地形

から見ると、南側のピーク部分に当たることに起

因していると考えられる。3基のうち2基はいわ

ゆる墳墓と考えられることから、その立地にも頷

くことができる。

SK01(第 33図 )
この遺構は、2号墳の主体部や既存鉄塔のアー

ス線と重複して検出された。検出当初は 2号墳主

体部の木棺痕跡と誤認していたが、主体部の全容
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が明らかになる段階で、これを切り込んで造られた比較的新しい時期の遺構であることが判明した。

堀方の形態は平面形が長楕円を呈し、断面は深い揺り籠状となっている。規模は長軸1.4m、 短軸0.65

m、 検出面からの深さ0。9mを測る。内部から長径約30cmの 自然石と小石が集中して出土 しており、

全て最上層に合まれていることが確認できた。最上層の堆積状況から、この石群は上方から陥没に

より落下したものと考えられる。遺物は全く出土していないが、堆積土は古墳の主体部と比較 して

非常に柔らかい状況である。以上のことから、この遺構は比較的新しい時期、おそらくは近世以降

の上疲墓と考えられる。その場合、形態からは棺を据え付けていた可能性は低いものと考えられる

が、陥没状況から木製の番だけは存在していたのではないかと考えている。

SK02(第 33図 )

2号墳の周溝に重複して検出された遺構で、地山面、すなわち古墳の墳丘面で検出されたため、平

面形は一見すると不整形に見えるが、当初の堀方上面では隅丸長方形か長楕円形を呈していたもの

と推定される。断面形は、SKCIJ承 どではないが、上

開きの深い揺り籠状を呈している。規模は長軸が1.3

m、 短軸が0.84mで、検出面からの深さlmあ る。土

層の堆積状況もSK011こ 近く、石材を伴う点や陥没の

痕跡も明瞭である。さらに特記すべきは、この土羨

墓が検出される以前の状況として、 2号墳の盛土観

察用畦 (第24図 C― C'ラ イン)において、この上羨

0                      10Cm

第31図 岩鼻 3号墳墳頂部出土遺物
実測図 (S=1/3)
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SK‐01

(地山ブロックを多く合む。固くしまる)
(柔 らかい)
(地山ブロックを多く含む。固くしまる)

1 暗黄灰色粘質土
2 赤責掲色粘質土 (焼土粒を多く含む)
3 黄灰黒色粘質土 (炭化物を多く合む)

1 暗黄灰色粘質土
2 赤掲色土 (地山小ブロックを多く合む)
3 灰色粘質土 (地山小ブロックを少し含む)
4 灰色粘質土 (地山小ブロックを少し含む)
5 赤掲色粘質土 (地 山小ブロックを多く含む)
6 暗赤褐色粘質土 (地山小ブロックを多く含む)
7 黒灰掲色粘質土

0                1m

第33図 岩鼻古墳群土境墓実測図 (S:1/30)

墓直上に盛り上によって形成された小規模なマウンドの存在が認められる点である (第25図 )。 この

「マウンド」については、当初古墳の周溝の一部を古墳時代の上羨墓と誤認したことから、この古墳

時代土羨墓に伴う小規模な「墳丘」と理解していた。よって新規発見の本土羨墓に伴うものという

認識は調査の最終段階に至ってからであった。遺物は全く出土していない。

以上のことから、この遺構はSK01と 同様に土羨墓と考えられ、さらに、マウンドを伴う「墳墓」

と考えいる。時期は明確にしがたいが、SKC11と 同時期であることはほぼ間違いないであろう。

(遺物〉(第34図 )

直接遺構に伴わない遺物としては、以下のものがある。 1～ 3は 1号墳から4号墳にかけての表

土除去の際に、ほとんど表面採取的に出土した陶器類である。 1は落とし込みタイプの蓋で、輪状

の摘みが付く。2は半円球状の上底をもつ容器で、 1と セット関係になる可能性が高い。3は取っ

手付きの高台付鉢で、口縁端部に著しい巧打痕が残ることから、キセル煙草用の灰皿として使用さ

暗黄灰色土
暗赤掲色土

暗赤掲色土
暗赤掲色土

一′

′
′
ム
′
／

′
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第34図 岩鼻古墳群墳丘外出土遺物実測図 (S:1/3、 4のみ1/2)

れた可能性がある。これらは、いずれも明治期頃の在地産の陶器と考えられる。

4は、1～ 3号墳に囲まれた間隙地の表土中から出土した鉄器である。銹化が著しくメタル部分は

残っていない状態である。X線撮影によりかろうじて輪郭線を見分けることができるが、一部は不

明瞭のままである。形態から柳葉形鉄族の鏃身部から箆被部分であることはほぼ間違いないが、鏃

身関部が変形によるものか、ややバランスの悪いものとなっている。須恵器出現以降の古墳時代の

ものと考えられ、周辺の古墳の時期と矛盾しない。

ここでは、本古墳群について、同じ講武地区内に所在する古墳群と比較して、簡単な位置付けを

行っておきたい。この地区で調査された古墳群では奥才古墳群が著名である。前期を中心に後期初

頭までの総数64基中約40基が調査され、深い考察も行われている。この古墳群中で岩鼻古墳群と同

時期あるいは近い時期のものとして、1号墳 (円墳)や38号墳 (方墳)、 64号墳 (円墳)な ど少数あ

るが、どちらかといえば単独墳的なあり方で、同列の「古墳群」としては、比較しずらい状況であ

る。また、主体部は岩鼻とはやや異なるもので、どちらかといえば前期以来の伝統的な流れの中で

理解すべきものが主流を占めている。これに対して岩鼻では、奥才には見られないタイプの木棺や

石棺が存在し、出土須恵器や土師器からは奥才の空白期を補完するような関係にあるのかもしれな

い。また、出雲東部地域で前方後方墳が成業する時期に対応すると思われ、そうした意味では、今

回の調査成果は思ったよりも大きいと言えるかもしれない。

_――‐9~~

3
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第 3節 上講武殿山城跡
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第35図 上講武殿山城跡調査区位置図 (Si1/3000)
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遺跡の概要

本遺跡は、講武平野の東端に東西に延びる丘陵の最高所に位置し、この地点を中心に6本の尾根

が拡がる地形を呈している。事前の分布調査以前に周知されていた山城跡であるが、現地踏査でも、

過去の報告でも、比較的広い平坦地以外は明確な城郭遺構が認められないとされていた (第36図 )。

今回の調査においても積極的に山城跡とする根製は見いだせず、この遺跡の取り扱いに問題を残す

結果となっている。その原因の一つには樹木の繁茂した視界の悪さもあるが、この丘陵最高所 (第

35図)を城跡として決めつけていた可能性も否定できない。また、国土地理院発行の地図で、この

地点に「殿山」と記載されていることも大きな理由かもしれない。地元で呼んでいる「殿山」は後

述する「殿山古城跡」の丘陵部を指しており、こちらは明確な城郭遺構を備えているが、これまで

周知の遺跡に

もされておら

ず、今回の分

布調査によっ

てようやく確

認されたもの

である。

調査地はほ

ぼ丘陵項上中

央部の平坦部

に当たり、既

存鉄塔もまさ

にその中心に

位 置 して い

た。調査に先

立って設定 し

た トレ ンチ

も、鉄塔の中

心と4本の脚

基礎部分にか

かるように十

字 に西己置 し

た。これは、鉄

塔建設によっ

て「城跡」がど

のように改変

されているか

を読み取るた

めに有効と考
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第36図 上講武殿山城跡調査前地形測量図 (S■/300)
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えたからである。鉄塔の基礎の平面配置は、建設時の設計図より事前に現地に表示されたため、実

際の土層観察でもその状況を明瞭に確認することができた。

遺構と遺物

1.ト レンチ調査 (第39図 )

トレンチ調査の結果、既存鉄塔建設に関連する遺構や造成上は確認できたが、それ以前の築城に

関連する造成上は全く確認できなかった。また、表土はほとんど全面に残っていることが確認され、

掘削工事は基礎部分を除いて、ほとんど行われていないことが判明した。地山ブロック上を多量に

含む造成土は、当初想定していたほど大規模なものではなく、その総量も鉄塔基礎の体積分を敷地

内に納める程

度のものであ

ったと考えら

れる。よって

山城遺構が失

われるような

状況にはない

ものと判断 し

た。しかし、意

外にも鉄塔下

のほぼ中心、

鉄塔建設以前

の土層から奈

良時代の須恵

器片が一点出

土 し、周辺部

には炭化物の

広がりが確認

されたのであ

る。この結果

を受けて、山

城としてでは

なく、男Jの性

格を有する遺

跡として全面

的な調査を行

う こ と と し

た。調査区は

できるだけ広 第37図 上講武殿山城跡調査後地形測量図 (S:1/300)
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範囲を対象としたが、急峻な崖地形については トレンチ調査に留めることとした。

2.本発掘調査 (第37・ 38図 )

調査区は、十字 トレンチによって区画された、四つの小区画ごとに実施した。表土及び既存鉄塔

の造成土を除去すると、地山風化土の上面において造成上によって埋没した遺構、すなわち鉄塔建

設時以降のピットや清が検出された (第38図 )。 これらのうち、北側調査区で検出された平面Y字形

の清は調査前から確認できたもので、鉄塔敷地内に溜まる雨水の排水溝である。他の済はいずれも

鉄塔脚基礎から1、 2本ずつ派生しており、幅約20～ 40cm、 深 さ20cm程度を測る。内部にはアース

線が埋設されている。この他、鉄塔直下でほぼ直線的に並ぶ、径約30cmの 円形ピットが 3ヵ 所と南

側調査区端に幅40cm、 長 さ約 2mの溝状遺構が検出されている。前者は位置関係から、鉄塔建設時

の足場等の設置痕、後者は下方からの索道に関する機材設置痕の可能性を考えている。いずれにせ

よ、Y字溝以外のこれら遺構は、全て赤褐色の地山深部の上によって埋没しており、鉄塔建設時に

機能していたのはほぼ間違いない。

これら、既存鉄塔建設に関連する遺構以外では、溝 1本と土坑 1基、炭化物群 5ヵ 所が検出され

ている (第40図 )。 これらは、調査区全体から見ると、北～北西側に偏った位置に集中しており、ご

く少量出土した土器片も、ほぼこの範囲に収まっている。強いていえば、麓の講武平野を意識した

遺構配置なのかもしれない。溝や土坑は地山面において検出が可能となったが、炭化物群について

は、鉄塔建設以前の旧表土直下の地山風化土面で、すぐに検出することができた。

〈SD01〉

この溝状遺構は、調査区のほぼ中央で、 トレンチ調査の際に奈良時代の須恵器片が出土した地点

で、何らかの遺構が存在するものとして丹念に検出作業した結果、地山面においてようやく認識で

きたものである。よって、本来はさらに前後に延長していたと判断され、立地からみて道路の可能

性が高いものと判断している。清の平面

形はほぼ直線的ながら、緩やかなS字状

を呈し、その断面は底面が比較的平坦で、

側壁に向かって緩やかに立ち上がる形態

を持っている。規模は、検出面で長さ4.4

m、 幅85cm、 検出面からの深さ8 cmを測

る。須恵器片は、溝の肩部寄りで、底面

からは6 cmほ ど浮いたレベルで出土して

おり、清内の堆積が比較的進んだ時点で

廃棄 ?さ れたものと考えられる。

出上した須恵器片 (第41図 1)は、人

の字状に踏ん張る高い高台をもつ邦底部

片で、体部はやや内湾しながら立ち上が

るタイプである。底部外面の中央部分に 、

は、高台取り付け後の回転ナデ調整で消

しきれなかった回転糸切り痕が残る。こ

∀
0            10m

第38図 上講武殿 山城跡鉄塔関連遺構配置図
(Si1//300)
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の須恵器の特徴から、輪状摘みが付く蓋とセットになる高台付き必と考えられ、時期は8世紀の前

半頃と考えられ、遺構の機能していた時期の一端を示していると考えている。

(SK01〉 (第41図 )

この土坑も地山面で検出された遺構であり、壁面の一部は被熱のため赤色化している。平面形は

隅丸五角形に近い形態で、底面は比較的平坦につくられている。堆積土は、上層に砂礫と極少量の

炭化物を含み、下層では灰を合んでいる状況であった。被熱部分は西側の壁面を中心にみられ、底

面は赤色化していない。規模は長軸が176cm、 短軸が138cm、 検出面からの深さ14omを 測る。遺物は

全く出土していないため、遺構の時期については不明といわざるを得ない。ただし、堆積土は固く

0                     5m

第40図 上講武殿山城跡遺構配置図 (Si1/100)
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締まっており、古い遺構であるこ

とは間違いないと思われる。土坑

の性格については、最下層に炭化

物を全く含まないことから、いわ

ゆる小炭窯ではなく、狼煙の可能

性を考えたい。

(SX01～06〉 (第40・ 42図 )

これらは「炭化物群」と仮称し

たもので、計 6ヵ 所の炭化物層の

広がりを検出している。このうち

SX01～ 04は平坦地に、他のSX05,

06は緩斜面に位置している。いず

れも造成土下の表土直下で検出

されており、土坑や清より上層の

新 しい時期の遺構の可能性が高

い。断面の土層も基本的には同様

であることから、同じ機能・性格

のものと考えられる。規模は、径

B    SX-02

_/1  聖 3m

一SD‐01  ど＼

1~  2 暗灰色土 (小礫を多く、炭化物をわずかに合む)
灰色粘質土 (灰 を多く含む)

B'

D Di

E

Ｐ一的

第42図 上講武殿山城跡炭化物群断面上層図 (S:1/30)
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第41図 上講武殿山城跡遺構 。出土遺物実測図
(SI遺構1/60、 遺物1/3)
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括総

1.8m前後のⅨ 02か ら径 4×2.5mの SX01と 、やや大きさにばらつきがある。また、斜面立地のもの

は下方に流れた状況になっている。

これら炭化物群の時期については、①切り合い関係から奈良時代と考えられる清状遺構SD01よ り

新しい。②図示 していないが、SX05か ら出土した土師器の邦か皿の底部小片が出土している点 (回

転糸切り痕を有しているが、詳細な時期の特定は困難であり、遺構との関係も明確でない)。 ③周辺

部出土土器の示す時期は平安時代。となり、平安時代の可能性を考えていたが、SX03と 05か ら採取

した炭化物をC14年代測定法により測定を試みた (巻末付載)結果、両者とも近世以降の新しい年

代を得たことにより、時期の決定は保留せざるを得ない。

(そ の他の遺物〉(第37図、第41図 2)

このほか、調査区内から遺構に伴わない形で2点の土器片が出土している。いずれも回転糸切り

痕を有す土師器郷皿類の底部片で、図化できた第41図 2は風化が著しいが、高台をもつ点などから

平安時代のものと考えている。

以上のように、本遺跡では明確な山城遺構は全く検出できず、自然地形を利用した陣城的な利用

を全く否定はできないが、山城跡とするには躊躇せざるを得ない。また、古代の道路遺構と考えら

れる溝や、狼煙の可能性のある土坑、そして時期不明の炭化物群が認められた点は、このような集

サ5:「大勝山城跡」削平により大半消滅、郭。
サ6:「薦山城跡」保存状態良好、郭。
サ7:「海老山城跡」保存状態良好、郭、堀切。
■5:「真山城跡」保存状態良好、郭、帯郭、石垣。
工6:「 白髪山城砦跡群」保存状態良好、郭、帯郭、土塁。

―

ワ鞠 物 ソ

第43図 上請武殿山城跡周辺山城分布図 (S11/35,000)

サ争専:|::呂岳島甘Fとと:自ヨ£:翌rittE覆し子
サ3:「松尾山城跡」保存状態やや良好、郭、堀切。
サ4:「小田山城跡」削平により消滅。
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落と隔絶 した地点では、それなりの意味があるであろう。その意味では狼煙や雨乞い祭祀などを想

定しても良いかもしれないが、資料が乏しいため積極的な評価は控えておきたい。なお、以下では

この遺跡の西方約900mで新規発見された山城跡について、若子の説明を加えてまとめとしておきた

ヽゝ。

〈「上講武殿山古城跡」について〉(第43・ 44図 )

講武平野に面した丘陵上には、消滅したものを含めて 7ヵ 所の山城跡が確認されていた。そして、

今回の分布調査や発掘調査の結果、以前から不明確な点が指摘されていた上講武殿山城跡は、山城

跡ではないことがほぼ確実となった。そして、新たに上講武殿山古城跡が発見されたため、箇所数

こそ変わらないが、平野内の城郭配置には大きな変化をもたらしたと言えるかもしれない。

この新発見の上講武殿山古城跡は、東西に長い講武平野を二つに分岐する丘陵先端最高所に位置

し、まさに平野全体を眺望できる要衝に存在しているのである。また、現時点では周辺下方部には郭

が認められないことから、丘陵最高所に郭群を集中する形で築かれていると考えられる。主郭は東西

約40m、 南北約25mを 測り、北東側は一段低い造りとなっている。周囲には高さを変えて 2段の帯

郭状の郭を回し、北側尾根

筋にはさらに3段の連続す

る郭群が付設している。南

側と東側に延びる尾根筋は

堀切によって明確に画され

ており、東側はさらに土塁

状の高まりや小規模な堀切

などが認められる。築城に

かかる範囲は平面的には東

西約170m、 南北約100mに

及び、最高所から現時点で

判明する最低所の郭までの

比高差は約10m程度ある。

この山城跡からの眺望

は、講武平野全域のみなら

ず、約30km西の出雲市矢野

町の出雲 ドームにまで達

し、西北西方向には日本海

を望むこともできる。講武

平野の中では最も重要な位

置にあると思われる。

/// ＼
｀
＼

＼
宅＼
4
室  ＼＼_卜、

0                  
｀
       100m
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第 4節 砥 石 遺 跡
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第45図 砥石遺跡調査区位置図 (Si1/2,500)
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第46図 砥石遺跡調査前地形測量図 (Si1/200)
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遺跡の概要

砥石遺跡は、今回の分布調査によって発見されたもので松江市東持田町に位置 している。地形的

には、大平山 (502.8m)か ら南西に向けて伸びる尾根上に位置しており、鞍部状のなだらかな斜面

状を呈している。南東 1にmの位置の丘陵斜面上には、方墳 5基を教える石野古墳群が存在している。

遺跡の位置する丘陵は、北東側の標高146mと 南西側の標高123mの 2つのピークを持つが、調査箇所

はこの 2つのピークの鞍部に位置している。既設鉄塔は、南西側のピーク上に建設されている。平成

15年度に実施された分布調査で、尾根状の斜面で 3箇所で古墳状の高まりが確認され、確認調査を

行った後に本調査を実施した。調査中に調査区外の東側斜面で横穴墓の存在が想定される地点が確

認され、新設鉄塔の建設による破壊の可能性があったため、この地点の確認調査も併せて実施した。

調査地は、逆「くJの字状に尾根が南西に向け屈曲している地点にあたり、調査に先立ち調査区

中軸を維断する縦断とトレンチ 1本と、調査区を横断するトレンチ 4本を設定した。

¬.ト レンチ調査 (第47・ 48図 )

トレンチ調査の結果、明瞭な遺構や遺物は確認することはできなかった。また、全面的な本調査を

実施するには期間的にも制約があり、廃土を調査区外に持ち出すことが不可能であったために、古

墳状の高まりに絞って平面的な掘削を実施することとした。これは、埋葬主体等の遺構の有無を確

認する意図をもって実施したものである。

2.面的調査 (第49図 )

調査区北側から第 1地点から第 3地点まで 3箇所で平面掘削調査を実施した。このうち、第 2、 第

3地点では遺構、遺物ともに確認できなかったが、第 1地点で土疲 1基 (M-01)を検出した。

(SX-01〉 (第50図 )

前述のとおり、第 1地点の標高■8m付近で確認したもので、不整方形状の平面形を呈しており、

1辺は約 lmを波Iる ものである。深さは10～20cm程度と極浅いものであった。遺物の出土は皆無で時

期や遺構の性格を判断する材料は得られなかった。

3.本調査区外における調査 (第51・ 52図 )

調査中に本調査区東側斜面において地形観察を実施したところ横穴墓の痕跡の可能性を有す箇所

を2箇所確認した。このうち南側の地点については、横穴墓が存在した場合新設鉄塔の脚部建設の

際の掘削により遺構が破壊される可能性があった。このため、横穴墓の有無を確認するために、 ト

レンチ調査を実施することとした。

調査の結果、遺物の検出は無く、人工的な掘削の痕跡は確認されなかったことから、横穴墓が存

在し、工事により破壊される恐れもないことが判明したため、この調査予定地外での調査は終了と

した。

4,出土遺物 (第53図 )

須恵片が出上している。これらは、いずれも表採したものと表土からの出土遺物である。 1は径

約 6 cmの小壼の口縁部である。 2・ 3は甕の体部である。
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第49図 砥石遺跡掘削範囲図 (S:1/200)

-51-



0                刊m

1170m

第50図 砥石遺跡SX-01実測図 (S:1/20)

第51図 砥石遺跡東側斜面測量図 (S:1/200)

①暗掲色土層 (表土)
②明褐色土層
③暗掲色土層
④暗責褐色土層 (石粒を若干合む)
⑤淡責色掲砂礫層     一 |

今回の調査では、古墳状の高まりを3

箇所で確認しながらも主体部や盛土、周

溝など古墳であることを明確に示す遺

構を確認することはできなかった。少量

とはいえ須恵器片が出土していること

から、古墳状の高まりが、調査区に隣接

する斜面に造られた横穴墓の後背墳丘

である可能性を検討すべき成果を得た

といえる。
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，
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第52図

1000m

O

砥石遺跡東側斜面 トレンチ断面図 (S:1/40)
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第53図 砥石遺跡出土遺物実測図 (Si1/3)

第 5節 沢 下 遺 跡

(1)調査の概要

沢下遺跡は松江市東持田町および坂本町に位置している。地形的には平野の縁辺部の小高い丘陵

上に位置しており、現在では東西に池が存在する。丘陵の尾根上には、墳丘状の高まりが連続して

いる様子が確認できる。沢下遺跡の北側には常熊古墳が存在する。本調査に先立つ分布調査により、

弥生時代後期のスタンプ文土器の破片が表採されたことから、平成16年度には送電鉄塔既設鉄塔周

辺部および、その北側斜面の調査を実施した。本調査の結果鉄塔周辺部から古墳 1基、弥生時代の

墳墓 1基を検出し、北側の斜面では、加工段に伴うと考えられる溝などを検出した。

平成18年度には鉄塔建設に伴う工事用道路建設のため、16年度の調査区の尾根続きの北側部分で

調査を実施し、合計 4期の墳丘墓を検出した。

ここでは、平成16年度調査区をI区とし、平成18年度はⅡ区とし別個に調査成果を報告する。

(2)I区の調査

1号墓 (第61・ 62・ 63図 )

1号墓は調査区頂上部の北側に位置している。既設鉄塔建設時に鉄塔脚の設置により主体部およ

び墳丘を掘削されていた。

(墳丘〉鉄塔脚の建設の際に大幅に地形の改編を受けており、墳丘造営時の状況を判断するのは非

常に困難ではあるが、現状からは一辺 8m程度の長方形もしくは長楕円形の平面形を呈していたも

のと想定される。

(主体都〉主体部は鉄塔脚掘削部にはさまれ、ベル ト状に残った部分で 1基を確認した。主体部は

幅約1.lmで主軸を北東に取る。北端部は斜めに鉄塔脚部により掘り込まれ、失われているが、もと

もとは2.3m程度の長さを有する平面小判型であったと思われる。現状で墓孔底までの深さは約70cm

であった。墓坑埋土中からは標石と考えられる礫が 1点出土した。また、標石周辺の埋土からはあ

る程度まとまって土器片が出土したが、小片であり器形等は確認ができなかった。
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第 1東西ベル ト
1 暗褐色土
2 赤褐色土 (黄色のブロックを多 く含む)
3 明黄掲色土
4 明黄掲色土 (黄色のブロックを多く含む)
5 黒色腐葉土
6 暗掲色土
7 暗赤褐色土
8 明掲色土
9 黄褐色土 (黄色のブロックを多 く含む)
10 赤褐色土
11 赤褐色土 (黄色のブロックを多く含む)
12 明黄褐色土 (黄色のブロックを多く含む)一鉄塔造成上
13 明黄褐色土
14 明褐色土 (黄色のプロックを多 く含む) 一地山

―表土

―鉄塔造成上

―鉄塔造成上

―旧表土

1 明掲色土 (黄色のブロックを合む)
2 明掲色土
3 明褐色土 (2よ りも若千明るい)
4 暗褐色土
5 明掲色土 (黄色のブロックを含む。1よ り
6 赤褐色土 (黄色のブロックを含む)
7 明黄褐色土 (黄色のブロックを多く含む)
8 暗褐色土
9 暗褐色土

11 明褐色土
12 暗掲色土
13 暗褐色土

―鉄塔廃上

―盗堀抗痕 ?

―盗堀抗痕 ?

―墳丘盛土 ?

―墳丘盛土 ?

―墳丘盛土 ?

―旧表土 (鉄塔造成時)、 堆積土

―lt積土

―地山

一堆検土

―推積土

―旧表土 (墳丘造成後)

一旧表土 (墳丘造成後)
一地山

涌
司
而
尊

Ｈ
同
糾
Ю
別
日
売
き

７
別
澄
図

（
∽
一
ド＼
８
）

Ｉ
Ｉ

銅
∞

Ｉ
Ｉ

360m

VL4
い

邑 型
m

340m

360m

350m

360m

330m

10 暗褐色土 (微細な黄色ブロックを多く含む)   一堆積土

14 明褐色土                    ―盛土

15 明掲色土 (黄色及び橙色のブロックを多く含む) 一盛土
16 暗褐色土
17 贈掲色土
18 明褐色土

4 暗褐色土                   一盗堀抗痕 ?

5 明掲色土 (黄色のブロックを含む。1よ りも明るい)一墳丘盛土 ?

＼ 、_ノ
0            2m



誓奮

1ト レンチ土層断面
1 暗掲色土
2 明褐色土 (黄色のブロックを含む)
3 明掲色土

8 費掲色土
9 明帽色土 (6よ りも軟質)
10 黄掲色土

14 褐色土
15 黄掲色土
16 淡黄色土

トレンチ土層断面

明掲色土

明褐色土 (黄色のブロックを含む)
明掲色土

明掲色土 (白 ～ピンクのブロックを合む。)
赤掲色土

明掲色土

褐色土 (黄色のブロックを含む)
暗褐色土 (炭の小片を含む)
明掲色土 (1よ りも若干 しまる)
暗黄掲色土 (炭の小片を含む)

4 暗黄褐色土             一土抗埋土 ?
5 黄褐色土 (黄色のブロックを多量に含む。)
6 明褐色土
7 明掲色土 (黄色のブロックを多量に合む)一地山

―表土

―土抗埋土 ?

―地 山
一地山
一地山

一地山
一地山
一地山

容
8「ア‐-3ゴ

3

―表土
―推積土
―地山
一地山
一地山
一地山
一地山
一遺構埋上の可能性あり

―SB01埋± 0              2m

11 明掲色土 (黄色のブロックを若干含む)一 地山
―地山

13 責掲色土 (黄色のブロックを多量に含む)一地山

:_7_ィ

沢下遺跡 I区第 1・ 第 2ト レンチ土層断面図 (S:1/60)

土器溜り2(第64図 )

溝 2の西端部で確認され、長さ約40cm、 幅20cm程度の範囲で土器片が確認された。

土器溜り2出土遺物 (第66図 )

1お よび 2は鼓型器台の破片である。 1は脚台部の外面の一部に横線文が見受けられる。 2は口

縁部外面上端付近で幅 2 cmに わたり横ナデが確認できる。 3・ 4はともに甕の口縁部から頚部また

は胴部にかけての破片である。このうち4は胴部に直線文が確認できる。 5は蓋で、破片での状態

ではあるが最低 2箇所に穿欠が認められる。

土器溜り3(第63図 )

溝 1の北端部付近で確認された土器溜りである。長さ約50cm、 幅20cm程度の楕円形状の範囲で土

器片が出土した。図化可能な土器片は検出されず、出土遺物の実測図の掲載は見送った。
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0               1m

第61図 沢下遺跡 1号墓標石検出状況平面図 (S:1/20)

第62図 沢下遺跡 1号墳実測図 (S:1/150)
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土器溜り1

喜髭鷺鷺霞議議́
インイ

子ソ
ンチ

b

3115m

て  げ

錯掲色土        ―埋土
褐1色土         一坦土
掲色土 (2よ りも若干暗い)―埋土

１

２

３

第63図 沢下遣鵬 B―ol実測図 (S:1/60)

溝 1
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土器溜 り2
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土器溜 り3

0               1m

第64図 沢下遺跡土器溜まり実測図 (S11/20)

Ｆ
の

への か、/
土器溜 り1

′/   2

0                  10cm

出土遺物実測図 (S:1/3)第65図 沢下遺跡下遺跡SB-01土器溜まり1

0                 10cm

第66図 沢下遺跡下遺跡SB-01土器溜まり2出土遺物実測図
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SK-01

1 暗掲色土 (黄色のブロック、微細な炭を含む)
2 暗褐色土 (黄色のブロック、微細な炭を含む)

第67図 沢下遺跡検出土坑実測図 (SI

0               1m

1/20)

括総

SX-01・ SX-02(第 67図 )

1号墓主体部より東へ約 3mの位置で確認した土羨である。SX-01・ 02と もに不整楕円形の平面

形を呈しており、深さは約10cmであった。埋土には微細な炭が含まれていた。遺物の検出は無く、時

期、遺構の性格は不詳である。

I区で確認した墳墓について

正区の調査では、1号墓及び 1号墳の2基の墳墓を確認した。2基ともに鉄塔建設時の掘削の影

響などにより、明確な時期などは判明しなかった。既設鉄塔北西側の脚部下の盛土付近では、草田5

期のものとされるスタンプ文土器が出土している。これは、Ⅱ区で検出した墳丘墓よりも時期的に

は新しいものである。さらには、1号墳は石棺材の残欠と目される礫が墳頂平坦面より出土してい

ることなどにより、古墳時代に築かれた可能性が高いと考えられる。一般的に、墳丘墓群や古墳群

に置いては、丘陵頂部より先に墳墓が造営され、尾根部に築造位置が移るとイメージされがちであ

るが、沢下遺跡では真逆の状況が見て取れる。このことについては、後述するⅡ区の総括での考察

に譲りたい。

SK-03
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370m

l 暗掲色土―遺物包含層 (標石とともに流入した土)
2 赤褐色土 (黄色のブロックを多く含む)
3 赤掲色土 (黄色のブロックが2よ り少ない)
4 明褐色土 (黄色のブロックを多く合む)
5 明褐色土
6 明掲色土 (黄色のブロックをわずかに合む)
7 明掲色土 (黄色のブロックをわずかに含む)

0               1m
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(3)Ⅱ 区の調査

調査 I区から続く南北に延びる尾根上に位置する。南端は標高約32mで I区と接しており、北端

は標高約24mで市道常熊坂本線に接している。途中に平坦面を形成しながら南から北へ緩やかに降

っている。東は二つ池に向かいながらゆっくりと降っており、途中に墳丘上の高まりが 1カ 所確認

される。西は急勾配の崖で、崖下には市道桝ヶ坪石野線が南北に通っており、さらに西には常熊池

が位置する。調査地は、調査前は雑木林であった。

層序と遺構配置状況

基本層序は上層から表上、地山風化土、地山となっており、地山は標高約24～ 28m付近は明赤橙

色粘質土、標高約28～32m付近は明黄褐色土となっている。第69図沢下遺跡Ⅱ区土層図では表土及

び地山風化土を含む層を第 1層としている。第 3層は3号墓造墓以降の堆積と考えられる。第 4層

は3号墓に伴う層で盛土や旧表土を含む層である。第 6層は旧表土もしくは墳丘の盛上の可能性が

あり、その上層の第 5層は3号墓盛上の流出上の可能性が考えられる。第 8層は4号墓南清の埋上、

第 9層は4号墓盛土もしくは地山風化土と考えられる。第10層 は旧表土もしくは4号墓盛土の可能

性がある。第 1-⑥層は表土直下の黄褐色土層及び造成上と考えられる明赤橙色土層を含む層で、明

赤橙色土層上面では奈良時代から平安時代にかけての須恵器が出土している。第■層は5号墓南溝

埋土、第13層 は旧表土である。第14層 は 6号墓盛土、第15層 は旧表土で第16～ 18層 は地山と考えら

れる。

2 号 墓

く位置〉 標高30.5mに 位置し、主体部 1基、 2号墓に伴う可能性が考えられる1号溝が検出され

た。

(墳丘〉 墳丘は後世の崩落、風化等の影響により確定できないが、現状では主体部は尾根の中央

部に位置する。地山は3～ 6号墓と異なり、明黄褐色土で、2号墓に伴う盛土は確認されなかった。

(主体部〉 規模は長さ1.2m、 幅0.8m、 深さ0。 lmを測り、主軸は (北-40。 5° ‐西)に とる。墓羨は崩

落もしくは削平のためかなり失われており、木棺等の棺材については不明である。

(出土遺物〉 第74図 1～ 6は 2号墓及びその周辺から出上した。 1、 2は表土直下の主体部直上

から出土した。 1は甕の口縁部であり、風化が激しいが最低 5条の擬凹線文が施されている。 2は

器台受部である。他に2号墓に伴うと考えられる遺物は、主体部西 lmの地点から同一個体と考え

られる器台の受部 3及び筒部 4が出土している。墳丘墓以外の遺物では 1号溝と主体部の間から土

製支脚の破片 5、 6と須恵器窯の窯壁材もしくは金属生産関係遺構の炉壁と考えられる遺物が出土

している (※写真図版)。

1 号 溝

長さ5m、 幅0.3～ 0.8m、 深さ0.lmで、2号墓主体部側に弓形に湾曲している。 2号墓の区画溝と

考えられる。
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第70図 沢下遺跡Ⅱ区調査前地形測量図 (Si1/300)
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74-2

1号溝遺物出土状況図 (S:1/60)
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出上位置

第71図 沢下遺跡 2号墓・
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305m
了_― 正 三 ニ ン ー T
1 暗黄茶色土

第72図 沢下遺跡 2号墓主体部実測図 (S:1/30)

lm0

―く排一

0/
4

第74図 沢下遺跡 2号墓及び周辺出土遺物実測図

⑬
5

C

310m
D             D'

黄茶色土

0         1m

第73図 沢下遺跡 1号溝土層図
実測図 (S:1/30)

310m

Ct

―◇―脇

0                10cm

(Si1/3)

図
号
挿
番 出土地点 屈位 種別 器種 部位 納

鰤
径

ｍナ
ロ
くＣ

底径

(cal)
調整 手法の特徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

741 2号墓主体部 弥生土器 費 口縁部
風
風

面
面
外
内

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 淡黄 25Y8/4 最低5条のl12凹 線文あ
り

742 2号墓主体部 弥生上器 器台 受部
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 2mm
の砂粒 を含む

良好 淡貢 2 roY 8/4
擬凹線文
74と 同一個体と考え
ら″とる

74‐ 3
2号墓主体部西
lm地点 弥生土器 器台 筒部 186

面
面
外
内
(風化)
ヘラケズリ

直径 1～ 2mm
の砂粒を含む

良好 淡黄 25Y8/4 742と 同一個体と考え
られる

744
2号墓主体部西
lm地 点 弥生土器 器台 受部

面
面
外
内
(風化)
(風化)

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 浅黄 2W7/4 擬凹線文

74‐5 1号溝周辺 上師器 上製支脚
外面 :一

内面 :一
直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 明黄褐 lllYR 7/6
底 部 と考 えられる部
分に直径4mm前 後の穿
孔部分が数力所あり

746 1号溝周辺 土師器 土製支jH 一
一

面
面
外
内

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 明黄褐 lllYR 7/6
ほ 部 と考 えられ る部
分に直径4mm前後の穿
孔部分が数力所あり
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第75図 沢下遺跡3号墓実測図 (S:1/100)
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A

1-② :黄掲色粘質±  3号墓南溝埋土
―③ :皓黄褐色粘質土
一④ :黒茶色土
―③:淡茶掲色土   表土
一⑨:黄掲色粘質土
―⑩ :黄掲色粘砂土
―① :暗費掲色粘質土 木の根の影響部分
一⑫:黄掲色粘砂土
3  :暗赤色粘質土
4-① :暗赤掲色粘質土
―② :暗黄色粘質土  旧表土
―③:暗責掲色粘質± 3号墓埋土
―④:晴赤色粘砂土
―④:  ″
一⑤:  ″
―⑥:  ″
5  :明赤橙色粘質土
6  :黄掲色土    旧表土?
7  :暗赤色粘質土
8-① :黄掲色粘質土
―②:暗赤色粕質土
一③:暗赤色粘質土  炭を多く含む

輸一日
B

290m
C'

21-②

290m
C

十⑥

21-②
21-②

21-① 19  :黄 掲色粘砂土
20  :赤 掲色土
21-① :黄褐色土
一② :茶色土
22  :黄茶掲色土
23  :暗黄色粘砂土
24-① :黄掲色粘砂土
―② :暗赤色粘質土
―③ :暗赤色粘質土
25  :暗赤茶色粘砂土
26  :暗費掲色粘砂土
27-① :暗黄掲色粘砂土
一② :暗黄茶色土
―③ :暗黄褐色土

盛土もしくは盛上の流出土

盛土

旧表土 ?

盛土もしくは旧表土

第76図 沢下遺跡 3号墓土層図 (S:1/75)

24-②
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め
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側

285m

1:赤色粘質土
2:黄赤褐色粘質土  黄掲色土を含む

破線は遺物出上位置

0          1m

第77図 沢下遺跡 3号墓主体部実測図 (S:1/30)

3 号 墓

〈位置〉 標高約28mに位置し、南北約 8m、 東西約10mの平坦部のほぼ中央に主体部 1基、平坦

部の南裾に南溝 1条が検出された。平坦部からは墳丘墓に伴う遺物の他に奈良時代の須恵器が出土

しており、奈良時代以降に墳丘墓が削平されたと考えられる。

(墳丘〉 南北 トレンチ北部分及び東西 トレンチ東部分で墳丘に伴う盛土が確認された。墳丘の形

状は平面長方形と考えられる。第 1主体部を墳丘墓の中心と考えた場合、墳丘墓の規模は南北約 8

m、 推定東西約 9mである。地山は墳丘の南東部とそれ以外の部分と異なっており、南東部は2号

墓と同様明黄褐色土、それ以外の部分は明赤橙色土となっている。丘陵頂部付近と斜面でも地山が

異なっており、 3号墓南束部分で地滑り等が起こった可能性も考えられる。第 4-②層は墳丘墓の

表土層、③層は墳丘盛上で、④～⑥層についても盛土の可能性が推測される。第24層、第25層につ

いては墳丘墓盛土もしくは造墓前の表上の可能性が推測される。地山を掘削して墳丘墓を成形しな

がら、掘削した土砂を用いて盛上して墳丘墓を造墓したと推測される。また地滑りが起こったと想

定した場合、その時期は、土層の観察から3号墓が造墓された時期より前と思われる。

(主体部〉 規模は長さ2.2m、 幅1,lm、 深さ0.4mを測り、主軸を (北‐39° ‐西)に とる。埋土は2層
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第78図 沢下遺跡 3号墓及び周辺遺物出上状況図 (S:1/60)
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285m

ｍ

邪
一日

ｍ

邪
一σ

D

285m
Di

破線による口い部分
は遺物出土位置

0         1m

第79図 沢下遺跡 3号墓南溝断面図 (S:1/30)

で、棺材については不明である。主体部上の標高約28,3m地点から遺物が出土している。また主体部

中央南よりで円礫が 1点出土している。

(溝〉 平坦部の南裾で長さ9m、 幅1.5～ 4m、 深さ0.6m、 南西から北東方向に検出された。

く出土遺物〉 第80図 1～ 4及び 6は 3号墓及びその周辺から出土 した。 1～ 3は主体部直上から

出土した。 1は甕の口縁部、 2は注口土器の把手、 3は注口土器の注口部分であり、 2と 3は同一

個体の可能性がある。 4～ 6はそれぞれ器台の筒部、脚部、受部であり同一個体と考えられる。 4

の内面は演化したような状況で黒色を呈している。また9～■は 3号墓に伴う遺物の可能性が考え

られ、主体部の南東2.5m、 表土直下の地点から出土した。同一個体の把手付の壺と考えられ、10の

底部中央やや外よりの部分に穿孔が施されている。外側から穿孔されているが、土器の破面部分に

位置しており、内面まで貫通しているかは不明である。12は甕の口縁部であり、南溝東側の部分か

ら出土している。13～ 19は 3号墓に伴わない遺物である。13は奈良時代の須恵器イ蓋、14は高台付

郷、15は郷もしくは高不口縁部、16は長頸瓶口縁部、17は長頸瓶胴部、18は甕体部、19は甕口縁部

である。16、 17は 同一個体と考えられる。
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第80図 沢下遺跡 3号墓及び周辺出土遺物実測図 (S11/3)
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図
号
挿
番 出土地点 団位 種別 器種 部位

器高

(cm)

径

ｍ，

口

く
Ｃ

底径

(cm)
調整 手法の特徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

3号基主体部 弥生土器 変 醐螂
外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ
直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好
明黄褐 lll■ TR 7/6

明黄掲 lωR 6/8
6条の擬凹線文

802 3号墓主体部 弥生土器
注口土器

肥手部分
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 猶
睛
隠
ＯＲ

褐黄
橙
明
赤

赤彩か
803と 同一個体の可能
性あり

80‐3 3号基主体部 弥生上器 注口土器 注口部分
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好
橙 謝R 6/6
橙 25R6/6

赤彩か

802と 同一佃体の可能
性あり

80望 3号墓主体部 弥生土器 器台 受部
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1-2mm
の砂粒を含む

良好 明黄褐 lllYR 5/8
内面やや黒色
8115、 806と 同一個体
と考えられる

805 3号墓主体部 弥生上器 器台 脚部
面
面
外
内
(風化)
(風化)

直径 lmmの砂
粒を含む

良好 明黄褐 lllhrR 6/6
内面やや黒色
804、 806と 同一個体
と考えられる

8● 6 3号墓主体部 弥生土器 器台 受部
外面 :ヘ ラミガキ
内面 :(風化)

直径 lmmの 砂
粒を含む

良好
外面 :黄褐 lllYR 5/8
内面 :黒   N 2/

内面黒色
紙H、 8115と 同一個体
と考えら″とる

3号墓主体部 弥生■器 器台 筒部
面
面
外
内
ヨヨナデ
ヨコナデ

直径 1-2mm
の砂粒を含む

良好
(明黄褐 lllYR 5/8)
橙   25YR 6/6

8$8 (3号墓も
しくは

4号墓)
弥生土器 器台 筒部

面
面
外
内

(チ」R化 )
ヘラケズリ後ヘラミガ
キ、ナデ、ヘラケズリ

直径 1～ 24Un
の砂粒を含む

良好
浅黄橙 lllYR 8/4
明黄褐 lllyR 7/6

胎土は8チ7、 838に 似
る

8∞ 3号墓主体部南
東25m地点 弥生土器 壷 帥邸

外面 :(風化)
内面 :ヘラケズリ

直径 lmmの砂
粒を含む

良好
浅黄橙 1銀R3/4
明黄褐 ltlYR 6/6

口縁部 :擬凹線文
肩 部 :平行沈線文、

経杉 芝

81110
3号墓主体部南
束25m地点 弥生土器 壷

部
部
体
底

外面 :ハケメ
内面 :(風化)

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 にぶい黄褐 lllYR 5/4
医 部穿孔

外 面底 部付 近 に黒 褐
密物雪付差

8>11
3号墓主体部商
東25m地点 弥生土器

把手付
釜甕類

肥手部分 一
一

面
面
外
内

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 明黄褐 ltlYR 6/6
外側及び下側に5条以
上の沈線あり

8じ 12 3号墓南溝 弥生土器 変
部縁
部
口
頸

外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ コナデ
直径 1～ 2mm
の砂粒を含む

良好
(明黄褐 lllYR 5/8)
橙   2闘 R6/6 擬凹線文

81113 須恵器 郷蓋 口縁部 170 外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ
きめ細かい

や
良
や
不

褐
灰
灰
褐
7 rDYR 6/2

lllYR 5/1

3>14 3号墓主体部南
lm地 点

須恵器 jIN身 醐邸
41 ア^

ア^

ナ
ナ

転
転
回
回

面
面
外
内

直径 1～ 3mm
の秒粒を含む

や
良
や
不
灰褐
にぶい褐

ν
γ瞭取

8015 須恵器 聘
謗

口縁部
外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ
きめ細かい 良好 暗灰黄 2 rDY 5/2

8016
3号墓南溝
検出面

須恵器 長頸瓶 頸部
デ
一ア

ナ
ナ
転
転
回
回

面
面
外
内

直径 1～ 2mЫ
の砂粒を含む

良好
画

面

外

内
オリーブ黒 7W3/2
灰    7餌 4/1

体 部 との接合のため
の絞り込みあり
3017と 同一個体と考えられる

3伊 17
3号墓南溝
検出面

須恵器 長頸瓶
部
部
胴
底 77

外面 :回転ナデ、体部下端
ヘラケズリ

内面 :回転ナデ

直径 1～ 2mm
の砂粒を含む

良好
外面:暗オリーブ灰 75GY 4/1
内面:明オリーブ灰 25GY 71

底部糸切 り
8● 16と 同一個体 と考
えられる

8018 須恵器 変 体部
外面 :タ タキ

内面 :(あ て具痕)
きめ細かい 良好 灰 軒 6/1

馴γ19 須恵器 菱 口縁部
ェア
デ
ナ
ナ
転
転
回
回

面
面
外
内 きめItuかい 良好 灰黄 25Y6/2
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第81図 沢下遺跡 4号墓遺物出土状況図 (S:1/60)
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断面図破線は

遺物出上位置

土
　
土

色
土
色

掲
色
掲

赤

掲
暗

~不
こ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ 7坐

m

第2主体部

1 褐色粘質土   掲色土塊を含む
2 淡掲色粕質土

0          1m

第82図 沢下遺跡 4号墓第 1・ 第 2主体部実測図 (S:1/30)

4 号 墓

〈位置〉 標高約26m、 3号墓と5号墓間の平坦部に位置する。

く墳丘〉 丘陵尾根上に立地しているが、土層断面による盛土は確認されなかった。

(主体部〉 東西に並ぶような状態で 2基確認された。ただ、主体部の埋土と地山との識別が困難

であったため、墓羨の形状が確認されたのは第 2主体部のみであった。第 1主体部は土層断面及び

主体部上層の上器の出土状況より確認された。規模は第 1主体部が幅0,9m、 深さ0.5m、 第 2主体部

は長さ2.3m、 幅1.4m、 深さ0.2mを測 り、主軸を (】
『
37° ―西)に とる。

(溝〉 平坦部の南裾に位置し、2基の主体部を囲むように弓形に湾曲して検出された。長さ■m、

幅0。 8～ 1,2m、 深さ0,4mを 測る。溝及びその周辺から自然石が検出された。

(出土遺物〉 第83図 1～■は4号墓及びその周辺から出土した。 1～ 6は第 1主体部直上から出

上した。 1、 2は甕の口縁部であり、 1は波状文が施されている。 3は高郷であり、脚部外側に穿

孔が施されている。 4～ 6は器台で、 5の脚部外面には 3と 同様の穿孔が施されている。第 1主体

部直上出土遺物は赤色掛かった色調を呈しているが、これは埋蔵環境の影響と考えられる。 7、 8

は同一個体の可能性がある器台受部であり、第 2主体部付近で出土している。 9は壷甕類の底部で

調査区西端の南溝周辺から出土している。風化が激しいが内面にハケメ調整が施されている可能性

がある。10は小型の壺類であり、内外面赤彩である。南溝の北肩付近出上である。 7、 8、 10は胎

土のきめが細かく、素材、焼成の共通性が推測される。■は須恵器の甕体部である。

第1主体部
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第83図 沢下遺跡 4号墓及び周辺出土遺物実測図 (Si1/3)

挿図
番号

出土地点 唇位 種別 器種 部位 編
でｃｍＪ

口径
(cm)

調整・手法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備 考

4号墓
第1主体部

弥生土器 変 鞠圏
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 橙 75WR 7/6 口縁部外面 :櫛描波
状文

8争 2
4号墓
第1主体部

弥生上器 斐 醐螂
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好 橙 7 5YR″ 6

83■
4号墓
第1主体部

弥生土器 高郭
面
面
外
内
ヨコナデ、ヘラミガキ
ヨコナデ、ヘラミガキ

直径 lmmの砂
粒を含む

良好 橙 7説R7/6

83‐ 4
4号 墓
第1主体部

弥生上器 器台 外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

直径 1～ 3mm
の砂粒を含む

良好
橙

橙
75YR 7/6
75YR 6/6 擬凹線文ナデ消 しカ

4号墓
第1主体部

弥生上器 器台 178
面
面
外
内
ヨコナデ
ココナデ、ヘラケズリ後
ヘラミガキ、ヘラケズリ

直径 1-3mmの
砂粒を含 (赤色
粒子を含む)

長好 橙 7開R6/6 擬凹線文ナデ消 し

836 4号墓
第1主体部

弥生土器 器台 筒部
外面 :ヨ コナデ
内面 :ヘ ラケズリ (後ヘラミ
ガキ)、 ヘラケズリ

直径 1～ 3mmの
砂粒を含 (白色
粒子を含む)

良好
橙 7弱R7/6
橙 7酬R6/6 擬凹線文ナデ消 しか

83マ
4号墓
第2主体部

弥生土器 器台 受部
外面 :(風化)
内面 :(風化)

百径 1“�の砂粒
を含む (石 芙を 良好

浅黄橙 lllYR 3/4
明黄褐 lllYR 6/8

擬凹線文
838と 同一個体と考え
られる

838 4号墓
第2主体部

弥生土器 器台 受部
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 lmmの

砂粒を含む
良好
浅黄橙 10YR 3/3
黄褐  lllYR 5/8

擬凹線文
83‐7と 同一個体と考え
られる

弥生上器
壷斐類 底部

風
風

面
面
外
内

直径 1-3「Imの
砂粒を含む (赤
色粒子を含む)

良好 明黄褐 illVR 6/6 内面ハケメ調整か

8チ 10 4号墓南満 弥生上器 壷 ? 体部
外面 :(風化)
内面 :ヨ コナデ、指頭圧痕

直径 1～ 3コmの

砂粒を含むが、
きめ細かい

良好
赤  lllVR 4/6
赤掲 roVR 4/6

内外面赤彩
底部穿孔か

8311 須恵器 甕 体部
外面 :タ タキ
内面 i(あ て具痕)

きめ細か, 良好
〃
ν
Ｎ
鍼

黒
灰

面
面
外
内
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第34図 沢下遺跡 5号墓調査後地形実測図 (Si1/100)

5 号 墓

く位置〉 標高約24m、 4号墓と6号墓間の平坦部に位置する。

(墳丘〉 後世の崩落または削平により墳墓は完全な形で残存していない。主体部を墳丘墓の中心、

残存する貼石を墳端と考えて復元した場合、突出部を含まない墳形は、東西約7.5m、 南北約6.5mの

長方形と推定される。高さは現状で約0.2mである。

主体部及び墳丘周辺の観察から、旧表土上に赤色粘質上が検出されており、部分的には盛土が施

されたと考えられる。主体部の堆積には旧表土と考えられる上が含まれていた。

〈溝〉 4号墓から続く尾根の斜面裾に位置し、東西方向に直線状に長さ約9.Om、 幅約0.8m、 深さ

約0。 lm検出された。

〈列石〉 後世の崩落または削平により完全な状態では検出されなかった。検出されたのは東側列

石の南部分、南側の西部分、西側の中央から南より部分のみで、四つの突出部を含むその他の部分

は残存していなかった。残存している部分に関しても、元位置から若千移動している石もあると考

えられる。また墳頂部付近も墳丘自体が後世の崩落や削平を受けており、列石が墳丘斜面全体に施

されていたかは不明である。

西側の列石は一番残りが良く全長3.3m検出された。平面的に観察した場合、中央付近は直線的に

配置され、南に移るに従って外側 (西)に少しずつ張り出すように配置されている。長さ約10～20

cm、 幅約10cm位の、偏平もしくは横に長い石が用いられている。列石の残存が良い部分において、

墳端から墳頂部にかけての断面的な観察した場合以下通りであった。墳丘裾は平坦面が水平で石の

長軸が墳丘と平行になるように配置されている (敷石)。 敷石の外側には石材の平坦面を立てて、な

おかつ敷石のラインに平行になるように石材が配置されている (立石)。 敷石の墳丘側には石材の平
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※

A

暗赤茶色土     盛土
暗黄掲色砂質土   旧表土
明赤橙色粘質土   地山

0          1m

第86図 沢下遺跡 5号墓東側列石実測図 (S■/30)

坦面が墳丘斜面と平行になるようにして、なおかつ敷石と平行になるように石材が配置されている

(貼石)。 列石の高さは丘陵地形と同じく南から北に緩やかに降っている。また立石、敷石、貼石の

造墓時の順番については不明である。

南側の列石は、西より部分に全長約2.2m検出された。石材は長さ約15～20cm、 幅約10～ 15cmのや

や横長もしくは偏平形な石が用いられている。南側の残存する石列は、南溝から墳丘斜面にかけての

位置に、墳丘斜面に沿うように 1列、もしくは2列検出された。列石の高さはほぼ水平である。東

西の列石よりもやや大きい石材が用いられている。

東側は全長約2.6m検出された。平面的に観察した場合墳丘の中央部は直線的に配置され、南に移

るに従って外側 (東)に少しずつ張り出すように配置されている。長さ約10～25cm、 幅約10cm位の、

偏平もしくは横に長い石が用いられている。墳端から墳頂部にかけての断面的な観察した場合は西

側と同じような状況であった。残りの良い部分では、最外部から立石、敷石、貼石と確認できたが、

貼石は2列以上の貼石は確認されなかった。立石と敷石の距離は約10cm離れており、突出部に近づ

獅一μ
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邪
一ｇ

B

話
報

期
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240m

赤橙色粘質土
赤黄色粘質土   赤色土と黄色上が混在する
暗責掲色粘質土  木棺裏込土
暗赤橙色粘質土  木棺裏込土 ?

第1層上破線は遺物出上位置

0          1m

第87図 沢下遺跡 5号墓主体部実測図 (S:1/30)

くに従って若干近づいてくる。また列石の高さは丘陵地形と同じく南から北に緩やかに降っている。

用いられている石材は東側列石の敷石 2点 (※ 1)、 (※2)は凝灰岩、また東辺の流出した可能性

のある石材 (※ 3)イよ玄武岩、石材 (※ 4)イよ安山岩もしくは流紋岩である。

(主体部〉 墳丘墓のほぼ中央と考えられる部分に位置する。長さ3.Om、 幅は推定1,7m、 深さ0。7m

を測り、長軸は墳丘墓の南北軸と同じと考えられ (北‐21° ―西)に とる。第 1層は墳丘墓の盛土と同

じ層と考えられ、第 1層上方では土器片が出土している。第2層は赤色土と黄色上が混ざった層で、

黄色土は旧表土を多く含む土、赤色土は地山の土を多く合む土と考えられる。第3層及び第4層は

木棺の裏込土と考えられる。土層断面及び本棺検出面の観察から形状は、長さ1.4m、 幅0.4mの 箱式

木棺と考えられる。また主体部は束西及び北側はほぼ垂直に掘り込まれているが、南側は斜めに掘

り込まれている。墓羨内の第2層以下の層位からは、遺物及び赤色顔料は検出されなかった。

（サ
ブ
ト
レ
ン
チ
）

２́．
③

２．⑥
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0            2m

第88図 沢下遺跡 5号墓遺物出土状況図 (S:1/60)

く出土遺物〉 第89図 1～10は 5号墓及びその周辺から出土した。 1～ 4は第 1主体部直上から出

上した。1は器種不明で、高不、低脚邪もしくは蓋の可能性が考えられる。2は器台もしくは高邦

の脚部で、透かし孔が穿孔されている。3は器台の受部である。5は土製品で、高邦、もしくは低

脚邦の邦部と脚部の接合部分に充填されていた部材の可能性が考えられる。5～ 9は南溝から出土

した。5は甕の口縁部である。6は甕でほぼ 1個体の甕が押し潰れた状態で出土した。7は甕の口

縁部で、8は甕の底部と考えられ、7と 8は同一個体と考えられる。9は甕の底部で6と ほぼ同じ

位置から出土した。10は頁岩製の砥石で、磨面及び敲打痕がある。7、 8、 10は南溝のほぼ同じ位

置から出土した。

第90図 1～ 3は 5号墓検出面の上層から出土した遺物 (須恵器)である。 1及び2は甕の体部で

あり、破片の状態で一箇所から出土した。3は蓋杯 (蓋)の破片である。

嶋
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第89図 沢下遺跡5弓墓即 日辺出土遺物実測図1(Si1/3)

-87-



鯵
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0                10cm

第90図 沢下遺跡 5号墓及び周辺出土遺物実測図 2(S:1/3)

図
号
挿
番 出 L地点 種別 器種 部位

器高

(cm)

径

ｍｊ
日
イＣ
離
でｃｍ，

調整 手法の特徴 胎 ■ 焼成 色 調 備 考

891 5号基主体部 弥化上器 105 外面 :(風化)
内面 :(風化)

直 径 1～ 3 mm
の秒粒を含む

良好 明黄褐 lllYR 7/6
高郭、低 Jll邸 もしくは

蕎か

5号墓主体部 弥生上器
高邸もし

くは器台
旧〕部

面
面
外
内
(風化)
(風化)

直 径 1～ 2 mm
の砂粒を含む

良1/7 明賞褐 llYR 7/6 透かし孔あり

5号 蒐主体部 弥/t土器 器台 口縁部
風
風

面
面
外
内 ｍｍむ・

２
裕
御
闘
直
の

良好 にぶい黄橙 lllYR 7/4 擬凹線文

89望 5号墓主体剤
`

弥生上器
一　
一

面

面

外

内
直径 lmmの 砂
粒を含む

良好 浅黄橙 1鎚R8/4 高郭、低脚必もしくは
盤の充壊材か

89‐ 5 鍔 墓南消 勁引i■ 器 変 口縁部
外面 :コ ヨナデ
内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

直径 1～ 3mmの

砂粒を含む
良好
女憶
明黄褐

″
νЩ隠

糠凹線文ナデ消し

胴部外面に煤付着

896 5号熟前満 弥生上FiS 斐 郷
螂
口
川 120 外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ
直径 1～ 3mmの

砂粒を含む
良lar 明賛褐 lllYR 6/6 焼凹線 文

39‐ 7 5号 来市瀧 弥生上器 空 輔脚
面
面
外
内
コヨナデ
ココナデ、ヘラケズリ

直径 1～ 5mmの
砂粒を含む

良好
橙

精
75YR 7/6
75YR 6/6

lLtШ線文ナデ消し

肩部に平行沈線文

89‐ 8 5号墓商

'再

弥生土器 変 底部 27
面
面
外
内 ヘラケズリ

直径 1～ 2 mm
の砂粒を含む

良好
橙 7 roYR 7/6
橙 7醜R6/6 内面に指rtl圧痕あり

839 5号基南満 弥生上器 疑 底部
外面 :一

内面 :一
直径 lm冊 の砂粒
を含む

良好 明黄褐 lωR 7/6 外面煤付者

L⑥ 須恵器 裂 体部
面
面
外
内
タタキ
(あ て具疾)

直径 l mⅢ の 自
色粒子を含む
きめlVWか い

良好 蛍灰 2「DY 6/1

9112 l⑥ 須恵器 変 体部
面
面
外
内
タタキ
(あ て具腹)

直径 l mmの 自
色粒子を含む
きめ刑1か い

良好 黄灰 25Y6/1

9∈3 lH⑤ 須忠器 郭志 天丼部
面
面
外
内

デ^
デ

ナ

ナ

転

転

回

回

直径 l mmの 自
色粒子を含む
きめ細かい

良好 灰 5Y6/1 天丼部 !回転糸切り
内 面 :|ギ耗
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6 号 墓

く位置〉 5号墓北側の調査区北端に位置する。丘陵頂部にあたる調査 I区から降ってきた丘陵尾

根筋において 5号墓と6号墓の間が一番低くなっていたと考えられる。

(墳形〉 墳墓は完全な形で残存していないが、第 1主体部を墳丘墓の中心、残存する貼石を墳端と

考え復元した場合突出部を含まない墳形は、東西約12.3m、 南北約9.3mの長方形と推定される。高

さは北側で約0.5mである。

(溝〉 後世の崩落または削平のため確認できなかった。

(墳丘〉 調査Ⅱ区南北土層図の第14層 は盛土、第15層 は旧表土であり、墳丘北より部分の地山を

削り、墳丘南より部分に盛土が施されて墳丘が成形されたと推測される。

(列石〉 後世の崩落または削平により完全な状態では検出されなかった。検出されたのは北側及

び西側の中央部分であり、四つの突出部を含むその他の部分は残存していなかった。残存している

部分に関しても、元位置から若干移動している石もあると考えられる。また墳丘上方も後世の崩落

や削平を受けており、列石が墳丘側面全体に施されていたかは不明である。

北側の石列は全長6.Om検出された。平面的に観察した場合、隅に向かって外側へ弓状に反ってい

＼ ＼

拶F 製牲夢7岱

第91図 沢下遺跡 6号墓調査後地形実測図 (Si1/100)

ジ
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1 赤色粘質土
2 赤橙色粘質土
3 明赤橙色粘質土
4 晴赤色粘質土
5 晴黄灰色粘質土
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第92図 沢下遺跡 6号墓北側列石実測図 (Si1/30)
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1 暗赤橙色粘質土
2 赤橙色粘質土

い
ヽ
ｂ
ヨ

第93図 沢下遺跡 6号墓西側列石実測図

0          1m

(S11/30)
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第94図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部実測図 (S

上層は直径5mm位の石、砂を多 く含む。
(供献土器が出土する層)

黄灰色土をまばらに含む。

赤色上 を含む。

黄自色土、赤色土をまばらに含む。

費白色土 を合む。 (木棺埋土)

(本棺裏込土)

黄白色上 を合む。 (本格裏込土)

黄自色上、赤色土を僅かに合む。

黄掲色土塊 を多く合む。

(本棺目貼粘上が陥没 した層 ?)

(木憎の蓋が粘土化 した層 ?)

(木棺材が粘土化 した層もしくは長側板 を

固定する層 ?)

0          1m

1/30)

１

　

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

　

‐８

暗掲色粘砂土

掲色粘質土
淡褐色土
暗掲色粘質土
淡赤掲色土

責白色土
淡掲色土

暗掲色土
濃褐色粘質土
淡褐色土

掲色土
暗褐色粘質土

灰白色粘土

黄灰色粘土
(赤色顔料)
暗褐色粘質土
暗掲色粘質土

(木の根)
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第95図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部白色粘土 。赤色顔料出土状況図 (S:1/30)
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245m

第2主体部
1 褐色土
2 淡掲色土
3 灰掲色土
4 暗褐色土

第3主体部
1 黄灰色土
2 掲色土
3 茶褐色土

245m

上面に供献土器が出土する。
黄白色土塊を含む

棺痕跡か?

黄白色土塊を含む。裏込土か ?

黄灰色土ブロック状に含む網推卜け部分は遺物出上位置

0          1m

第96図 沢下遺跡 6号墓第 2・ 第 3主体部実測図 (Si1/30)

る。中央部付近の曲がりは緩やかで直線に近く、隅に向かうほど急になっている。墳端から墳頂部

にかけての断面的な観察をした場合以下通りであった。墳丘裾は長さ15～ 30cm、 幅約10～ 15cm位の

平坦面をもつ石を用いて、平坦面が水平で石の長軸が墳丘と平行になるように配置されている (敷

石)。 敷石の外側は長さ約15～35cm、 幅約15～ 20cm位の平坦面をもつ石を用いて、平坦面が外側を面

するようにして石を立てて、なおかつ敷石と沿うように配置されている (立石)。 敷石の墳丘側には

長さ約10～ 25cm、 幅約15～25cm位の平坦面をもつ石を用い、平坦面が斜面と平行になるように、な

おかつ敷石に沿うように配置されている (貝占石)。 貼石は敷石側から最大 2段残存する部分が確認さ

れた。

西側の石列は全長6.6m検出された。平面的に観察した場合、北側同様弓状に反っているが、若千

元位置から移動している可能性があり、また曲がりはやや緩やかである。墳端から墳頂部にかけて

の断面的な観察をした場合、石の設置状況は外側から立石、敷石、貼石となっており北側と同じ状

況であったが、用いられている石の大きさは長さ10～ 30cm、 幅10～20cm位の平坦面をもつ石が多く、

北側よりやや小さい石が用いられていた。貼石は敷石側から最大 3段残存する部分が確認された。

西側の敷石 (※5)イよやや青みがかった凝灰岩である。その他の石は、凝灰岩や玄武岩などが用い

られていると考えられる。また北側は白色の石材が多く用いられており、西側は白色の石材だけで

なく、青みがかった石材も用いられている。

|ゴ
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第2主体部 第3主体部

第97図 沢下遺跡 6号墓遺物出土状況図 (S:1/30)

(第 1主体部〉 墳丘墓のほぼ中央と考えられる部分に位置する。長さ3.25m、 幅1.85m、 深さ1.0

mを測り、長軸は墳丘墓の南北軸と同じと考えられ (】レ 7° ―西)に とる。第 1層は遺物が出土する

層である。墓羨の中央部やや南寄りに甕、器台等の土器がまとまった状態で検出された。また土器

が検出される同じ高さ (標高約24,7m)か ら石器の可能性のある石材 (100-1)と 長さ約20～ 30cm

の石が数点検出されたc標高23.9m(深 さ約60cm)ま で掘削したところ、長さ2.3m、 幅0.8mの 木棺

痕が検出された。第9層、第10層 は木棺の裏込上である。第13層は木棺の蓋を目貼りしたと考えら

れる白色粘土層である。長さ60～ 80cm、 幅5～ 10cmの紐状で、木棺の長軸に対し直交する方向に7条

検出された。それぞれの粘土組の幅は約15～20cmで あり、木棺蓋材の継ぎ目部分に目貼りした粘土

と考えられる。第14層 は木棺の蓋が粘土化した層、第17層 は木棺の側板が粘土化した層もしくは側

板を固定する層と考えられる。第15層 は水銀朱が検出される層である。棺底と考えられる部分に点

在するように検出され、特に南側と北側の一部ではまとまって検出された。また主体部の棺底付近

第1主体部
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第98図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部遺物出土状況図 (Si1/8)

の層から勾玉 1点及び管玉10点出土しており、このうち管玉 2点は水銀朱が直径20omの 円形状に検

出された部分 (⑮)か ら出土した。

(第 2主体部〉 第 1主体部の西1.2m、 墳丘墓の西よりの部分で検出された。長さ1.7m、 幅1,lm、

深 さ0。4mを淑Iり 、長軸は第 1主体部同様で、墳丘墓の南北軸とほぼ同じと考えられ (北‐30.5° ‐西)

にとる。第 1層の上部から土器及び石杵が出土している。これらの遺物は墓頻中央部から出上した。

第 4層は木棺裏込土の可能性が考えられる。

また墓羨の北西から長さ20～ 25cmの石材 4個が墓羨の堀方に接するように検出された。墓羨の堀

方はこれらの石の内側に位置している。

99-12
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第99図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部出土遺物実測図 1(S,1/3)
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―第100図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部出土遺物実測図 2

挿図
番号

出土地点 層位 種別 器種 部位
器高

(cm)

径

ｍ，
口
くＣ

底径

(cm)
調整 手法の特徴 胎  土 焼成 色 調 備   考

9年 1
6号墓
第1主体部

弥生土器 変 潮肺
面
面
外
内
ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

直径 1～ 2 mm
の砂粒を含む

良好
橙 75YR 7/6
橙 75YR 6/6

日縁日
'は

桟凹線文ナカ肖し

肩部から刑部にかけて員殻施
支による平行沈縦支 泄llt支

992
6号票
第1主 体部

弥生土器 甕 圏螂
外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

直径 l nmの 砂
粒を合む

良好
橙 75YR 7/6
橙 75YR 6/6 擬凹線文ナデ消 し

99‐ 3
6号墓
第1主体部

弥生土器 変 醐邸
外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

直径 l mmの 砂
粒を含む

(石英を含む)
良好 明黄褐 lllYR 6/6 擁凹線文ナデ消し

99‐ 4
6号墓
第1主 体部

弥生土器 空 蜘郵
外面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

直径 l mmの 砂
粒を含む

良IxF FTl費褐 lllYR 7/6

996 碍 墓
第1主体部

弥生土器 高イ ? 郎部
外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ
内面 :コ コナデ、ヘラケズリ

直径 1～ 2mmの

砂粒を含む
良好 明貢褐 lllYR 6/6 擬凹線文ナデ消し

996
6号表
第1主体部

弥生土器 鉢 ? 口縁部
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 3mmの

砂粒を含む
良好
橙  7説R6/6
明褐 75YR 5/6

外面の一部に赤彩残
存

997 6号墓
第1主体部

弥生土器 鉢 ? 底 部
外面 :(風化)
内面 :(風化)

直径 1～ 3mmの
砂粒を含む

良好 明褐 1帆R5/6 底 部が部分的に黒色
及び赤褐色に変色

9}8 6号墓
第1主体部

弥生上器 器台
外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

直径 1～ 2 mm
の砂粒を含む

良灯 明黄褐 lllVR 7/6
口稼部は擁Ш線文ナデ

消し
受部内面に赤色部分あり

碍 墓
第1主 体部

弥生上器 器台

外面 :(風化)
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ後
ヘラミガキ、ヘラミガキ

の樹
釣
御
樅
直
砂

良好 明黄褐 lllYR 7/6

9チ10
碍 墓
第1主体部

弥生土器 器台

外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ後
ヘラミガキ、ヘラミガキ

直径 1～ 3mmの
砂粒を含む

良好 明黄掲 lllYR 7/6 擬凹繰文ナデ消し

9}11
6号瑛
第1主体部

弥生土器 器台 受部 ?
風
風

面
面
外
内

直径 1～ 3 mm
の砂税を含む

良好 明黄褐 lllYR 7/6

9>12 6号墓
第1主体部

弥生上器 器台
部
部
筒
脚

外面 :ヨ コナデ
内面 :ヘ ラケズリ

直径 l mmの 砂
粒を含む

良好 明黄褐 lllYR 6/6

6号墓
第1主体部

弥生上器 器台 脚部
外面 :(風化)
内面 :ヘ ラケズリ

直径 1-3 mm
の砂粒を含む

良好 明女褐 lllYR 7/6

6号墓
第1主体部

弥生土器 器台 筒都

外面 :ヨ コナデ

内面 :ヘ ラケズリ、ヘラミ
ガキ ヨコナデ

直径 1～ 2 mm
の砂粒を含む

良好 明黄褐 lllYR 7/6
受部内面に赤色部分
あり

挿図番号 出土地点 層  位 種 別 材  質 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重さ (富 ) 備    考

6号募第 主体部 磨石 溶結凝灰岩 9611 930 71

1002 6号基第 主体部 14も しくイよ15層 勾玉 翡翠 137 103

10113 6号墓第 主体部 14も しくイよ15)詈 管玉 碧玉 064 028 008

1004 6号墓第 主体部 14も しくイよ15'唇 管IIN 碧 玉 052 004

10● 5 6号墓第 主体部 14も しく1よ 15層 皆玉 碧玉 003

10116 6号墓第 主体部 14も しくは15'膏 管 玉 碧玉 074 026

llX/7 6号墓第 主体部 14も しく
`よ

15層 管玉 碧玉 029 008

1008 6号墓第 主体部 14も しく
`よ

15層 曽玉 碧玉 029 006

100‐9 6号募第 主体部 14も しくは15層 管玉 碧玉 050 026 004

6号墓第 主体部 14も しくは15層 管玉 碧玉 050 029

10∈H 6号墓第 主体部 14も しくイよ15'再 管玉 碧玉 004

10∈12 6号墓第 主体部 14も しくは15層 管玉 碧玉
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第101図 沢下遺跡6号墓第2主体部遺物出土状況図 (S:1/10)
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挿図
番号

出上地点 巨位 種別 器種 部位
器高

(cm)
唯
鰤
底径

(cm)
調整 手法の特徴 胎  土 /jt成 色 調 備   考

6号基
第2主体部

弥生上器 器台
分面 :ヨ コナデ
内面 :ヘ ラケズリ、ヘラミ
ガキ、ヨコナデ

直径 1～ 2 mm
の砂粒を含む

良好
にぶい丈橙
にぶい女橙

靱
餡
嗽
隠

擁凹線文ナデ消し

1022
体
基
主
碍
妨 弥生土器 器台

外面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヘ ラケズリ、ヘラミ
ガキ、ヨコナデ

砂
石

径‐ｍｍの
如
約

直
粒
英

良好 明黄褐 1帆釈 6/6 擬Ш線文ナデ消 し

1023
6号基
第2主体部

弥生土器 器台
筒旨;

脚部

風
風

面
面
外
内

直径 l mmの 砂
粒を含む

良好 明黄掲 lllYR 6/6

1024
6号姦
第2主体部

弥生土器 直口■ ? 醐醐
ケへ↓コナデ

面
面

リ

外
内
ズ ｍむ・

２締
徴
帆
直
の

良好 橙 75YR 7/6 肩部に祝凹線文ナデ
消しあり

1025 6号基
第2主体部

弥生上器 鉢
外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラケズリ後ヘラミ
ガキ

直径 l mm以 上
の砂粒をあま
り含まない

良好 橙 7 rJvR 7/6 擁凹線文

須忠器 不身 ?
外面 :回転ナデ
内面 :回 1氏ナデ

きめ刑1か ヽ 良好 灰黄 25Y7/2 焼成具合がやや瓦質
土器に似る

1029 須忠器 一笠
外面 :回転ナデ
肉面 :回転ナデ

Lr径 1～ 3mmの
白色粒子を含む
きめ剤1かい

良好 灰 N5/
披面 を含む全体 に炉
壁材のような物質が付
着

102」 須恵器 郊 体部
タ

ハ

面
面
外
内

画径 l mmの lrU/N

粒 をわずかに
含む

良好 灰 5Y7/1 焼成果合が瓦質土器
に似る

挿図番号 出土地点 層 位 種  別 材 蜜 長 さ 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備   考

6号 /_・ 第2主体部 石lrF 流紋岩 10971

10多7 6号墓 磨石 溶結凝灰岩 139

く第 3主体部〉 第 1主体部の東約0。 2m、 墳丘部の中央やや東よりで検出された。長さ1,Om、

0.55m、 深さ0.4mを 測り、長軸は第 1主体部同様墳丘墓の南北軸と同じと考えられ (北-29° ―西)

とる。遺物は検出されなかった。

(出土遺物〉 第99図 1～ 14は 6号墓第 1主体部直上から出土 した。 1～ 4は甕、 2は高郭もしく

は低脚邦と考えられる。 6、 7は鉢型土器で、同一個体と考えられる。 6は外面に赤彩が施されて

おり、また二次焼成を受けている可能性がある。 8～14は器台である。

第100図 1～■は第 1主体部棺底部分から出土した。1は翡翠製勾玉である。2～■は碧玉製管玉

である。12は溶結凝灰岩製の石材で第 1主体部直上で検出された。標石と考えられ、表面には敲打

痕及び磨面が確認される。

第102図 1～ 9は 6号墓第 2主体部及び 6号墓周辺から出土 した。1～ 6は第 2主体部直上から出

土した。 1～ 3は器台で、 1は脚部に 1箇所穿孔が施されている。 4は直口壼、 5は片口を持つ鉢

である。 4と 5は色調、胎土に共通性が見受けられる。

6は流紋岩製と考えられる石杵で、端部の一端が使用によりかなり摩耗 している。 7～ 9は 6号

墓周辺出土須恵器である。 7は糸切り後高台を付けた不、 8は壷類で破面を含めた全体に炉壁材の

ような物質が付着しており、また高台付近の一部はガラス質が付着している。 9は甕で内面はハケ

調整が施されている。 7と 9は胎土、焼成、色調が類似 しており、他の須恵器よりやや軟質である。

10は溶結凝灰岩製の石材で 6号墓検出面から出上した。表面に磨面が確認でき、標石として使用さ

れた可能性が考えられる。

幅

に
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括総

墳丘墓出土遺物について

(i)器台の分類について

2号墓から6号墓に伴う出土遺物は、おおむね弥生時代後期後葉 (草田 3～ 4期)の遺物と考え

られる。各墳丘墓から出上 している器台を取り上げ、各部位の法量比率および特徴により以下の分

類 (A～ C類)を試みた。

A類は口縁部に比べ筒部が細くまた複合口縁部の長さも比較的短い器台で、口縁部には貝殻もし

くは櫛状工具によると考えられる擬凹線文が施されている。 2号墓出土器台 (83-4、 5)、 3号墓

出土器台 (80-4、 5、 6)、 5号墓出土器台 (89-3)が A類と考えられる。(80-4、 5、 6)は

(83-4、 5)と 比較した場合筒部から受部、及び筒部から脚部にけて内面に屈曲する部分があり特

徴にやや違いが見受けられる。

B類はA類 と後述するC類の中間的特徴を持ち、口縁部に比べ、筒部が太くなり、複合口縁部も

若干長くなる。口縁部は擬凹線文が施された後ナデ消されている器台と貝殻によると考えられる擬

凹線文が施されナデ消されていない器台が存在する。 4号墓出土器台 (83-4)、 (83-5)、 (83-

6)、 (83-7、 8)が B類である。

C類は回縁部に比べ筒部がさらに大きくなり、複合口縁部も拡張 してくる。ほとんどの器台は口

縁部の擬凹線文が施された後ナデ消されている。 6号墓第 1主体部及び第 2主体部出土の器台はC

類である。

A類は後期後葉の古い時期で、土器によっては後期中葉まで遡る可能性があり他の供伴する遺物

も合めて検討の余地があると思われる。C類は後期後葉の新しい時期と考えられ、B類はその中間

期と考えられる。第103図にはA類からC類の代表的な器台と供伴もしくは同じ墳丘墓における同時

期出土と考えられる土器 (甕)を図示している。

(� )特徴的土器の様相

3号墓出土注目土器 (80-9、 10、 ■)は底部が穿孔されており造墓時もしくは墓上祭戸Eに伴う

遺物の可能性が考えられる。

4号墓出土器台 (83-7)、 (83-8)及び小型壼 (83-10)は他の土器と胎上が異なっている。

(� )土器の出土状況について

4号墓出土の赤彩小型壼は4号墓南溝の堀方付近から出土いている。遺存状況が悪いが、体部のみ

の出上で、底部穿孔の可能性が考えられる。

5号墓出上の甕 (89-5)、 (89-6)は南溝部分から口縁部を下にした状態で検出された。また

(89-5)は 同一個体と考えられる個体の胴部外面には煤が付着している。造墓時もしくは埋葬時に

おける祭祀などに用いられた可能性が考えられる。

(� )6号墓第 1主体部出土水銀朱について

6号墓第 1主体部棺底部分から出土した水銀朱は、イオウ元素の同位体比分析により、中国産朱と

日本産朱が混和した朱である可能性が考えられる。中国産と考えられる朱が墓羨から確認された遺

跡は西谷 2号墓、 3号墓群、門上谷 1号墳 (因幡)、 大風呂南 1号墓 (丹後)な どが知られており、

また日本産と考えられる朱が用いられている墳墓は、安養寺 1号墓、宮山Ⅳ号墓、布志名大谷第Ⅲ

遺跡 1号墓、塩津山 1号墳、松本 1号墳、塚山古墳などが知られている。沢下遺跡 6号墓から中国
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産及び日本産が混和したと考えられる朱が検出された理由は、以下に示す可能性が考えられる。①

別ルー トの朱が沢下遺跡に搬入された。②既に混和された朱が持ち込まれた。①の場合は、時期差

により流通ルー トが異っていた可能性も含めて検討していくことが必要と考えられる。

(v)6号墓第 1主体部出土勾玉・管玉について

6号墓第 1主体部棺底部分から北陸産と考えられる勾玉 1点及び産地不明の管玉10点 が出土して

いる。松江市近辺の翡翠製勾玉出土地は弥生時代前期から中期の古浦砂丘遺跡49人骨、弥生時代後

期の土羨墓である友田墳墓群AttS K-13、 古墳時代前期の方墳である柴尾 3号墳、方墳の寺床 1

号墳、方墳の石田古墳、古墳時代後期の古墳である臼畑古墳などが挙げられる。また堀部第2遺跡で

は弥生時代後期末から古墳時代初めの溝跡から翡翠原石が出土している。

列石の形態について (四隅実出型墳丘墓)

本文でも述べたが、 5号墓、 6号墓の列石の検出状況は、 5号墓南側を除けば外側より立石、敷

石貼石となっている。 5号墓、6号墓を比べた場合、5号墓の石材は 6号墓よりやや小さく、また、

石列間に間隔がある。また 6号墓内で北側と西側を比べた場合、北側の方がやや石材が大きく、石

材の間隔もあまり離れていない。石材の色調に関しても北側は白色の石材が多いが、西側は青色の

石材がやや混じってくる。 6号墓に関しては突出部や東側及び西側石列は残存していないが、現状

から判断すると北側を意識して造墓された可能性が考えられる。

墳丘墓の時期及び形態について

土器の分類においてA～ C類の分類を試みたが、それぞれの分類が一つの時期を表すと仮定した

場合、A、 B、 C類によって表される時期をそれぞれ I、 Ⅲ、Ⅲ期とする。 I期は四隅突出型墳丘

墓である5号墓、及び 2号墓、 3号墓である。Ⅱ期は4号墓、Ⅲ期は四隅突出型墳丘墓である6号

墓である。

2号墓は後世の崩落及び削平が甚だしく、墳形は不明である。ただ主体部南に 1号溝が掘削され

ており、丘陵の尾根上に造られた区画を伴う墳丘墓であったと考えられる。

3号墓は後世の崩落及び削平などによる損出があるが、盛土が確認され、また全体的に平面方形

を呈し、南には区画溝と考えられる溝が掘削されおり方形の区画墓と考えられる。下方である4号

墓表土下に石材が散見されたことと、 3号墓周辺が奈良時代に削平を受けていることから完全に否

定はできないが、貼石は伴われていなかったと考えられる。

4号墓も後世の崩落及び削平により墳形は不明だが南に区画溝が掘削されており、丘陵尾根上の

区画を伴う墳丘墓であったと考えられる。

各墳丘墓の主体部数であるが、4号墓及び 6号墓以外は単一の主体部のみの検出となっているが、

後世の崩落及び削平や調査区域が限られていることなどにより検出されなかったことも考えられる

ので、検討の余地があると思われる。

まとめ (弥生時代墳丘墓について)

沢下遺跡Ⅱ区では、 I～ Ⅲ期の墳丘墓が検出されたが、同じ丘陵の頂部付近に位置するI区では

土器の特徴からШ期もしくはそれ以降の加工段が確認されている。また墳丘頂部の盛土から車田 5
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期と考えられるスタンプ文土器他が出上しており、墳墓に伴っていたと推定される。 I区の調査結

果を併せて考えた場合、 I～ Ⅲ期では沢下Ⅱ区は四隅突出型墳丘墓を合む墓域であり、丘陵頂部に

当たる沢下 I区は墳墓が確認されなく、墓域ではなかったと考えられる。この時期沢下 I区には墓

域にできない規制があったとことも想定される。またⅢ期に続く時期には、先述した沢下 1号墓が

造墓されている。ただし、後世撹舌しが甚だしく、墳墓形態は不明である。

6号墓は最低 3つの主体部を持つが第 3主体部は小さく、乳幼児など子供が埋葬されていた可能

性が考えられる。このことにより、すくなくともⅢ期の時期には四隅突出型墳丘墓に埋葬される集

団が存在していたと推定される。

またこの地で四隅突出型墳丘墓を伴う墳丘墓が検出された背景に考えられる要素には当遺跡及び

周辺の立地が影響していることが想像される。当遺跡の北西に位置する講武平野では、弥生時代後期

末葉の四隅突出墳丘墓と考えられる南講武小廻遺跡、さらに弥生時代後期前葉から古墳時代前期に

おける大量の上器が出土した南講武車田遺跡が所在しており、その南講武草田遺跡では後期中葉の

吉備系土器や後期末葉から古墳時代初めの近畿系土器が出土している。また沢下遺跡から東に位置

する本庄平野の北東端丘陵部には弥生時代末棄から古墳時代初めにかけての墳丘墓 1基、古墳 1基

が確認された客山墳墓群が所在しており、さらに中海を挟んだ南東には荒島墳墓群が位置する。沢

下遺跡から南方の現在の大橋川を挟んだ南には古代に出雲国府が置かれた大革平野が位置する。大

草平野北方の丘陵部には弥生時代後期後葉から末葉にかけての四隅突出型墳丘墓を含む墳墓群や同

時期の集落跡が位置している。また沢下遺跡から南西に朝酌川を下れば、西川津遺跡、タテチョウ

遺跡を通り宍道湖へと繋がっており、宍道湖南東には四隅突出型墳丘墓 3基が確認された布志名大

谷Ⅲ遺跡が位置する。沢下遺跡からは勾玉、管玉、水銀朱が出土しており、この地域と他地域の繋

がりが想定される。

古代の遺構 。遺物について

調査区内からは、古代の遺物が出土している。 3号墓周辺では奈良時代の須恵器長頸瓶 (80-16、

17)、 高台付邦 (80-14)が 出土している。 3号墓の位置する平坦面はこの時期に削平などが行われ

たと考えられる。また他の出土遺物では窯の壁体と考えられる遺物及びその物質が波面にまで付着

している須恵器壺の破片 (102-9)が 出土している。また 5号墓検出面より上の層位では須恵器の

甕片 (90-1)、 (90-2)が平面的に広がった状態で検出された。

沢下遺跡の東約1.5kmに は古代の島根郡那家の一部と考えられる芝原遺跡が位置し、沢下遺跡の近

辺を島根郡家から秋鹿郡への路が通っていたと推測される。しかし路の位置や古代における沢下遺

跡の性格は不明である。
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第105図 元宮遺跡調査区位置図 (Si1/2,500)
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15m＼

第106図 元宮遺跡調査前地形損1量図 (S:1/300)

遺跡の概要

元宮遺跡は松江市川原町に位置している。嵩山から平野に向かって北西に伸びる尾根上に位置し、

左右には谷が入り込んでいる。標高は最高所で57.5mで 、平地との比高差は約30mである。本調査に

先立つ分布調査では、地形から古墳、もしくは山城跡の存在が想定された。本遺跡の存在する尾根

の北側の南西向きの斜面では、横穴墓が数穴確認されており、須恵器片が発見されている。また尾

根のさらに北側では方墳 9基で構成される後谷古墳群と石棺式石室を有する円墳の荒神古墳が存在

している。調査の結果古墳 2基、経塚 1基を検出した。

遺構と遺物

1号墳 (第108図 )

元地形の尾根の高まりを利用して作られている。墳形は1l m× 9m程度の長方形であったと推定

される。墳頂平坦面には後世の物と思われる溝が掘られ、経塚が築かれている。溝は墳頂平坦面分割

するように延びている。幅は約 lm、 深さ約20cmで、10mの長さにわたり確認された。また、南東

側の墳裾には2号墳、 3号墳が築かれている。主体部は、墳頂平坦部の北東隅に築かれており、そ

の北側の端部は経塚によって破壊されている。 1号墳は中国電力との協議で鉄塔建設の際にも保護
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第107図 元宮遺跡遺構配置図 (Si1/200)

されることが決定されたので、主体部を平面での検出するという限定的な調査にとどめ、主体部埋

上の掘削などの調査は実施しなかった。主体部は、平面での検出作業の結果長さ約4.2m、 幅2.2mの

楕円形を呈していることが判明した。

2号墳 (第109図 )

1号墳の西側の裾に築かれている。調査に入り表土を掘削した時点で、石棺の一部が露出し、存在
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第108図 元宮遺跡 1号墳平面図・立面図 (S:1/200)

が明らかとなった。南西側は3号墳の築造により破壊されており、小型の石棺と周溝の一部が「L」

字状残るのみであった。周濠が方形に巡っていたと仮定すると、遺構全体の規模としては3.lm× 3.6

mの方形を呈していたことになる。

(石相〉(第110図 )

石棺は板石を組み合わせた小型の物で、3号墳の築造により、南西側が失われているが、小口板、

側壁、棺床、蓋で構成されている。現状で長さ57cm、 幅45cm、 高さ23cmを測る。棺内からの遺物の

出土は見られなかった。

(周溝〉

今回の調査では「L」 字状に検出したが、2号墳自体が斜面に築かれているため、方形に主体部

を囲むものであったかどうかは判然としない。検出した部分では1辺約3.6m、 幅約60cmで深さは約

25cmを波Iる 。
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①暗掲色土層
②明褐色土層
(ピンク色のブロックを若干含む)
③暗褐色土層 (若干しまる)

第109図 元宮遺跡 2号墳実測図 (S11/60)

3号墳 (111図 )

2号墳を一部破壊する形で清が走り、小規模な平坦面が造成されている。墳形や規模などは現状

での判断は難しく、主体部は検出していないが、1号墳、2号墳の存在から古墳の痕跡と判断した。

平坦面の規模は長さ約 7m、 幅約4.5mで、溝は幅約80cmを測る。遺物の検出は見られなかった。

1号墳の主体部の北東隅と切り合う位置で検出された。当初、1号墳の墳頂平坦面を整査中に、葺

石が検出され、その一隅より和鏡発見されたために、以後塚経の可能性を持つ遺構との認識を持ち

調査を実施した。

(葺石〉(第113図 )

葺石はほぼ土坑上に集約されているが、2.6m× 3.6mの 範囲で土坑から離れた位置からもいくらか

検出している。これは、経塚上に集積されていた葺石が後世に移動した結果であると推定される。葺

ｍ
ゴ
一踊

塚経
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1 暗褐色土
2 暗掲色土 (1よ り明るい)
3 掲色土
4 明褐色上 (3よ り明るい)
5 明掲色土 (し まっている)
6 明褐色土 (黄色のブロックを含む)
7 暗褐色土
8 明黄掲色土

550m

―表土

―清埋土

一石棺裏込め土

一石棺裏込め土

一清埋土

―溝埋土

一石棺裏込め土

0                1m

第110図 元宮遺跡 2号墳石構実測図 (S:1/20)

石の最高点は土羨の検出高さより24cmを測る。80cm程度の比較的大型の石も含め大小様々な大きさ

の自然石が使用されている。ちなみに遺跡周辺の地山は石をほとんどは含まないものである。

(土坑〉(第114図～116図 )

土坑は、川原石で充填されており、深さは76cm、 径1,2mの平面円形を呈している。土坑内からは、

小壷、合子、不明鉄製品、鋼板片、鉄刀 3点、剃刀 1点、刀子 1点が出土した。このうち、検出面か

ら約65cmの深さから鉄刀 2点と不明鉄製品が出土した。また、約86cmの深さからは鉄刀と剃刀、刀

子、合子と小壺が 1点ずつ出土した。小壷内からは土以外の物は検出されなかった。また鉄刀、刀
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第111図 元宮遺跡 3号墳実測図 (Si1/200)

子がいずれも刃を外に向けて出土し合子は身のみが出上して蓋を欠いていた。

(埋納孔〉

埋納坑は土坑のほぼ中央に掘られており、平面円形で、径約30cm、 深さ約40cmを測り、床面では

板石が2枚重なった状態で出上した。2枚の板石のうち下から検出された石は、ほぼ埋納孔の直径

と同程度の長さのものであった。経筒やその痕跡は認められなかった。
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第112図 元宮遺跡経塚葺石実測図 (S11/20)

経塚出土遺物

土器 (第118図 )

白磁小壷と青白磁合子の身が1点ずつ出土した。 1は小壷は偏球形の胴部を持ちわずかに上げ底

で、日縁部は上方にわずかにつまみ上げている。底部とその周辺、内面の一部、蓋の裏面以外は半

透明の釉薬を掛けている。器高は3,7cm、 口径は2.5cm、 底径は3.2cmで ある。2の合子の身は印籠式に

組み合う平型合子で、受け部と底部、底部周辺のほかには青白色の釉がかかるものである。器高は

2.lcm、 口径は3.5cm、 受部径は4.7cm、 底径は3.2cmである。

/
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金属製品 (第119・ 120図 )

119-1は 不明鉄製品である。扇

平で蛇行する平面を持つ細長い板状

のものである。幅は約 2 cm、 厚さは

約 6 mm、 一方の端部は欠失するが現

状での長さは20.6cmを測る。 2は和

鏡で径は8.2mmで 、厚みは約 2 mmで あ

る。無紐座に山形の素紐をもつ無界

圏のもので、宋鏡式、多度式などと

呼ばれる物である。組の左右に一羽

ずつ右向きの小鳥を萩の葉の下に表

現している。下部にも植物と流水と

思われる表現があるが摩滅のため判

然としない。3は青銅製の板状製品

の一部である。現状で3。 2cm× 3.6cm程

度の長方形を呈し、外縁部は若千折

り曲げてにより縁取りがなされてい

る。体部に2 mm程度の京と突起が 1

カ所ずつ見られる。120-1～ 3は鉄

刀である。 1は先端部をわずかに欠くもので、長さ30cm、 幅2.8cm、 厚さ6 mmを測る。2も先端を欠

き茎部分に木質の残るもので、長さ24.8cm、 幅 5 mm、 6 mmを測る。3は茎の端部を欠くもので、長さ

19.6cm、 幅2.4cm、 厚さ6 mmを測る。4は隅丸長方形に茎状の部分の付く鉄製品で剃刀と考えられるも

ので、長さ13.6cm、 幅2.8cm、 厚さ1.5mmを測る。5は刀子で長さ5,9cm、 幅 7 mm、 厚さは4 mmで ある。

遺構外出土遺物

土器 (第121図 )

とは土師質の高不の脚部である。2・ 3は須恵器の碗である。3は口縁が外反し、底部には糸切

り痕が見られる。5～10は須恵器の甕の体部の破片である。■は土師質の底部の破片である。

石器 (第122図 )

黒曜石の石鏃 (全長1.7cm)が 1点出土している。

0                1m

第113図 元宮遺跡経塚確認時平面図 (S11/20)

118‐ 1
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575m

熟

570m

0                1m

第114図 元宮遺跡経塚断面図 (Si1/20)

0            50cm

第115図 元宮遺跡経塚鉄製品出土状況実測図 1
(S:1/20)

当遺跡からは、鉄刀 3点、刀子 1点、剃刀

状鉄製品 1点の合計 5点の鉄製利器が出土している。前述した合子、小壼と同様経塚には埋納され

ることの多い遺物である。宮地川経塚や西野田経塚 (広島県豊田郡本郷町)では経筒の周りに刃を

外に向けた刀子が円形に並べられた状態で出土している。元宮遺跡での鉄製利器の出土状況は、前

述の遺跡ほど整然と配置された状態ではなかったが、共通する意識のもと複数の鉄製利器が埋納さ

れた可能性が考えられる。不明鉄製品 (■9-1)については、類例が見当たらず、結局その性格は

判明しなかった。今後の出土例に期待したい。

3.青銅製品

和鏡および、板状の青鋼製品の破片が出土している。和鏡は類例などから12世紀前半期のものと

括総

経塚出土遺物について

1.土器

本遺跡の経塚からは、青白磁合子と白磁子

壷が 1点ずつ出土している。これらの遺物が

セットで経塚より出土することは、全国的な

傾向で中国地方でも同様である。発掘調査で

確認された例としては、妙徳寺山経塚 (山口

県厚狭郡山陽町)、 新宮山経塚 (山 口市大字

吉敷)な どが挙げられる。これらの遺跡から

出土した合子、子壷はいずれも12世紀代のも

のとされているが、元宮遺跡出土のものも同

様の時期のものと考えられる。

2.鉄器
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o           50cm

第116図 元宮遺跡経塚鉄製品出土状況実測図 2
(S11/20)

0           50cm
i

第117図 元宮遺跡経塚石蓋検出状況実測図
(Si1/20)
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考えられ、共伴した磁器の時期とも矛盾し

ない。一方、板状の青銅片は形状から銃の

一部の可能性が高く、方形の湖州鏡のコー

ナー部分とも考えうる。しかし、類例に比

べ厚みが非常に薄いことから輸入されたも

のではなく、国内産の可能性も否定できな

い。鏡以外の製品では、出土状況から経箱

の残欠の可能性がある。

埋納方法について

当遺跡の経塚の埋納孔からは、経筒やそ

の痕跡を確認することはできなかった。そ

もそも経筒を伴わない遺構を経塚と称する

ことに問題もあろうが、埋納 された遺物が

中国地方の経塚の遺物との共通性が非常に

高く、土羨の底部に埋納坑と想定される部

分が確認されたことから、 ここイよやイよりこ

の遺構には仏典が納められていたと考えら

れる。

納経用の容器が出土しなかった理由とし

ては、有機質の容器に納められた経典が埋

納されたということが考えられる。

経塚が発掘調査によってその詳細な内容

が判明することはまだまだ稀 といってよ

く、当遺跡の経塚のように「納経容器を伴

わない経塚状遺構」とでも呼べる遺構の調

査が今後行われる可能性もある。今後の調

査例が期待される。

0
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0                           5cm

第118図 元宮遺跡出土遺物実測図 1(S:1/1)
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第119図 元宮遺跡出土遺物実測図 2
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0                           10cm

第120図 元宮遺跡出土遺物実測図 3(S:1/2)
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第122回 元宮遺跡出土遺物実測図5
(S11/1)
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第121図 元宮遺跡出土遺物実測図4(S'1/3)
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第4章 確

―

査認 調

第123図 Nα 8鉄塔調査区位置図 (S:1/4,000)
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第 1節 平成16年度
(¬ )鉄塔No 8地点

本調査地は、鹿島町北講武柏地区の丘陵尾根筋に位置し (第 123図)、 標高は89～ 93m、 麓との比

高差は約80mを測る。この丘陵は南に向かって緩やかに下降しており、その先端付近では周知の遺

跡である柏古墳群や講武岩屋古墳が存在している。分布調査では、この古墳群が調査地まで拡がっ

ている可能性を考慮して実施した。その結果、所々に古墳状の高まりや不自然な平坦部が確認でき

たため、既存鉄塔直下も試掘の対象地としたものである。試掘調査は、尾根筋を中心にトレンチ5

本を設定したが、第 4ト レンチ束に設定した第 5ト レンチ付近に大スズメバチの巣が発見され、こ

の トレンチでは調査を断念した(第124図)。

(第 1ト レンチ〉(第125・ 126図 )

尾根方向に直交して設定したトレンチで、第 2ト レンチと同様、現道以外に古い時期の道路跡が3

本検出された。いずれもシル ト・砂・砂礫などの互層堆積で、完全に埋没していた。遺物は全く出

土していない。

X=-51,880

第124図 No 8鉄塔調査前地形測量図 (Si1/300)

＜
＝
Ｎ
Ｎ

Ｎ
］
ｏ

＜
＝
Ｎ
Ｎ
】Ｎ
（
〇

Ｈ
ｒ
キ
ー

‐
Ｉ
Ｒ

― キ

ー ー

部

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ ‐

膳

-123-



〈第 2ト レンチ〉(第125。 126図 )

尾根方向に合わせて設定した トレンチで、現在の里道の直下から、第 1ト レンチ検出の東端の道

路跡に繋がる古い道路跡が検出された。出土遺物がないため時期の特定は困難である。

(第 3ト レンチ〉(第125。 127図 )

瘤状の地形を呈し、古墳の可能性があると認識していた地点で、これに立ち割りを入れるかたち

で トレンチを設定した。調査の結果、南端に斜方向に走る道路跡の一部が検出されたのみで、表土

下はすぐに地山面で、遺構・遺物とも全く出土していない。

(第 4ト レンチ〉(第125。 126図 )

第 3ト レンチに直交して設定した小 トレンチで、道路跡の一部を検出したのみである。遺物 も全

く出上していない。

以上、この調査地では、時期不明の道路跡以外には遺構も遺物も全く検出できなかったため、本

発掘調査は実施しないこととした。

第125図 Nα 8鉄塔調査前地形測量図 (S:1/300)
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1 表土
2 暗灰黄色砂礫土
3 赤責色粘質土
4 赤黄色粘質土 (砂礫を多く含む)
5 赤責白色油質土
6 3層 と同じ
7 4層 と同じ

3層 と同じ (固 くしまる)
黄赤色粘質土
灰黄色粘質土

黄灰色粘質土 (砂礫を多く含む)
赤黄色粘質土 (固 くしまる)
10層 と同じ
11層 と同じ

15 責白色地山ブロック上
16 灰白黄色粘質土
17 暗灰色粘質土 (地山風化土)
18 赤褐色粘質土 (地山)
19 根跡
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・１
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９

１

界1ト レンチ

弟3ト レンチ 906m

地山ブロック土 (鉄塔建設時の造成上)
赤黄色粘質土
赤黄色粕質土 (小砂礫を多く合む)
赤黄色粘質土 (砂礫を多く含む)
赤黄色粘質土

(第3。 4ト レンテ共通)

1 表土
2 黒責色粘質土
3 黒黄褐色土
4 地山ブロック土 (鉄塔建設時の造成上)
5 黄褐色粘質土 (下面に砂利敷きあり)
6 赤～白色土 (地山)

第2ト レンチ
933m

第4ト レンチ



(2)鉄塔Nα1 6地点

|   |
第127図 Nα1 6鉄塔調査区位置図 (Si1/4,000)
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雄́ち４。＼　　δ″Ｆ

本調査地は、既存鉄塔より北東へ約80mの地点で、標高142～ 150mの丘陵尾根頂部にあたる (第

127図 )。 分布調査では、尾根先端部に平坦地が認められたため、上講武殿山城跡 (鉄塔配15)に 関

連する簡略な砦遺構の可能性があるものとして、試掘調査の対象としたものである。試掘は地形変

換点が認められる箇所を中心に幅 2m、 長さ6～ 9mの 3本の トレンチと、補助的な小 トレンチ 1

本を設定して実施 した (第 128図)。

第128図 叱16鉄塔調査区前地形測量図 (S:1/300)

蒻

物
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く第 1ト レンチ〉(128・ 129図 )

比較的急な斜面部に設定したトレンチで、遺構遺物とも検出できなかった。基本層序は表土層、地

山風化土、地山 (岩盤)である。

(第 2ト レンチ〉(128。 129図 )

斜面部にわずかな平坦部が認められた箇所であったが、基本的層序は第 1ト レンチと変わりなく、

遺構遺物とも認められなかった。

(第 3ト レンチ〉(128・ 129図 )

丘陵先端の広い平坦地と斜面部の変換点を中心に設定したトレンチで、平坦地が人工的なもので

あるかどうかを判断する目的で調査を行った。その結果、基本層序は他と変わりなく、遺構遺物と

も検出できなかった。

(第 4ト レンチ〉(128・ 129図 )

第129図 Nα1 6鉄塔 トレンチ土層図 (S:1/60)
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第130図 血20鉄塔調査区位置図 (Si1/4,000)
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(3)鉄塔随20地点

本調査地は、旧松江市東持田町納蔵西地区と旧鹿島町上講武柚谷地区の境界部分にまたがる地点

で、鹿島町側からは緩やかな地形で到達するが、松江市側からは急峻な地形で、麓から比高差60mで

到達する位置にある (第 130図 )。 実際にこの地点のすぐ脇にある里道は、現在は全くと言っていい

ほど使用されていないが、地元での聞き取りによれば、過去には頻繁に使用されていたとされ、調

査地点はその峠部分に隣接する尾根頂部にあたる。また、尾根の東側斜面には、凹凸 (窪地)が多

数認められたため、横穴墓群の存在も想定して調査対象に選定した。試掘はL字状を含め、計 5本

の トレンチを尾根上と斜面の窪地に設定して行った (第 131図)。

(第 1ト レンチ〉(131・ 132図 )

尾根頂部に尾根方

向に平行、及び一部

はL字型に直交して

設定した トレンチで

ある。表土下は地山

風化土 と地山 とな

り、遺物遺構とも検

出できなかった。

(第 2ト レンチ 〉

(131・ 132図 )

第 1ト レンチの南

側延長線上に設定し

た トレンチで、基本

層序 は同様 で あっ

た。一部にピット状

の上色変化が認めら

れたが、裁ち割りの

結果、根跡であるこ

とが確認された。遺

構・遺物とも確認で

きなかった。

く第 3ト レンチ 〉

(131・ 132図 )

第 1、 2ト レンチ

の延長線上に設定し

た トレンチで、基本

層序 は これ らと同

様、遺構・遺物も認

められなかった。
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Nα20鉄塔調査区前地形測量図
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く第4ト レンチ〉(131・ 132図 )

第 3ト レンチの西側に、これと直交する位置に設定したトレンチで、同様に遺構・遺物とも認め

られなかった。

(第 5ト レンチ〉(131。 132図 )

東側急斜面にに存在する窪地に設定したトレンチで、横穴墓かどうかの確認のために調査を行っ

たが、表土直下は岩盤で、風倒木の痕跡であると判断した。周辺に存在する同様な窪地をピンポー

ルによって検査したが、いずれも固い岩盤であると判断された。

トレンチ調査の結果から、本調査地点は遺跡ではないと判断し、本発掘調査は実施しなかった。

第132図 No20鉄塔 トレンチ土層図 (S:1/4,000)
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第133図 血27鉄塔調査区位置図 (Si1/200)

(4)鉄塔Nα27地点

本調査地は、松江市坂本町字賞無シ地区に位置し、本報告書掲載の沢下遺跡の南東150mに あたる。

現地は、周辺の広がる水田の縁辺部分に位置し調査地西には坂本川が流れている。既設鉄塔北側と

西側にトレンチを1本ずつ設定し調査を実施した。

(第 1ト レンチ〉(134図 )

既設鉄塔北側に設定したトレンチで、2m近く掘削し、遺構・遺物の有無を確認した。結果、現

在の地表面から40cm程度掘り下げる鉄塔敷地の造成土から過去の水田に伴う堆積と思しき粘質土層
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1700m

0       1m

ヒ‐_.ど上_―/ ①褐色土層 (表土)
②灰掲色土層 (造成土)
③褐色砂礫層 (床■)
④褐白砂礫層 (床土)

⑥灰褐色粘質主層 (耕作土)
⑥黄灰色粕質土層 (耕作土)
⑦晴灰褐色粘質土層 (耕作土)
③灰色砂礫層

第134図 血27鉄塔 トレンチ土層断面図 (Si1/40)

へと変化した。きらに80cm程度堀下げると粘土層から木製の杭が出土した。この層の上面より40cm

程度掘り進むと旧河道に由来すると思われる砂層に至った。この層では須恵器片を採集している。

この地点の調査ではわずかではあるが遺物が出土し、木製の杭も確認していることから、工事に

際しては慎重な工事が必要と判断された。よって平成20年度に実施された掘削工事では当センター

の調査員立会いのもと工事が実施されたが、明確な遺構やさらなる遺物の出土は認められなかった。
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第135図 血28鉄塔調査区位置図 (S:1/2,500)
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第1ト レンチ

①暗褐色土層 (表土)
②橙色砂層 (造成土)
③黄褐色砂質土層 (造成土)
④黄灰色粘質土層 (耕作土)

⑥黄灰色粘質土層 (礫 を合む)
⑥黄褐色砂質土層 (耕作土)
②責灰色粘質土層 (礫を含む)
⑥黄灰色砂礫層

120m

第2ト レンチ

8優亀轟 昴 生命働
躯
8扇握雹i望姦 界 ■

③灰色粘質土層 (耕作土)       ⑦灰色砂礫層             0        1m
④灰色粘質土層 (砂礫を多く含む)   ⑥褐色砂質土層            ~― H

第137図 Nα28鉄塔 トレンチ土層断面図 (S:1/40)

(5)鉄塔Nα28地点

当調査地点は松江市下東川津町に位置し、鉄塔配27地点が接する水田地帯と同じ水田地帯の南端

部に隣接しており、南側を国道431号に接し、東側に用水路が流れている。既設鉄塔の北側と西側に

トレンチを設定し、遺構遺物の有無を確認した。

(第 1ト レンチ〉(第137図 )

現地表下50cm程度までは鉄塔敷地の造成土である。造成土の直下の粘質土層で土器の小片が出し

た。粘質上の下層には砂層が堆積しているが、これは旧河道に由来するものと思われる。

(第 2ト レンチ〉(第137図 )

現地表下40cm程度までは鉄塔敷地の造整土である。この下50cm程度の厚さで水田耕作土が堆積し

ている。その下には粘質上が堆積しており、須恵片が出上した。その下には砂質土層が堆積してお

り、旧河道による堆積と考えられる。この地点の調査ではわずかではあるが遺物が出土し、木製の

杭も確認していることから、工事に際しては慎重な工事が必要と判断された。よって平成20年度に

実施された掘削工事では当センターの調査員立会いのもと工事が実施されたが、明確な遺構やさら

なる遺物の出土は認められなかった。
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第138図  Nα30鉄塔調査区位置図 (S:1/2,500)
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第139図  Nα30鉄塔 トレンチ位置図
|

(S:1/200)

(6)鉄塔Nα30地点

当調査地点は松江市川原町に位置し、元宮遺跡が存在する尾根の西となりの尾根に位置して立て

られている。尾根の東側にも谷が入り込み、調査地直下にはため池がつくられている。この地点は、

新設鉄塔の建設予定地に選定されたため トレンチを掘削し、埋蔵文化財の有無を確認した。調査地

は尾根の先端部分に位置し、墳墓や中世の遺構などの存在が想定されていた。尾根状の平坦面およ

びその縁辺部にかけ、幅1.5m、 長さ10mに わたリトレンチを設定した。調査の結果、遺構や遺物は

確認されなかったために、当地点には遺跡が存在する可能性はないと判断し、調査を終了した。

-138-



第140図 No30鉄塔 トレンチ土層
断面図 (S:1/40)

(7)鉄塔Nα45地点

本調査地は、松江市朝酌町と大井町にまたがる丘陵高所に

位置 し、標高は127～ 135m、 麓との比高差は約90mあ る (第

141図 )。 この地点に建設予定の鉄塔は他と比して約 2倍の規

模を持つため、調査対象地も広い。分布調査では、丘陵頂部は

緩やかで比較的平坦な地形を呈し、南斜面部には不自然な平

坦地が認められた点、麓では過去に松江市教育委員会によっ

て多数の遺構・遺物が検出された別所遺跡が存在している点

などから、調査対象地とされていた。試掘調査は尾根筋と南斜

面の平坦地に トレンチを計 9本設定して実施した (第 142図)。

(第 1ト レンチ〉(第141・ 142図 )

表土下は2層が地山風化土、 3層が部分的に礫層が走る地

山であることが確認された。遺構や遺物は全く検出されてい

ない。

(第 2ト レンチ〉(第142・ 144図 )

基本層序は第 1ト レンチと同様で、遺構や遺物は検出され

ていない。なお、一部地山面で灰黄色のピット状の落ち込み

が検出されたが、断ち割り調査の結果、根跡であることが確

かめられた。

(第 3ト レンチ〉(第141・ 143図 )

基本層序は他と同様であるが、地山に岩脈が走っており、風

化土も薄くなっていた。

(第 4。 5ト レンチ〉(第141・ 143図 )

基本層序は第 1ト レンチと同様で、遺構や遺物は検出され

ていない。

(第 6・ 7ト レンチ〉(第141・ 143図 )

基本層序は第 3ト レンチと同様で、遺構や遺物は検出され

ていない。

(第8・ 9ト レンチ〉(第141・ 143図 )

いずれも南斜面部に認められた平坦地形に設定した トレン

チで、基本層序は他と同様であるが、地山風化土が認められ

ず表土直下が地山となる部分が多く、地形変換点は風倒木の

痕跡と考えられる。遺構や遺物は検出されていない。
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第 2節 平成18年度
(1)No31工 事用仮設道路

標高約25～ 30m丘陵と丘陵の間の平坦面に位置し、 2× 2mの調査区を設定した。表土に暗茶色

土 (腐植土)が 15cm、 その下層に暗赤褐色土 (地山風化土)カミ30cm堆積し、さらにその下層は赤褐

色土 (地山)と なっている。遺構・遺物は検出されなかった。

(2)Nα33・ 345廣�董壱蓋)也

標高約40m,川原川により形成された河岸段丘上に位置する。水田部分に2× 4m l力所、畑地部

分に2× 2m4カ所、 2× lml力 所の調査区をそれぞれ設定した。水田部分で、水田耕作土が15
cm堆積 しており、その下層は地山の瓦礫層であった。遺構 。遺物は検出されなかった。畑地では土

師器片、須恵器片が出上しており、また時期・性格は不明であるが直径約35cmと 50cmの穴が検出さ

れた。

(3)Nα35索道基地

標高約60m、 丘陵部に挟まれたややひらけた平坦部に位置し、調査地は二段の畑地となっていた。

上段に2× lm、 下段に2× 4mの調査区をそれぞれ 1カ 所設定して調査を実施した。上段の調査

区では、約20cmの耕作土下は赤褐色土の地山層で遺構・遺物は検出されなかった。下段の調査区は、

近年整地されたらしく約60cnlほ どの耕作土が堆積しておりその下層は赤褐色土の地山層で遺構・遺

物は検出されなかった。

(4)Nα43～46工事用仮設道路 。待避所

標高約150～ 160mの尾根上に位置し、 3地点 4カ 所の調査区を設定して実施した。北側から①・

② o③・④とした。

①採石場に隣接する尾根上に位置する。2× 2mの調査区を設定して調査を実施した。約10cmの

表土 (腐植土)の下は約20cmほ どの暗赤帽色土 (地山風化土)で、その下層は赤褐色土 (地山)と

なっており、遺構・遺物は検出されなかった。

②尾根上の長さ約70～ 90cmの石が散在する部分で、遺構及び遺物は確認されなかった。

③・④尾根状の小山状の高まりがある部分に調査区を2カ所設定して調査を行った。表土 (腐植

土)の下は赤褐色土 (地山風化土)で、その下層は赤褐色土となっており、遺構・遺物は検出され

なかった。
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第144図 平成18年度確認調査位置図 (S:1/10,000)
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第 5章 自然科学的分析





上講武殿山城跡発掘調査におけるMC年代測定

渡辺 正巳 伎化財調査調査コンサルタント株式会社)

はじめに

本報は、遺跡内で検出された「狼煙跡」と考えられる遺構の年代を確認するために、島根県教育

庁埋蔵文化財調査センターが文化財調査コンサルタント株式会社に委託して実施した14c年代測定

の概報である。

上講武殿山城跡は、島根県東部、松江市鹿島町上講武地内に立地する遺跡である。

測定試料について

測定試料は、図 1に示した「炭 3」 、「炭 5」 の炭片集中部で、島根県教育委員会によって採取 。

保管されていた炭片から、文化財調査コンサルタント帥が分取したものである。表1に測定試料の詳

細を示す。

AMS年代測定方法

試料に酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去した後、石墨 (グ ラファイト)に調整し、加

速器質量分析計 (AMS)を 用いて測定を行った。

AMS年代測定結果

測定結果を表 1に示す。また、それぞれの試料について暦年較正のグラフ (Oxc』 ver3.1に よる)

を、図 2、 3に示す。表 1に は、4種類の年代とδ13c値を示してある。測定年代は、従来は実年代

として用いられてきた値である。MC濃度が環境、時代にかかわらず常に一定であるという仮定の下

に、リビーの半減期 (5568年 )を用いて計算した値である。補正δ14c年代は、14c濃度が環境によ

り変動することから、δおCを測定し、δ13c=_25%。 に規格化した14c濃度を求め、年代値を算出

したもの (暦年較正用年代)を 5年単位で丸めた値である。上記の年代は、いずれも西暦1950年か

ら遡った年代値で示してある。暦年代は、時代 (時間)と共にランダムに変化している大気中二酸

化炭素のHC濃度を、樹木の年輪や海底堆積物の縞状粘土、サンゴの年輪から明らかにして得られた

暦年代較正データ (INTCAL04)を 用いて、較正したものである。較正にはOxCЛ ver.3.1を用いてい

る。また、較正に必要な補正年代値として補正δHC年代ではなく、暦年較正用年代を用いている。

AMS年代測定値について

遺跡内での出土遺物に乏しいものの、両炭片集中部が奈良から平安時代にできたと推定されてい

た。一方、両試料とも得られた年代値は近世以降を示すものであり、推定年代と測定値との間には

大きな差があった。

測定試料はいずれも炭化材であり、理論上、実年代より古い測定年代が得られることはあるもの

の、新しい年代が得られることは起こりえない (た だし、試料の汚染があればこの限りではない。)。

したがって、遺跡の年代、あるいは遺構の性格を考え直す必要が指摘される。

まとめ

推定年代と測定年代に大きな隔たりがあった。遺跡の年代、あるいは遺構の性格を考え直す必要

が指摘される。
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表 l AMS年代測定結果

図 1 試料採取地点

ヽ
‐

―

ヽ

試料No 測定年代

(yrBP)

Ｃ

＞

‐３
％

δ

く

補正δ14c

年代 (yrBP)

暦年較正用

年代 (yrBP)

暦年代・1

(cal y)

測定番号

(PLD― )No 遺構名 状態

MT-3 炭3
炭化材

0131g
235±25 -2660=LO.11 205とし25 207±23

ADl,640± 1,690

5578ADl,730ユ
=1,810

ADl,930ユ
=1,960

MT-5 炭5
炭化材
14819

190±25 ‐26.80± 015 160とL25 1 61EL23

ADl,660± 1,700

5579
ADl,720±

=1,320

ADl,330±
=1,880

ADl,910■ 1,960

★1:2 sigma,95%probabWity
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沢下遺跡から出土した赤色顔料について

柴崎 晶子

沢下遺跡 6号墓は四隅突出型墳丘墓であるが、島根県内で現在のところ確認されている四隅突出

型墳丘墓の主体部から出土した赤色顔料は全て水銀朱 (硫化第二水銀 ;HgS)で ある1。 この時期の

墳墓に使用されていた赤色顔料は水銀朱のほかにベンガラ (酸化第二鉄 ;Fe203)が 考えられる2が 、

色調などからその種類を判別するのは難しい。したがって、合有元素を検出してその顔料を同定す

る定性分析を行なった。

1.試料

主体部内から検出された赤色顔料を15箇所に分けて採取し実体顕微鏡で観察した後、分析試料と

した。

2.分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析 (�ご)に よる定性分析を行なった。

使用機器は奈良大学保存科学研究室が所有・管理しているEDノⅨ社製エネルギー分散型微小部蛍光

X線分析装置EAGLE Ⅱ XXLで ある。分析条件は以下のとおりである。

離 管球 ,Cr(ク ロム)

測定雰囲気 ,大気

管電圧 ,25Kv

3.結果

以下の表に示す。

走査範囲 ;2θ =65°

測定時間 ;200秒

管電流 ;800μ A

試料番号 検出元素 結 果

① Hg,S 水銀朱

② Hg,S 水銀朱

③ Hg,S 水銀朱

④ H9,S 水銀朱

⑤ Hg,s 水銀朱

⑥ Hg,s 水銀朱

⑦ Hg,S 水銀朱

③ Hg,S 水銀朱

⑨ Hg,S 水銀朱

⑩ Hg,s 水銀朱

※sawashimo sx09 Contrast Sample

は沢下 6号墓第 1主体部埋土

15点の試料のうち、13点 は水銀朱の主成分である水銀 (Hg)と硫黄 (S)を特徴的に示 したため、

水銀朱であるといえる。 2点は鉄 (Fe)の ピークを高く示 したが、比較対照試料として遺構内の土

を分析 したところ同じように鉄のピークが高かったため、土壌であると推測した。また、近隣地域

試料番号 検出元素 結 果

① Hg,S 水銀朱

② H9,S 水銀朱

⑬ Hg,S 水銀朱

⑩ Fe 土壌

⑩ Fe 土嬢

sawashirno sx09
Contrast Sample※

(比較対照試料 )

Fe,Mn 土壌
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第 1図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部赤色顔料位置図 (S:

)         lm

1/30)

でも鉄を多く含む地山の土壌成分が検出されているとの報告3が ぁり、この鉄は土壊に出来するも

であり、ベンガラではなく土壌であると推測した。

したがって、沢下遺跡 6号墓では他の四隅突出型墳丘墓と同様に水銀朱が主に使われ、ベンガ

は使用されていなかったと考えられる。
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松江市沢下遺跡 6号墓出土朱のイオウ同位体比分析

南   武 志  (近畿大学)

概 要

弥生時代後期後葉の四隅突出型墳丘墓である沢下遺跡 6号墓から出土した朱のイオウ同位体比分

析を行い、すでに測定している出雲地方の他の遺跡出土朱と比較 した。イオウ同位体比分析は、朱

を構成するイオウの質量数32と質量数34の 同位体比を測定し、標準物質であるキャニオン・ディア

ブロ隕石に含まれる硫化鉄のイオウ同位体比と比較する方法である。その結果、第 1主体部から出

土した朱は-0.47～ -2.57%。 を示すグループIと 、+2.20～+4.86%。 を示すグループⅡの 2つに大きく

分かれた。グループ Iは棺の南から中央にかけての部分から採取 された朱であり、グループⅡは北

部分から採取されている。このことは、 2種類の朱を使い分けている可能性が示唆される。一方、

同じ弥生時代後期の四隅突出型墳丘墓である西谷墳墓から出土 した朱は、2号墓の中心埋葬である

第 2主体で+13.10%。 、第 1主体で+7.83%。 、 3号墓の中心埋葬である第 4主体で+8.48%。 、第 1主体で

+9,03%。 という値を示 しており、沢下遺跡 6号墓と全く異なった結果であった。ところが西谷 3号墓

の第 3主体では+4.10%。 と沢下遺跡 6号墓グループⅡの朱とよく似た値を示した。また、岡山県楯築

遺跡より出土した朱も+0.5～ +2.1‰ の値を示しており、両墳墓と沢下遺跡 6号墓の関係が取りざたさ

れる。加えて、島根県における弥生時代後期の遺跡である安養寺 1号墳第 3主体、宮山Ⅳ号墓、布

志名大谷Ⅲ遺跡 1号墓から出土した朱は、それぞれ-4.78%。、-5。89%。、-5.15%。の値となり沢下遺

跡 6号墓出土朱の値より大きくマイナス側に傾いていた。参考として、古代日本の朱鉱石産地であ

る二重県丹生鉱山産辰砂鉱石は-7.26%。、奈良県大和水銀鉱山産鉱石は-2.05%。、徳島県水井鉱山産

鉱石は-2.38%。であった。このことから沢下遺跡 6号墓出土グループ Iの朱は日本産の可能性が高

いが産地の異なる朱が混和された可能性がある。さらなる考察ついては考古学者の判断を,「 ぎたい。

以上より、沢下遺跡 6号墓で使用した未は2種類の朱を使い分けていたと思われる。

1.fよ じめに

鉱物赤色顔料には、朱 (硫化水銀)以外にベンガラ (酸化第二鉄)、 鉛丹 (四二酸化鉛)、 鶏冠石

(二硫化ニヒ素)が古代に用いられていたと考えられているが、その中でも朱は「血」そのものを具

現化した血紅色を呈しており貴重な物質として用いられていた。朱を埋葬儀式に用いる風習は紀元

前の中国で見られているD。 これに対し弥生時代後期に入り、吉野ヶ里遺跡をはじめとする北九州・

山陰・山陽 。丹後地方で多量の朱を埋葬儀式に用いたと思われる墳墓が見つかっている。この年代

は、古代中国との交易が行われた時期と重なり、朱を埋葬儀式に用いるという風習とともに朱も中

国から贈られたと思われる。しかしながら縄文時代より二重県丹生鉱山周辺で土器に赤色彩色する

目的に朱が用いられていたとの報告"があり、弥生時代には徳島県水井鉱山の近くの若杉山遺跡で

未を生産して流通させていたとの報告9も ある。さらに奈良県大和地方には大和水銀鉱山が存在す

ることから、日本産朱が埋葬儀式に用いられていた可能性がある。そこで、日本各地の遺跡より出

土する未が日本産朱を用いているか、中国産朱を用いているか、朱の構成成分であるイオウの同位

体比分析より推定することを我々は試みている。今回、出雲地方の弥生時代後期後葉の四隅突出型
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墳丘墓である沢下遺跡 6号墓から出土する朱を分析する機会に恵まれた。同地方には弥生時代後期

後葉の出雲地方の王墓と考えられている西谷墳墓群があり、多量の朱が出上していることから両者

の比較を試みたので報告する。

2.分析試料と分析方法

(1)分析試料

分析用朱サンプルは、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターより提供していただいた。沢下Ⅱ区 6

号墓第 1主体部棺床の朱および図 1に示す (①)～ (⑩)の場所から18箇所 (①、②、③、④、⑤、

⑥、⑦、③、③、⑩、①、⑫、①、⑭、⑮、④、⑦、⑩)よ り採取された朱を分析に供した。

第 2図 沢下遺跡 6号墓第 1主体部水銀朱採取場所 (S:1/30)

(2)イ オウ同位体比分析

朱部分を逆王水に溶解し、塩化バリウムを加え硫酸バリウムの沈殿を得た。得られた硫酸バ リウ

ムに五酸化バナジウムとケイ酸を加えて混和し、管に入れて金属銅を上にのせ、真空下で加熱、二

酸化イオウガスを採取した。採取したガスを質量分析計 (DELTAplus,仙erlno Finnigan社 )でイオ

ウ同位体比 (34s/32s)を 分析 した。別に標準品としてキャニオンディアブロ隕石のイオウ同位体比

(34s/32s)を 分析し、この標準品に対する割合をδ
34s%。 で表 した。

グループ I

グループ‖
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(サ ンプルのイオウ同位体比)― (標準品のイオウ同位体比)
X  1000

(標準品のイオウ同位体比)

3.結果および考察

イオウ同位体の中で質量数32と 34を用いてその割

合を比較する方法は、地質学の分野で広く用いられ

ている。質量数32の イオウは軽く、二酸化イオウや

硫化水素のようにガス状化合物中に合まれやすい。

すなわち、火山性ガスに多く含まれ、火山地帯の鉱

石は質量数32の イオウ化合物に富んでいる。一方、

質量数34の イオウは重く、硫酸などの化合物中に合

まれやすい。われわれはこの性質を利用し、辰砂鉱

山鉱石のイオウ同位体比を分析 し、中国産朱と日本

産朱は明らかにことなり、さらに三童県丹生鉱山産

朱と奈良県大和水銀鉱山産朱および徳島県水井鉱山

産朱も異なることを明らかにしている。。

沢下Ⅱ区 6号墓遺跡出土朱のイオウ同位体比分析

の結果を、表 1に示す。採取場所を示した図 1よ り、

「⑩・①・⑫・⑬」はグループⅡに属し、その他はグ

ループ1に属していた。その結果、グループIの朱

イオウ同位体比は-0.47～ -2.57%。 を示しており、グ

ループⅡは+2.20～+4.86%。 を示していた。グループI

の場所からは、勾玉なども出土しており、頭部が配置されていた可能性が考えられる。一方グルー

プ Iが頭部とした場合、グループⅡの場所は足元に相当する。したがって、沢下Ⅱ区 6号墓第 1主

体部では2種類の朱が場所を特定して用いられた可能性が高い。

われわれは島根県の他の遺跡出土朱のイオウ同位体比分析も行っている。弥生時代後期遺跡では、

西谷墳墓群・安養寺 1号墳第 3主体・宮山Ⅳ号墓 。布志名大谷Ⅲ遺跡 1号墓より出土した朱の分析

を行っている。。このうち弥生時代後期後葉の出雲地方の王墓と考えられている西谷 2号墓第 2主体

は+13.10%。 、 3号墓第 1主体は+9,03%。 、 3号墓第 4主体は+6.48%。 と、中国映西省産朱と思われる結

果が得られているの。同じような中国産朱を使用したと思われる遺跡には、奴国の有力者の墳墓であ

る立石遺跡、因幡の王墓である門上谷 1号墓、丹後の王墓である大風呂南 1号墓がある。一方、西

谷 3号墓第 3主体は+4.10%。 を示 しており、この値は沢下 6号墓のグループⅡの値とよく似ている。

加えて岡山県楯築遺跡より出土 した朱も+0.5～ +2.1%。 と、沢下 6号墓グループⅡとよく似た値を示

しており、これらの間に何らかの交流があった可能性が示唆された。丹後の大風呂南墳墓とよく似

た時代の丹後地方の王墓の一つである京都府峰山町赤坂今井墳丘墓から出土した朱は-8.36%。 であ

り、二重県丹生鉱山産朱 (-7.26%。 )を用いたとわれわれは推測している。ところがグループ Iで示

された値は、丹生鉱山産朱の値とは明らかに異なっていた。しかしながら、奈良県大和水銀鉱山産朱

(-2.05%。 )と類似する結果が得られた。そこで弥生時代後期の島根県地方の遺跡未のイオウ同位体

表1 沢下Ⅱ区6号墓遺跡出土朱のイオウ同位体比

採取場所 δ34s(り‰)

沢下遺跡 ① -2.31

沢下遺跡 ② -220

沢下遺跡 ③ -209

沢下遺跡 ④ -240

沢下遺跡 ⑤ -1,24

沢下遺跡 ⑥ -143

沢下遺跡 ⑦ -138

沢下遺跡 ① -156

沢下遺跡 ③ -246

沢下遺跡 ⑩ 220

沢下遺跡 ① 402

沢下遺跡 ② 296

沢下遺跡 ○ 486

沢下遺跡 ⑭ -257

沢下遺跡 ⑮ -246

沢下遺跡 ⑩ -157

沢下遺跡 ⑫ -225

沢下遺跡 ⑬ -082

沢下遺跡 沢下 ‖区6号墓床直朱 -047

沢下遺跡 沢下‖区6号墓第1主体部棺床 -180
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比測定結果と比較したところ、西谷墳墓群以外の安養寺 1号墳第 3主体、宮山Ⅳ号墓、布志名大谷

Ⅲ遺跡 1号墓から出土した朱は、それぞれ-4.78%。、-5。 89‰、-5.15%。 の値であり、沢下 6号墓グ

ループ Iで示された値よりもマイナスを示 しており、これらは丹生鉱山産の可能性が高いと推察し

ている。

イオウ同位体比分析で朱の産地を推定する手法は、先に述べたように鉱山によって値が異なるこ

とから有効な方法の一つであるといえる。しかし、人造朱の場合や産地の異なる朱を混合した場合、

イオウ同位体比分析から産地を推定することは困難である。今回、グループ Iの朱は値からは大和

水銀鉱山より採掘された朱を用いた可能性が考えられる。しかし、島根県の同時代の遺跡から出土

した朱が丹生鉱山産の可能性が高く、大和水銀鉱山産を示す朱を出上した遺跡が島根県地方に見当

たらないこと。さらに、グループⅡの朱が西谷 3号墓第 3主体や岡山県楯築遺跡出土朱とよく似た

値を示 しているにも関わらず、日本における辰砂鉱山鉱石から同様の値を示す鉱山がないことから、

沢下 6号墓で使用された朱は中国産朱と日本産朱を混和した可能性が示唆される。考古学関係者が

別の観点から本論点について考察を加えていただければ幸いである。

4.ま とめ

沢下Ⅱ区 6号墓より採取された朱のイオウ同位体比分析を行ったところ、採取場所の異なる2箇

所 (グループ Iと グループⅡ)では同位体比の値が明らかに異なっていた。グループ Iの朱は-0。47

～-2.57‰ を示し、グループⅡの朱は+2.20～+4.86%。 を示 した。グループ Iの値は大和水銀鉱山産朱

の可能性が示唆されたが、同時代の島根県地方の遺跡で同様の値の朱を出上した遺跡はない。一方、

西谷墳墓群から出土した朱の大部分は中国陳西省産朱の値を示していたが、西谷 3号墓第 3主体と

岡山県楯築遺跡出土朱はグループⅡの値と類似の値であり、同値は中国産と特定できなかった。以

上の結果から、沢下 6号墓で使用された朱は、産地の異なる朱を混和して用いられた可能性が示唆

される。また、グループ Iと グループⅡで異なった朱を使用していたと思われる。
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教育委員会 157-160,
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図版 1

1.恵谷古墳群 遠景 (南より)
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2.恵谷古墳群 調査前状況 (南より)



図版 2

ri

恵谷古墳群 調査前石相露出状況 (東より)

2.恵谷古墳群 第 1主体部検出状況 (1)(南より)



図版 3
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1.恵谷古墳群 第1主体部検出状況 (2)(北より)

2.恵谷古墳群 第 1主体部上層堆積状況 (1)(東より)



図版 4

1.恵谷古墳群 第 1主体部土層堆積状況 (2)(南より)
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2.恵谷古墳群 第 1主体部粘土残存状況 (西より)



図版 5

色
メ
∵
争
・

2.恵谷古墳群 第 2主体部内部完掘状況 (東より)



図版 6
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1.恵谷古墳群 第 3主体部粘土貼り状況 (東 より)

2.恵谷古墳群 第 4主体部上層断面 (東より)



°コ
髯

図版 7
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2.恵谷古墳群



図版 8
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1.恵谷古墳群 主体部付近完掘状況 (北より)

2.恵谷古墳群 調査終了時状況 (北 より)



図版 9

1.岩鼻古墳群 遠景 (南 より)

2.岩鼻古墳群 調査前状況 (1号墳、北より)



図版 10

岩鼻 1号墳 (東墳裾部、
東より)

岩鼻 1号墳 墳丘検出状
況 (区画溝付近、東より)

岩鼻 1号墳 主体部検出
状況 (北東より)
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図版 11

1.岩鼻 1号墳 主体部検出状況 (西より)

2.岩鼻 1号塙 第 1～ 3主体部検出状況 (北西より)



図版 12

(南西より)1.岩鼻 1号墳 第 1主体部木棺完掘状況

2.岩鼻 1号墳 第 1主体部木棺内遺物状況 (北東より)



図版 13

1.岩鼻 1号墳 第 2主体部棺痕跡 (北西より) 2.岩鼻 1号墳 第 2主体部相内状況 (北西より)
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3.岩鼻 1号墳 第 2主体部横断土層堆積状況 (北西より)



図版 14
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1.岩鼻 1号墳 第 3主体部蓋石接合関係

2.岩鼻 1号墳 第 3主体部蓋石状況 (南東より)3.岩 鼻1号墳 第3主体部棺身検出状況 (北西より)



図版 15

1.岩 鼻 1。 2号墳間溝土層
堆積状況 (東より)

岩鼻 2号墳 西清土層堆
積状況 (北より)

岩鼻 2号墳 完掘状況 (北
より)



図版 16
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1.岩鼻 2号墳

年■,I

2.岩鼻 2号墳 主体部完掘状況 (西より)
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3.岩鼻 2号墳 主体部横断土層堆積状況 (東より)



図版 17

lH岩鼻 3号墳 墳丘検出状
況 (手前が3号墳、北より)

岩鼻 3号墳 墳頂部土師
器出土状況 (北より)

岩鼻 3号墳 墳頂部土層堆
積状況 (南より)



図版 18
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1.岩鼻 1号墳 。3号墳出土遺物

3.岩鼻古墳群墳丘外出土遺物

2.岩鼻 3号墳出土遺物

4.岩鼻 1号墳第 1主体部および
岩鼻古墳群墳丘外出土遺物


